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　　　　１




　今日もいい日だった。

　たぶん……と、藤野明良ふじのあきらは布団ふとんの中で目を閉じ、いつものように一日を振ふり返った。

　ご飯はいつも通りに美味おいしかったし、健康状態もすこぶる良好。

　この春から通っている写真映像関連の専門学校では、相変わらずの空気扱あつかいで親しい友達ができないままだが……。

　でも完全無視じゃなく、挨拶あいさつ程度ならしてくれるんだから望みがないわけじゃない。

　きっといつかは誰だれかが心を開いて話しかけてくれるはずだ。

　だから、これからも諦あきらめずにしつこくアプローチを続けるつもりでいる。

　落ち込んで思い悩なやむだけじゃ、なにも変わらない。

　どんな事態もとりあえずは真っ正面から受け止めて、ポジティブに前向きに行動する。

　進んでさえいれば、いつかは出口を発見できるはずだから……。

（がんばれ、俺）

　明良は自分自身を励はげました。

　いつもだったら、このまますうっと眠ねむりに落ちるのだが、強風に煽あおられた窓まど硝子ガラスがガタガタと揺ゆれる音がうるさくてなかなか眠れない。

「……すっごい風」

　築五十年は軽く超こえている木造のボロアパートだけに、あちこち建てつけが悪い。

　なんとなく不安になって横になったまま窓を見上げると、生温なまぬるい隙間風すきまかぜがどこからか吹ふき込んできているようで、ふうわりと不気味にカーテンが揺れていた。

　諸事情あってここに引っ越こしてきたのが一週間前。

　使える現金の持ち合わせが心許こころもとない明良に同情した不動産屋が、次の引っ越し先を見つけるまでの間に合わせとして、敷金しききん礼金なしでいいよと自社の格安物件を紹介しようかいしてくれたのだ。

　だがこのアパート、三ヶ月後の解体が決定している。

　そのときまでに、バイトを増やしてでも、なんとか引っ越し費用を貯ためなきゃならない。

（そのためにも、早く寝ねなくちゃ）

　ピンチのときこそ健康第一。

　前向きな気力を維持いじするためにも、テンションが下がるような要因は少ないほうがいい。

『いつも元気なのはけっこうなことだ。でもね、明良。あんたはもうちょっとばかり自分の足元を見るべきだね』

　とは、一年前に亡なくなった祖母が、明良が子供の頃ころから繰くり返し言い続けてきた言葉だ。

　周りをろくに見もしないで大好きな玩具おもちやに手を伸のばすから、ジュースの入ったコップをひっくり返すし、空いているブランコだけを目指して公園内を猛もうダッシュするから、ちょっとした段差や小石につまずいては、勢いよくゴロゴロゴロと転がって傷だらけ血だらけになる。

　小学校の帰り道、道の向こうに祖母の姿を見つけ、ばあちゃんだ！　と浮うかれるまま飛び出した道路で車に轢ひかれかかったこともある。

　運良く怪我けがはなかったが、怒いかり狂くるった祖母に強烈きようれつな拳骨げんこつをくらって大きなたんこぶができた。

『この迂闊うかつ者！　ばあちゃんより先に死んだら、地獄じごくまで追っかけてって、その尻しりが真っ赤になって剝むけるまで叩たたいてやるからな！』

　怒り狂って真っ赤になった祖母は地獄の鬼おにより怖こわかった。

　若い時分に夫を亡くし、近所の主婦や子供達に華道かどうを教えて生計を立てながら、女手ひとつで明良の父親であるひとり息子むすこを育て上げた祖母。

　長い髪かみをきっちりお団子にした、きりっと背筋の伸びたその和服姿。

　子供相手だろうと容赦ようしやなく厳しく、そして同時にとても情に厚い人でもあった。

（ばあちゃん、大丈夫だいじようぶだよ。俺だっていつまでも子供じゃない。ちゃんと計画性ってのを身につけてんだからさ）

　ついでに、自分の今の状況じようきようを客観的に把握はあくすることだってできている。

　だから今は忍耐にんたいのときだってことも、ちゃんとわかってるのだ。

　とりあえずしばらくの間は楽しいことには目もくれず、地道に学校に通いながら地道に引っ越し資金を稼かせぐ。

　生活の基盤きばんが整うまでの、ほんのちょっとの辛抱しんぼうだから……。

　今度こそ寝ようと思って目を閉じたが、強風に煽られてガタガタ揺れる窓の音がどうしても耳につく。

　ついでに木造の建物自体が、風に吹かれるままにゆ～らゆ～らと揺れているような気がするのだが、これは錯覚さつかくだろうか？

「このアパート……まだ壊こわれたりしないよな」

　そもそも大家がここの取り壊しを決意したのは、耐震たいしん性の問題を行政に指摘してきされたせいらしい。かねてから幽霊ゆうれいが出ると噂うわさがあるほど老朽化ろうきゆうかが進んだ建物だけに、耐震工事を施ほどこすよりはいっそ建て直したほうがいいだろうと判断したのだ。

　古びた建物にありがちな怪談かいだんは全然怖くないが、老朽化した建物の下敷したじきになるのはリアルに怖い。

　身の危険を感じて不安になった明良は、起き上がると部屋の灯あかりをつけて窓を開けた。

　その途端とたん、ぶわっと猛烈もうれつな風が部屋に吹き込んでくる。

　慌あわてて窓を閉め、今度は窓硝子に額を当て、目を凝こらして外の景色を眺ながめた。

　近所の家々の樹木が大きく揺れるさまが、風の強さを教えてくれる。

　だが、窓の下に見える道路の水たまりには水滴すいてきが落ちる様子は見られない。

（雨、上がってる）

　昨日今日と雨続きだった。

　でも、天気予報では明日は晴天。

　この強風が鬱陶うつとうしい雨雲を一気に吹き払はらってくれているんだろう。

「青空にしてくれるんだから、これはいい風だ」

　怖がらなくてもいいんだと自分に言いきかせながら、明良は窓から離はなれた。

　もう一度灯りを消して布団に入り、ガタガタ鳴る窓の音を遠ざけるために頭から布団をすっぽり被かぶって目を閉じる。

　本来寝つきがいい明良は、それから一分も経たたないうちにストンと眠りに落ちていた。

　だから、古い建物の廊下ろうかが、歩く人の重みでギシギシと鳴りはじめたことにはまったく気づかなかった。

　次いで薄うすっぺらい木のドアが勢いよく蹴破けやぶられると、さすがにこれには目が覚めた。

「──っ!?」

　びっくりして飛び起きようとしたが、その前に部屋に飛び込んできた襲撃しゆうげき者に布団の上から押さえ込まれる。

　しかも有無うむを言わせぬ早業はやわざで、布団ごとロープできつくグルグル巻きにされ、そのままの状態で部屋から運び出されてしまっていた。

　無言のまま黙々もくもくと明良を持ち運ぶ襲撃者達は、古びた建物の階段を降りるとそのまま建物の外へと出て行く。どうやら土足のまま乗り込んできたらしいその足音から推測するに、突然とつぜんの襲撃者は二人組のようだった。

（ど、どうなってんの!?）

　これが夢じゃないのは、ギュウギュウに縛しばられた身体からだの痛みが教えてくれている。

　どういうことかと問い詰つめたいし、なんの真似まねだと文句も言いたかったが、ちょうど口のところを布団越ごしに縛られているせいで、ふがふがと呻うめくことしかできない。

　突然のことに混乱した明良は、なんとか逃のがれられないかと布団の中でもぞもぞ動いてみたが、ロープが緩ゆるむ気配はなかった。

　そうこうしているうちに混乱が収まってきて、徐々じよじよに腹が立ってくる。

（なんなんだよ、もう！）

　縛られた身体の痛みより、布団に簀巻すまき状態でまるで物のように持ち運ばれていることのほうが不愉快ふゆかいだ。

　こんな扱いを受ける覚えはない。

（あったまきた！）

　この状態から解放されたら、とりあえず反撃はんげきだ。

　怒おこる明良の耳に、「ここなら誰にも迷惑めいわくかからないんじゃない？」と、同年代らしき青年の声が届いた。

「そうだな。この天気じゃ人も来ないしな。思ったより軽くて助かったぜ」

　やっぱり青年らしい声がそう答えた直後、明良はふわっとした浮遊感ふゆうかんを感じ、ボタッと地面に落とされた。

　布団にくるまっているから痛みはさほど感じない。

　だが、ビチャッと水が跳はねる、なんとも不吉ふきつな音がした。

（……お、俺の羽毛布団うもうぶとん）

　この春、ひとり暮らしをはじめるにあたって新調したばかりだったのに……。

　怒りが頂点に達した明良は、ふがふがと呻きながら少しでもロープが緩めばと布団の中でまたもがいた。

「暴れんじゃねぇよ」

　いきなり、どんっと背中あたりに衝撃しようげきを感じた。

　どうやら蹴けられたらしい。

（な、なにすんだ！）

　ふがふがふがと懲こりずに呻いてジタバタしたら、「てめぇ、なんだあ。その反抗はんこう的な態度」「むかつくなぁ」と、ふたりがかりであちこち蹴られた。

　布団越しのお陰かげで衝撃は半減するものの、さすがにこれは痛い。

「おまえが俺達に隠かくれてやってたこと、もう全部ばれてんだよ」

「恩を仇あだで返すような真似しやがって……。ただじゃすまさねぇ。覚悟かくごしろよ」

（もしかして……人違ひとちがい？）

　彼らの口調は間違いなく知り合いに対するものだ。

　だが、明良はこのふたりの声に、まったく聞き覚えがない。

　そもそも、誰だれに対してであれ、恩を仇で返すような真似をしたことは一度だってない。

　そんなことをしたら、あの世に逝いった祖母が憤怒ふんぬの表情で枕元まくらもとに立ちそうだし……。

（間違いに気づけよ！）

　ふがふが呻いて暴れてみたのだが、逆効果だったらしく、今度はぎゅううっと頭のあたりを踏ふまれた。

（うわっ、痛い、痛いって！）

　じわぁっと圧力を加え続けられる感じが、なんとも不気味で怖い。

　明良は、逃れようとまたジタバタ暴れた。

「……なあ、なんか変じゃない？」

「どこが？」

「こいつ、いつもヤバイ立場になると、とりあえずすぐ謝るかヘラヘラして媚こびるのに、なんか……こう、やけに反抗的で往生際おうじようぎわが悪いっていうかさ」

　もしかしてなにか言いたいことがあるのかもよ、という声が聞こえてすぐ、明良の頭にかかっていた圧力が消えた。

「だったら本人にしゃべらせてみるか？」

　ポンポンと次々になにか弾はじけるような音がして、布団ごと縛られていた身体がふっと急に楽になる。

　ロープが解とかれたと察した明良は、勢いよく身体を覆おおっていた布団をはね除のけた。

「よくも──」

　──やったな！　と、思いっきり頭突ずつきでもしてやるつもりだった。

　が、布団をはね除けた途端に明良の視界に入ってきたのは、街灯の灯りを反射して物騒ぶつそうな輝かがやきを放つ銀色のアーミーナイフ。

「……うわっ！」

　一瞬いつしゆんの絶句の後、明良は反射的に後方に下がっていた。

　その拍子ひようしに布団に足が引っかかり、みっともなくも地面にビチャッと尻餅しりもちをつく。

　その姿を見下ろした二人組はというと、明良の顔を見て明らかに驚おどろいた顔をしていた。

「おまえ……誰だよ？　ケントのツレか？」

　目つきがきつい青年が聞いてくる。

「ケントって、誰？」

　視界にちらつくナイフを気にしながら、明良は口を開いた。

「とぼけてんのか？　あんたがさっきまでいた部屋、ケントの部屋だろうが」

「違ちがう。あそこは俺が借りてる部屋だ」

「え、でもさ。あのアパートってぼろいし幽霊が出るとかいう噂のせいで、二階に住んでんのはケントだけだって聞いてたけど」

　ちょっとだけ鼻が上向きで、妙みように愛嬌あいきようのある顔の青年が言った。

「俺が住みはじめたの、一週間前だけど」

「……ってことは、俺ら、部屋を間違ったのか」

　戻もどるか、ときつい目の男がきびすを返しかけたが、もう遅おそいと相方に止められる。

「さっきの騒動そうどうで俺らの襲撃に気づいて、きっともう逃にげちゃってるよ」

「あいつ、逃げ足は速いからな」

　クソッと毒づきながら、きつい目の男がナイフを畳たたんでジーンズのポケットにしまうのを見て、明良はとりあえずホッとした。

　ナイフという、より現実的な恐怖きようふに直面したせいか、理不尽りふじんな扱あつかいに対するさっきまでの怒いかりは憑つき物が落ちたように消えている。

　冷静になるにしたがって、今の自分の姿を思って、どんどん惨みじめな気分になってきた。

（……お尻しり冷たい）

　明良が運び出されたのは、アパート近くの見覚えのある小さな公園だった。

　舗装ほそうされた道路上ではなく、地面の上にできた大きな水たまりにもろにはまったせいで、泥水どろみずがパンツにまで染しみこんでしまっているし、この春に新調した淡あわいブルーのパジャマも飛び散った泥水で汚よごれまくっている。

　とりあえず立ち上がり、泥水で汚れた手を振ふって水滴すいてきを飛ばした。

（泥汚れって落ちにくいんだよなぁ）

　それでもパジャマは洗えば着られるからまだいい。

　泥水をたっぷり吸い込んでしまった布団のほうはもう駄目だめだろう。

　目の前のふたりに弁償べんしようしろと迫せまったら、どんな反応を見せるか。

　またナイフを出されたら怖こわいが、泣なき寝入ねいりなんて明良の性しように合わない。

（言うだけ言ってみるか）

　汚れた布団を見下ろしながら、ひとつ深呼吸して勇気を振り絞しぼろうとしていると、

「──そこに居たか……」

　低いのによく通る男の声が、風に運ばれて微かすかに耳に届いた。

　顔をそっちに向けると、公園の入り口からひとりの男が大股おおまたで歩み寄って来るのが見える。

　夜だというのに黒のサングラスをかけ、季節外れのロングコートを強風でばっさばっさとひるがえしながら歩み寄って来る長身のその姿は妙に格好よくて、ご近所さん達しか来ないような小さな公園には微妙びみように場違ばちがいな感じがした。

（若いインテリヤクザか、型破りな乱暴者の刑事けいじか……。そんな役どころを演じている俳優さんみたいだ）

　兄が芸能系の仕事をしているせいか、明良は一瞬そんな連想をした。

「げっ、やば」

　明良とほぼ同時に男の存在に気づいた二人組は、明らかに狼狽うろたえている。

　男は、スラックスの裾すそが汚れるのも気にせずに水たまりの上をバッシャバッシャと大股で歩き、直線コースで二人組の許もとに歩み寄ってくる。

　そして「この馬鹿ばか共」と、ふたりの頭に一発ずつ拳骨げんこつを落とした。

　殴なぐられたふたりはというと、このいきなりの暴力に反撃するつもりはないようだ。

　怒るでもなくふてるでもなく、ただ気まずそうに殴られた頭をさするその様子からは、かつて祖母に拳骨をくらっていた自分の姿を連想させられた。

　まるで叱しかられた子供のようで、ほんのちょっとだけ微笑ほほえましい。

「頭に血が上のぼってる間は、絶対にケントに近づくなと言ったよな？」

　男の声は静かだったが、サングラスからはみ出た眉まゆのラインはあからさまに怒おこっていた。

「……なんでここがわかったんすか？」

「店の常連の女の子達だ。おまえらが物騒なことを話してたって心配して、事務所通して俺んトコに連絡れんらくしてきたんだよ」

「あいつらか……。余計なことしやがって」

　吊つり目の青年がチッと舌打ちする。

「心配してもらっといて、なんだその言い草は。──いいか、もう一度言うぞ。ケントには俺が直接話すから、おまえらは手を出すな」

「でも、俺らにだって言ってやりたいことがあるんすよ！　あいつの裏切りに気づかなかった責任も取りたいし」

「で、自分らでしめるって？　これが暴力沙汰ぼうりよくざたでケリがつくようなトラブルじゃないってことぐらいはわかってるな？　仕事に関するトラブルは、雇用主こようぬしである俺が対処するのが筋だ。おまえらは引っ込んでろ」

　わかったか!?　ときつい調子で念を押され、二人組は渋々しぶしぶといった体ていで頷うなずいた。

　それを見て安心したのか、サングラスからはみ出した男の眉がふっと穏おだやかに凪なぐ。

「よし。じゃあ、今日はもう帰れ。──明日にはちゃんと話し合いの結果を教えてやるから」

「あれ？　もしかしてこれからケントの部屋に行こうとか思ってます？」

　愛嬌のある顔の青年が聞いた。

「ああ。あいつのアパート、この先だろ？　ついでに会って話してくるさ」

「たぶん、もういないと思いますけど……」

「なんでだ？」

「俺らが襲撃しゆうげきした後だから」

　その言葉に男は、「いったいなにをやらかしてきた！」と血相を変えた。

　二人組は、違う、そうじゃなくてと慌あわてて首を横に振る。

「部屋を間違まちがったんすよ」

「隣となりの部屋を襲おそっちゃったみたいで……。ケントのつもりで、違う人を拉致らちって来ちゃって」

「拉致ったって……」

　へへっと愛嬌のある顔で笑う青年の言葉に絶句した後、男ははじめて明良に視線を向けた。

　このとき明良は、二人組の上司っぽいこの男が話がわかるような人なら、こっちに布団ふとんの弁償を頼たのんだほうがいいかも……なんてことを吞気のんきに考えていた。

　興味津々きようみしんしんで三人のやりとりを眺ながめていたのに、急に自分が話題の中心になって戸惑とまどう。

　それでもとりあえず、「拉致られてきました」と冷静に自己申告しんこくしてみた。

「えっと……でも、事を荒立あらだてるつもりはないです。この布団さえ弁償してもらえればそれで水に流しますから」

　地面で無惨むざんな姿を晒さらしている布団を指差した。

　が、男は布団には目もくれずに、明良の顔だけを見てまっすぐ歩み寄ってくる。

　そして、その行動に困惑こんわくしている明良の手をむんずと両手で握にぎった。

「え？　あの、ちょっ……俺の手、汚れてるんですけど……」

「そんなのどうでもいい。──君、名前は？」

「藤野です。藤野明良」

「アキラか……。いい名前だな。俺は榊真治さかきしんじだ──よろしく」

　にっこりと唇くちびるに笑えみを浮うかべた榊は、屈かがみ込むようにしてずいっと明良に顔を近づけた。

（なんだ？　この人）

　最初の印象通り、その行動も表情も妙に印象的で格好よく、微妙に現実にそぐわない感じで芝居しばいがかって見える。

　明良は軽く顎あごを引いた。

「……どうも。あの……手、放してもらえませんか？」

「ああ、と……。これは失礼」

　明良の要求に応じて、榊が手を放す。

「うちの馬鹿共が迷惑めいわくをかけたようで、本当に申し訳ない」

　サングラスを外し、やっぱり芝居がかった気障きざな仕草で頭を下げる。

　頭を上げると、その顔にはにっこりと満面の笑みが浮かんでいた。

（やっぱり俳優さんみたいだ）

『顔が綺麗きれいなだけじゃいい役者にはなれない、ってのが俺の持論だ。ばあちゃんの受け売りじゃないが、生きている人間の魅力みりよくってのは上っ面つらじゃなく内面に根ざしているものだと思うからな。必要なのは、豊かな表情を載のせることで魅力的になる、感情に素直すなおで柔軟じゆうなんな顔だ』

　榊の笑みを見て、明良は兄のそんな言葉を思い出していた。

　優やさしげに細められたちょっと色気のある切れ長の目と、嬉うれしそうに微笑む大きめの唇。

　年齢ねんれいは二十代後半ぐらい、日本人離ばなれした濃こい顔立ちでかなりの男前なのは確かだが、それ以上にその砕くだけたおおらかな表情に親しみを感じる。

　見ているこっちまで、その親しみやすい表情に気が緩ゆるんでしまうぐらいには魅力的だ。

「気にしないでください。さっきも言ったけど、この布団さえ弁償してもらえればそれでいいんです」

　布団越ごしにギュウギュウ縛しばられたり蹴けられたりした身体からだはちょっと痛いけど、明日になればなんともなくなってるだろう。

　気が緩んだ明良は、好意的な態度で微笑んだ。

「駄目だ。それじゃあこっちの気が済まない」

　だが榊は、明良の譲歩じようほ案をあっさり却下きやつかする。

「とりあえず、部屋まで送るよ」

　ずいっと近寄ると、明良に向けて両手を伸のばしてくる。

　びっくりした明良は思わず後ろに飛び退のいた。

「な、なんなんですか!?」

「それじゃ歩けないだろう？　抱だっこしてやるから」

　榊の視線は、寝込ねこみを襲われたせいで裸足はだしだった明良の足に向けられていた。

「だ、大丈夫だいじようぶです。全然歩けます」

　知らない人に抱っこされて連れてかれるぐらいなら、裸足で歩いたほうがまだマシだ。

「駄目だめだ。……仕方ない。百歩譲ゆずって背負っていくか」

　ほら乗れ、と今度は広い背中を向けられる。

　だが、はいそうですか、と気楽に乗れるわけがなかった。

「あの、ホントに──」

　大丈夫ですから、とバックしかけた明良の腕うでは、いつの間にか背後に忍しのび寄っていた二人組にがっしりと摑つかまれ、そのまま強引ごういんに榊の背中に乗せられてしまう。

　なにすんだと振ふり向いて睨にらんでみたが、鋭するどい目の青年に睨み返されてあっさり迫力はくりよく負け。

（……駄目か）

　三対一じゃ、自力脱出だつしゆつは不可能だ。

「見た目より軽いな。好き嫌きらいが激しいんだろう？」

　背中に乗った、というか乗せられた明良を軽く揺ゆすり上げ、榊が気さくな口調で聞いてくる。

「……偏食へんしよくはしてません」

「それでこの体重？」

　噓うそくさいなと言われて、明良はちょっとむっとした。

「しっかりまんべんなく腹いっぱい食べてます！」

　見た目より軽いのは、たぶん成長期の真っ最中だからだ。

　食べた栄養のほとんどが縦に伸びるほうにばかり使われて、厚みのほうは後回しにされているだけ。

　なんてことをわざわざ初対面の相手に説明する必要も義理もないのだが、気さくに話しかけてくる榊に挑発ちようはつされるように、明良は自ら進んでしゃべってしまっていた。

「それならいい。見た感じだと食が細そうだから、ついお節介せつかいしちまったな」

「食が細そう……ですか？　はじめてそんな風に言われました。田舎いなかにいた頃ころは、ずっと大食おおぐらいだって言われてたから」

（こっち来てから兄ちゃん以外の人とは食事してないから、俺が大食らいだって知ってる人もいないけど……）

　この春に上京してからというもの、一緒いつしよに食事するような友達はひとりもできていない。

　兄も忙いそがしい人だから、そうそう会えないし……。

「瘦やせの大食らいか。ユータとどっちが上かな」

「ユータ？」

「後ろの小さいほうだ」

　振り向くと、明良をくるんでいた布団を持って後ろからついてきていた二人組のうち、愛嬌あいきようのあるほうが片手を上げて笑いかけてくる。

「もうひとりはシュウな。ちょっと喧嘩けんかっ早ぱやいが、根っから悪い奴やつらじゃないから」

　夜の繁華街はんかがいでこいつらに絡からまれたところを返り討うちにしてやってから手下にし、現在更生こうせいさせている真っ最中なのだと榊が言う。

　今日のお詫わびに四人で食事にでも行こうと誘さそわれ、明良は「はあ」と曖昧あいまいに頷うなずいた。

　遠慮えんりよしときますとはっきり断ることができなかったのは、この誘いがなんだか魅力的に思えたからだ。

　今の明良は、食事をする相手がいないだけじゃなく、気楽に会話できる相手もいない。

　一年近く前に祖母が亡なくなってから田舎の家でもずっとひとりだったが、子供の頃から親しくしていた近所の人達や友達が周囲にいて、なにくれとなく気にかけてくれたから、ひとり暮らしという実感はなかった。

　でも上京してからは、気楽に一日の出来事を話せる相手はいないし、明良に興味を持って質問してくれる人だっていなかった。

　毎晩寝る前に自分で自分を励はげまさなきゃならないぐらいには孤独こどくなのだ。

（この人が居れば後ろのふたりも無害みたいだし……。それに食費も一食分浮くか）

　人違ひとちがいで安眠妨害あんみんぼうがいされて、なおかつ布団ふとん越しとはいえ蹴り飛ばされたのだ。

　この程度のお詫びをしてもらっても罰ばちは当たらない。

　一回ぐらいならつき合ってみてもいいかな、と明良が考えていると、

「お、近くで火事か？」

　榊が言った。

　消防車のサイレンの音が、強風に乗って運ばれてくる。

「この強風で火事なんて……」

　けたたましさを増していく消防車のサイレンの音は、むしょうに不安と焦燥感しようそうかんをかき立てる。

（大事にならなきゃいいけど……）

　なんだか嫌いやな予感がして、祈いのるような気分でそんなことを思う。

　だがサイレンの音は近づいてくる一方で、しかも明良達が向かっている方向に集まっているようだ。

　アパートの前まで辿たどり着くと、嫌な予感は現実になった。

　明良が住んでいた古い木造のアパートが、おりからの強風に煽あおられごうごうと激しく燃えていたのだ。

「ちょっ……俺の家財道具！」

　明良は榊の背中から飛び降りようとしたが、「駄目だ！」と怖こわい声で止められた。

「もう手遅ておくれだ。荷物を取りに行ける状態じゃない」

「でも、大事な物があるんだ。──せめて…カメラぐらい…取りに……」

　そう呟つぶやく視線の先で、次々に駆かけつけてくる消防車が放水をはじめている。

　だが、燃えさかる激しい炎ほのおの勢いは一向に収まりそうにない。

（……もう、駄目なんだ）

　焼け石に水、という言葉が脳裏のうりをよぎった。

　明良はただ呆然ぼうぜんとして、燃えさかる炎を眺ながめることしかできなかった。







　　　　２




　泥汚どろよごれを洗い流してから、大きな檜ひのきの湯船にゆっくり肩かたまで浸つかった。

　清潔な湯船から上がる柔やわらかな湯気が、鼻の奥に微かすかに残っていた焦こげ臭くささを追い出してくれる。

　大きな火事を目撃もくげきしたせいで緊張きんちようしていた身体からだと心がほぐれ、知らず知らずのうちに、ふうっと長いため息が唇くちびるからこぼれた。

　ここは榊の家だった。

　榊が、このままここにいても辛つらいだけだと、ただ呆然と言葉もなく火事を見つめていた明良を半ば強引に連れ帰ったのだ。

　燃えさかっていたアパートには、あのふたりがまだ残っていて、ショックで呆然としていた明良の代わりに大家や警察への対応をしてくれるつもりらしい。

（あのふたりに、お礼言い忘れた）

　榊にもまだお礼を言っていない。

　情けないけど、明良ひとりだったら、なにをどうしたらいいのかもわからず、ただ呆然と立ちつくすだけだっただろう。

（なにもかも燃えちゃった）

　残ったのは汚よごれたパジャマだけ。

　財布さいふも携帯けいたいも、生活用品のすべてが燃えた。

　買い換かえることができるものなら諦あきらめもつく。

　だが、カメラやアルバムなどの思い出の品が燃えてしまったことが辛くて仕方ない。

　あれらは、二度と取り戻もどすことができない懐なつかしい記憶きおくの欠片かけらだったのに……。

（田舎の家に置いておけばよかった）

　慣れた土地を離はなれての、はじめての東京でのひとり暮らし。

　寂さびしさを感じることもあるだろうと思って、よりによってお気に入りの品だけを選んで持ってきてしまったことが心底悔くやまれる。

「……ああ、もう！　ぐずぐず考えたってどうしようもないしっ」

　明良は両手でお湯をすくって、パシャンと顔にかけた。

　どんなに後悔こうかいしたって、燃えてしまった物が手元に戻ることはない。

　だったら、とりあえず今はこれからどうするかを考えるほうが先だ。

　今晩は榊の好意に甘えてここに泊とめてもらうとしても、さて明日からはどうするか。

「まず、兄ちゃんに連絡れんらく取ろう」

　なんとかひとりで頑張がんばりたかったけど、なにもかもが燃えてしまっては、もうどうにもならない。

　今は、とりあえずの生活に必要な現金を兄に用立てしてもらうしかなかった。

　そうと決まれば、吞気のんきに風呂ふろになんか入ってられない。

　明良は、ザバァッと勢いよく湯船から飛び出した。







　脱衣だつい所に置いてあった浴衣ゆかたを着て廊下ろうかに出る。

（えっと……。どっちから来たんだっけ）

　左右に延のびる年季の入った広い廊下は、よく手入れされて磨みがき込まれていた。

　呆然として背負われたまま連れて来られ、直接風呂場ふろばに放り込まれたせいでよくわかっていなかったが、改めて周囲をよく見た明良は、お屋敷やしき風の重厚じゆうこうな造りの建物に圧倒あつとうされた。

　きょろきょろと左右を見比べると、右側の廊下の奥のほうが明るく感じられる。

　ととっと小走りで廊下を進み、突つき当たりの角を曲がると、また長い廊下が続いていた。

（……なんか、変な建物）

　長い廊下の片側は、たぶん縁側えんがわにでもなっているのか、縦型のブラインドで完全に塞ふさがれていて、その反対側には壁かべと障子戸がずらりと遠くまで繫つながっている。

　普通ふつうの家ではあり得ない直線的なその造りは、まるで大きな旅館か料亭りようていみたいで、どこからか宴会えんかいの声でも聞こえてきそうな雰囲気ふんいきだ。

　長い廊下の先に部屋の灯あかりが透すけて見える障子戸を見つけ、小走りで廊下を進んだ。

　その障子の前で膝ひざをつくと「失礼します」と声をかけてからそうっと障子を開けてみる。

「お、ちゃんと浴衣が着れてるな」

　座卓ざたくの前に座り、小ぶりなグラスを片手にノートパソコンを眺めていた榊は、明良の姿を見て目を細めた。

　ワインクーラーに日本酒の瓶びんが差さっているところを見ると、軽く酒を飲んでいたらしい。

　火事場に居合わせたことで焦げ臭い匂においがついてしまったのか、榊も服を着替きがえている。

　重厚な造りの日本家屋によく似合う和服姿で、着崩きくずし方が堂に入っているからきっと着慣れているのだろう。

　黒縁くろぶちのお洒落しやれ眼鏡めがねをかけてノートパソコンに向かうその姿から受ける印象は、さっきとはまったく違ちがい、育ちのよさを窺うかがわせる穏おだやかさがただよっていた。

（今度は高級料亭か呉服ごふく屋のインテリ風若旦那わかだんなって感じかな。やっぱり役者さんみたいだ）

　服と眼鏡だけでこんなに雰囲気が変わる人も珍めずらしい。

　明良は感心しながら部屋の中に入ると、閉めた障子の前にきちんと正座した。

「お陰様かげさまで助かりました。色々ご親切にしていただいてありがとうございます」

　膝の前に両手をついてぺこりと頭を下げる。

「その見た目でそういうことをされると凄すごい違和感いわかんがあるな」

　榊は、そんな明良をやっぱり目を細めて眺めた。

「違和感って、どうしてですか？」

「どうしてって……。生粋きつすいの日本人ってわけじゃないだろう？」

「そうですけど……。──見てわかります？」

「もちろん」

　榊はなぜそんなことを聞くのかと言わんばかりの不思議顔で頷うなずく。

「そうかなぁ」

　明良は怪訝けげんそうに、ちょっと長めの前髪まえがみを指先で弄いじった。

（髪かみの色だって、けっこう濃こくなったのに……）

　子供の頃ころはくるっくるの赤毛の巻き毛で、肌はだは日に焼けても黒くならずにちょっとした刺激しげきですぐに赤くなってばかり。顔にはいっぱいそばかすも浮ういていて、まるで小さな赤鬼あかおにさんみたいだとよくからかわれたものだ。

　だが成長するにつれ、髪の色は濃くなり巻き癖ぐせも弱くなった。

　肌も強くなったようで目立つぐらいに赤くなることもなくなったし、そばかすも減った。

　今の明良の髪の色は、茶髪ちやぱつにしている同年代の若者達と大差ない。

　世間にはカラーコンタクトなんかも流通してるから、この金茶っぽい目の色だってさほど珍しくもないだろう。

　だから子供の頃と違って、ハーフだってことがそんなにわからないはずだと思っていたのに……。

「ご両親のどっちが日本人？」

「父です。母がフランスで」

「なるほどね。お母さん、美人だろう？」

「写真で見る限りではそうみたいです。俺の物心がつく前に離婚りこんして国に帰っちゃったんで、実物がどうかはわかんないですけど」

「そんなの鏡を見れば一目瞭然いちもくりようぜんじゃないか」

「鏡？」

　くきっと首を傾かしげる明良の顔を、「その顔」と榊が指差した。

「俺、どっちかっていうと父親似ですよ。兄が完全に母親似ですけど……。──あ、そうだった。あの……そのノートパソコン、ネットに繫がりますか？」

「もちろん。使う？」

　榊はすっと座卓の上を滑すべらせて画面を明良のほうに向ける。

「はい。ありがとうございます」

　頷いた明良は、榊のはす向かいに座って検索けんさくサイトを画面に出した。

「なにを見るんだ？」

「兄の連絡先れんらくさきを調べようと思って……」

　連絡先のデータはすべて燃えてしまった携帯の中で、残念ながら暗記していなかった。

　それを知ってそうな知人の連絡先も同じこと。データのバックアップもないから、頼たのみの綱つなはネット上にある情報だけだ。

　そんな明良の説明に、榊は眉まゆを軽く上げた。

「ネットに個人情報が上がってるのか？　物騒ぶつそうな話だな」

「まさか。違いますよ。兄が所属している劇団の電話番号を調べてるんです。──あ、これだ」

　黒を基調とした渋しぶいイメージのサイトがパソコン画面に現れる。

「お、劇団キャラクか。ここなら知ってる」

　軽く首を伸ばして、榊が画面を覗のぞき込んでくる。

「最近めきめきメジャーになってきてるところだろう。確か、超ちよう美形の脚本きやくほん家がいるとかで話題になってたな」

「その超美形が俺の兄なんです」

　柔やわらかな金に近い薄茶うすちやの髪と彫ほりの深いギリシャ彫刻ちようこくのように整った顔立ちは、怖こわいぐらいに清冽せいれつで凜々りりしい。

　母親譲ゆずりの日本人離ばなれしたスタイルと美貌びぼう、自らのその容貌に驕おごらず冷静に分析ぶんせきすることのできる聡明そうめいさをも併あわせ持った七歳年上の兄、旭あさひ。

『明良の兄ちゃんが美形なのって、きっと明良の分の綺麗きれいも持って生まれてきたからだよ。だから明良は赤鬼みたいなんだ』

　そんな風に幼馴染おさななじみ達にからかわれて怒おこったこともあったが、それでも綺麗な兄は明良の自慢じまんだった。

　子供の頃から、綺麗な子がいるとの噂うわさを聞きつけた芸能プロダクションのスカウトが菓子折かしおりを持って訪問してくることが多く、そのせいかどうかはわからないが、兄は成長するにつれ芸能関係に興味を持つようになって、現在は大学時代の仲間とはじめた劇団で脚本家として頑張がんばっている。

　仲間達から舞台ぶたいに立ってくれと何度も頼まれたらしいが、『ポスターのモデルぐらいならやるが、俺に役者は無理だ。舞台が壊こわれる』と言って頑がんとして頷かない。

　もったいないと周囲の人々は言うが、明良は兄の言うことはもっともだと納得なつとくしていた。

　弟の目から見ても兄は本当に綺麗だ。

　寝起ねおきでも笑っていても怒っていても、日常のどんなときでも文句のつけ所がない。

　その姿は、まるで綺麗であることを目的に作りあげられた人形のようで、兄がどんな表情を浮かべていても、まずその美貌が突出とつしゆつして目についてしまう。

　その顔に浮かんだ表情より、造形の美しさばかりが目立ってしまうのだ。

　そんな兄が俳優になって舞台に立ったら、その美貌だけで観客の目を引くことは間違まちがいないだろう。

　だがその演技や、同じ舞台に立った他ほかの役者や脚本の魅力みりよくは観客の目に正しく届かない。

　綺麗すぎる兄の容貌は、きっと舞台のバランスを壊してしまう。

「あった。この番号だ。──電話も貸してもらえますか？」

　劇団のサイトで連絡先を調べた明良が頼むと、どうぞと榊が自分の携帯けいたいを出した。

「この時間じゃ事務所に人がいないんじゃないか？」

　榊が指差した掛かけ時計は、ちょうど十二時を回ったところだった。

「大丈夫だいじようぶです。事務所じゃなくて、劇団の責任者の方に連絡れんらくするつもりですから」

　兄の生活サイクルから考えても、たぶんこの時間帯のほうが連絡がつきやすいぐらいだろう。

　劇団の連絡先電話番号の末尾まつびに一を足した番号が、兄の友人でもある責任者の緊急きんきゆう用の電話回線になっているからと以前教えられていたのだ。

　そんな説明をしながら、間違まちがえないよう慎重しんちように番号を入力し携帯を耳に当てる。

　しばらくして携帯に出た相手に、藤野旭の弟ですがと名乗ると、いきなり鼻で笑われた。

『ま～た弟か。これで何人目だっけかな。お姉ちゃんか友達にでも頼まれたんだろうが、そんな単純な手には引っかからないから』

　冷たく言い放たれ、あっさり通話を切られる。

「……え、ちょっとぉ」

　明良は慌あわててリダイヤルしてみたが、何度コールしてももう出てはもらえない。

「どうした？」

「兄のファンが弟をカタって電話してきたんだって思われたみたいです」

　劇団が軌道きどうに乗ると同時に、雑誌やテレビなどのメディアでも取り上げられるようになって、それに伴ともない兄の熱狂ねつきよう的なファンも急増していると聞いている。

　そのせいで、劇団サイドもその対処にピリピリしてるんだろう。

「だったら、今日はもう諦あきらめて、明日直接訪ねて行けばいいだろう」

「兄と俺、全然似てないから直接事務所に行っても信じてもらえないかも……」

「お兄さんの部屋を訪ねればいいって言ってるんだよ。東京近辺にいるんだろう？」

「それが……部屋はあるけど、兄はいないんです」

「どうしてだ？」

「仕事で、沖縄おきなわのほうに行ってて……」

　沖縄出身の有名人の私小説をテレビドラマ化するとかで、その脚本家に兄が選ばれたのだ。

『この仕事をもらえたのは、俺の脚本家としての実力より、話題性のあるこの容姿を買われてのことだろうな』

　兄はそう言って苦笑くしようしていた。

　だからこそ、真剣しんけんに取り組んでいい本を書かなきゃならないとも……。

　東京にいると劇団関係者や知人からの連絡や取材の申し込みなどがひっきりなしに来るし、ファン対策もしなきゃならない。集中して仕事するためにも少し都会を離はなれたほうがいいと、関係者が用意した隠かくれ家が的な沖縄の別荘べつそうに籠こもって仕事に取り組んでいるところなのだ。

「実家は？」

「いま誰だれも住んでないんです。父は俺が小学校に入ったばかりの頃に、育ててくれた祖母は去年亡なくなったんで……。──困ったなぁ。明日からどうしよう」

　明良は本気で弱り果て、カクッと首を落とした。

「まあ、そう凹へこむな。お兄さんと連絡がつくまで家うちに居ればいいから。──飲むか？」

　カラカランと涼すずやかな氷の音をさせて、榊がワインクーラーから日本酒の瓶びんを取り出した。

「あー。……ちょっとだけ、いただきます」

　田舎いなかにいた頃ころは近所のおじさん達の晩酌ばんしやくにたまにつき合って少しだけ飲んでいたが、上京してからは未成年のくせに飲むなと兄に叱しかられて飲んでいなかった。

（今日ぐらい、いいよな）

　あんな大変な目にあったんだし……と自分に甘い言い訳をしながら、差し出されたグラスを素直すなおに受け取り、なみなみと溢あふれんばかりの勢いで日本酒を注ついでもらった。

「よし、ぐーっといけ」

　榊に唆そそのかされるまま、薄手うすでの細いグラスに唇くちびるをつける。

　まずはほんの少し、味見程度に飲むつもりだった。

　が、お風呂上ふろあがりだったせいもあって喉のども渇かわいていたのだろう。

（あ、飲みやすい）

　よく冷えた日本酒はことのほか美味おいしかった。

　するするする～っと喉を通っていって、胃に落ち着くとほわっと身体からだが温かくなる。

（あ～、なんかホッとするなあ）

　気がつくと、明良のグラスは空になっていた。

「いけるクチだな。もっと飲め」

　嬉うれしそうに榊がまた酒を注いでくれる。

「ありがとうございます」

　ありがたく頂戴ちようだいした明良は、お返しに空になっていた榊のグラスにお酌しやくした。

「どうも。──変なこと聞くようだが、お兄さんとは仲が悪いのか？」

「え、全然そんなことないです。むしろいいです」

　意外な質問に明良はびっくりする。

「そうか？　それにしては、お兄さんの周囲の人間に紹介しようかいしてもらってないようだし、一緒いつしよにも暮らしてないしで疎遠そえんな感じがするが」

「逆ですよ。兄は俺のためにそうしてくれてるんです」

　明良がそう断言しても、榊は不審ふしんそうな顔かおを崩くずさない。

「いつからひとり暮らししてるんだ？」

「この春からです。カメラマンになりたくて、専門学校に通うために上京しました」

「ああ、そうか。だからさっきもカメラに拘こだわってたのか」

「……はい。授業用のじゃなくて、カメラマンになりたいって思うようになったきっかけのカメラも、あの部屋に置いてあったから……」

　懐なつかしい記憶きおくを思い出しかけた明良は、つい涙なみだぐみそうになった。

　慌てて何度かまばたきして涙を散らし、これ以上懐かしい記憶を思い出さないようにと話題を元に戻もどす。

「俺の上京が決まったときには、兄にはもう熱狂的なファンがいたんです」

　弟だと知られれば、そのファン達が明良に接触せつしよくしてくるのは確実だった。

　明良が落ち着いて勉強できる環境かんきようを維持いじするために、兄は関係者への紹介をあえてしなかったのだ。

「それと兄の仕事柄しごとがら、生活時間帯が普通ふつうとはちょっとずれてるし、兄の部屋には劇団の仲間達もしょっちゅう訪ねてくるとかで、一緒に暮らしたらきっと俺が落ち着かないだろうって……」

　明良としては、それでもいいから兄と一緒に暮らしたかった。

　でも、兄は駄目だめだと言った。

『一緒に暮らしたら、お互たがいに気を遣つかい合って疲つかれるだけだ。それに家は、休日も時間帯も関係なく劇団関係者がしょっちゅう部屋に訪おとずれてくるから、落ち着いて勉強できる環境でもないしな。だから絶対にひとりで暮らしたほうがいい』

　兄に繰くり返し説得されて、仕方なく明良はひとり暮らしをすることにしたのだ。

「明良を芸能関係者の前に出したくないってお兄さんの気持ちは、わからなくもないけどな」

　榊は軽く微笑ほほえんだ。

「だが、それでもあんなボロアパートで暮らさせるってのは酷ひどい話だ。確かあそこ、キッチンや風呂ふろなんかは共同だろう？」

「そうですけど……でも違ちがうんです。最初は兄が選んでくれた、綺麗きれいでセキュリティもしっかりしたマンションに居たんです。あそこに引っ越こしたのは、俺が勝手にやったことで……」

「なんでまたそんなことになったんだ？」

「……ちょっと、あの……失敗しちゃって……」

　事情を話したくなかった明良は、へへっと笑って誤魔化ごまかし日本酒のグラスで口を塞ふさいだ。

　唇をくっつけたままチビチビ飲んでいると、「ほら」と日本酒の瓶を向けられ、つい条件反射でグラスを差しだしてしまう。

「で、どういう事情だって？」

「……隣人りんじんトラブルを起こしちゃったんです」

　重ねて聞かれて、渋々しぶしぶと自由になった唇を動かす。

　最初に暮らしたマンションは、オートロックに管理人常駐じようちゆうのしっかりした物件だった。

　引っ越した翌日、明良は隣接りんせつする部屋の住人に引っ越しの挨拶あいさつとしてタオルを配って歩いたのだが、そのとき右隣みぎどなりの部屋の住人に対してなにかやらかしてしまったようなのだ。

　なぜなら、その日以降、その隣人は明良の姿を見掛みかけるとあからさまにじろじろと眺ながめてみたり、嫌いやがらせらしきことをするようになってしまったから……。

「なにかって、なにをしたんだ？」

「さあ？」

　明良はくきっと首を傾かしげる。

「さっぱりわかんないんです。ただ普通に、よろしくお願いします、って引っ越しの挨拶をして頭を下げただけだったと思うんですけど……」

　異常に気づいたのは、引っ越して半月たった頃。

　郵便物に開封かいふうされた跡あとがあったり、三階なのにベランダに干しておいた洗濯物せんたくものがなくなったり、留守の間に部屋の中の物が少し移動しているような気がしたり……。

　最初のうちは、はじめてのひとり暮らしに神経質になっているだけかもしれないと思った。

　郵便物の異常は配達時の不可抗力ふかこうりよく、洗濯物は風で飛ばされただけで、物が移動しているように思うのは気のせいだと思えなくもなかったから。

　でもそれからしばらくして、明良は決定的場面を目撃もくげきしてしまう。

　一度ゴミを捨てに行った後、捨て忘れたもうひとつの袋ふくろを見つけマンションのゴミ捨て場に戻ったら、件くだんの隣人がさっき明良が捨てたばかりのゴミ袋ぶくろの口を開けて中を漁あさる姿を……。

　そのおぞましい姿に、明良は心底ゾッとした。

　面と向かって文句を言われていたら間違まちがいなく反撃はんげきしていたが、捨てた物をチェックするという陰湿いんしつな嫌がらせをする相手に、なにをどう反撃したらいいかさっぱりわからなかった。

　下手へたに触さわって、さらに奇妙きみような嫌がらせをされるのも気持ちが悪い。

　悩なやんだ明良は、とりあえずここから逃にげちゃおうと引っ越しを決意したのだ。

「よりによって、あんなボロアパートを選ぶこともないだろうに」

　事情を聞いた榊は、ちょっと呆あきれたような顔をした。

「ちゃんとした部屋を借りるにはちょっとお金が足りなかったから、貯たまるまでの間だけ、とりあえずあのアパートで暮らすつもりでいたんです」

「お兄さんに頼たのんで出してもらえばよかったんじゃないのか？」

「そんなことできません」

「ほら、やっぱり仲が悪いんだろう？」

　榊はグラスを持ったほうの手の人差し指だけを立てて明良を指差した。

「違います！」

　明良はむきになって否定する。

「仲良しです！……ただ、兄の言うことを聞かないで勝手なことをした挙げ句の不始末だから、自分でなんとかしたかったんです」

『逆に隣人トラブルの元になるだけだから、引っ越しの挨拶はしなくていいよ』

　実を言うと、最初の引っ越しのときに兄からはそう言われていた。

　それなのに明良は、挨拶しないのはやっぱり変だし失礼にあたるんじゃないかと思って、ひとりで勝手に挨拶に行こうと決め、それを実行に移してしまったのだ。

　その結果がこの隣人トラブルなのだから、さすがに兄に顔向けができない。

　兄からは、おまえの自由にしていいからと、祖母が残してくれた口座のキャッシュカードを預けられていたけど、その大事なお金を使う気にもなれなかったし……。

「俺がヘマしたせいで余計な引っ越し費用が必要になったんだから、自分でなんとかしたかったんです」

「なるほど……。明良はちょっと意地っ張りなんだな」

　榊は、なにかひとりで納得なつとくしたように頷うなずきながら、いつの間にか残り少なくなっていたふたつのグラスに日本酒をつぎ足した。

「仲が悪いってのは前言撤回てつかいするよ。むしろ、逆だ。お兄さんは本当に明良を大事にしてるようだ」

「はい。その通りです」

「……気の毒な話だ」

　榊にしみじみとした調子で言われて、明良はむっとした。

「なにが気の毒だって言うんです？」

「大事にしてる弟のピンチに頼たよってももらえなかったんだ。いずれ事実を知ったら、きっとショックだろうと思ってさ」

「ショック……ですか？」

　そこは、実をいうと明良も気にかかっていたのだ。

　いずれちゃんとした引っ越し先に移動した後、新しい住所を兄に伝えなきゃならない。

　そのとき、なぜ引っ越さなきゃならなくなったかを、どんな風に説明したらいいのかと……。

（勝手に引っ越しの挨拶したこと言ったら、きっと怒おこられるよな）

　基本的に兄は優やさしい人なのだが、いったん怒らせると祖母よりも怖こわかった。

（今の兄ちゃんから拳骨げんこつくらうのは嫌だなぁ）

　最後に叱しかられたのは兄が高校生の頃ころ。

　すっかり大人になった兄の拳骨の威力いりよくは、あの頃とは比べものにならないだろう。

　想像した明良は、ちょっと萎しおれた。

「無事だったとはいえ、自分の知らないところで大事な弟がストーカー被害ひがいを受けてたんだ。ショックを受けないはずがない」

「ストーカーって？」

　くきっと明良が首を傾げると、気づいてなかったのかと榊が苦笑くしようする。

「ゴミ袋を漁ってたってその隣人だ。話を聞いた限りじゃただの嫌がらせっていうよりストーカー行為こういっぽいぞ」

「え、でもあの人……、兄とは顔を合わせて無いんですけど」

「なんでそこでお兄さんが出てくるんだ。ストーカー被害にあってたのは明良だろう」

「俺？」

「そう。ベランダの洗濯物がなくなってたんなら、たぶん部屋の中にも侵入しんにゆうされてただろうな。下手すると、盗聴器とうちようきやカメラを設置されてたかもしれないぞ」

「盗聴器やカメラって……。なんで？」

「明良の姿を観賞したいからだろう」

「なんで？」

「眼福ものに綺麗だからさ」

「綺麗きれいって誰だれが？」

「明良が綺麗なんだ」

「俺が？　なんで？」

「なんでって……。普通ふつう、ひとめ見たら美形かそうじゃないかってのはわかるもんだろう」

「わかる……けど……」

（なんで俺？）

　物心ついた頃から、綺麗という言葉は常に兄のものだった。

　兄弟なのにあまりにも容貌ようぼうに落差がありすぎるから、会う人はみな、悪気はなくてもどうしても明良と兄を見比べる。

　その結果、くるくる巻きの赤毛でそばかすだらけの赤い顔、顔立ちには不釣ふつり合いなぐらいにぎょろっと大きすぎる金茶の目をした明良に与あたえられるのは、『元気そうだ』という言葉。

　祖母や兄は可愛かわいいと言ってくれてたけど、そこは身内の贔屓ひいき目めだってことぐらいちゃんとわかってる。

「榊さん、その眼鏡めがね、度があってないんじゃないですか？」

　明良は、榊の言葉が納得できなかった。

「この眼鏡は伊達だてだ。ただのファッション。視力は悪くない」

「なのに、俺が綺麗に見えるんですか？」

「ああ、見える」

「なんでだろう？」

　明良は思いっきり、くきっと首を傾げた。

（榊さんって、もしかしたらちょっと他ほかの人と美意識がずれてるのかも……）

　可哀かわい想そうな人なんだなと明良が同情の視線を向けると、榊は軽く目を眇すがめて明良を見た。

「逆に聞くが、自分の顔、綺麗だと思わないか？」

「思いませんよ。だって俺、目ばかり大きくて、なんかのっぺりしてるじゃないですか」

「のっぺり？」

「はい。兄みたいに彫ほりが深くないし、鼻も口も小さくてバランス悪いし」

「いや、それは違ちがう。その目鼻立ち、異国風の派手さと東洋の繊細せんさいさが融合ゆうごうした実に絶妙ぜつみようなバランスだぞ。俺は凄すごくいいと思う」

「そうかなぁ？」

　やっぱり納得できない明良は、首を傾かしげるだけじゃすまなくなって身体からだごと斜ななめった。

「やっぱり榊さん、目が悪いんですよ。一度検査したほうがいいですよ」

　ね？　と斜めったままで見上げると、榊が急に目を細めた。

「それ、いいな」

「はい？」

「今の『ね？』ってやつ。無茶苦茶むちやくちや可愛かった。もう一回やってみて」

　グラスをテーブルに置いて、ずいっと近寄ってくる。

「……え？」

　なにやら妙みような気配を感じた明良が逃げる間もなく、榊の手が肩かたをつかむ。

「もう一回、ほら」

「そんなこと言われても……」

　意識してやったわけじゃないから、自分がどんな表情を浮うかべていたかなんてわからない。

　困ってしまった明良は、「そんなの無理です。できません」ときっぱり断った。

　気を悪くするかと思ったのに、逆に榊はさらに相好を崩くずした。

「困って気むずかしそうにしてる顔もいいなあ。眉間みけんによった皺しわまで可愛い」

　さっきまでのちょっとインテリな若旦那わかだんな風の雰囲気ふんいきはすっかりなりをひそめ、デレデレした顔で笑う姿は、なんだかお気楽な遊び人風だ。

「もうちょっと見せてくれよ」

　楽しそうな榊につかまれていた肩を不意にぐっと押され、明良は畳たたみの上に倒たおれていた。

（なに、これ？）

　状況じようきようがわからず、きょとんとして榊を見上げる。

「光に晒さらすと、瞳ひとみの色も宝石みたいに綺麗なんだな」

　大きく見開いた目を見て、榊が言う。

　榊の手が近づいてきて、明良は思わずギュッと目を閉じた。

（こ、この人、なにしてるんだろう？）

　瞼まぶたにそっと触ふれた指先が鼻先をかすめ、頰ほおを撫なでる。

「真っ白ってわけじゃないのか。このうっすら残ってるのは、そばかすの跡あとか？　でもほっぺたはつるっつるだ。ニキビとかできたことないだろう？」

　頰を撫でていた手は、首筋から浴衣ゆかたの胸元むなもとへと移動していく。

「あの……なにしてるんですか？」

　明良はたまらず目を開けて榊を見た。

「ん？　もうちょっと見たいだけ」

「見たいだけって？──え、ちょっとなに？」

　榊がいきなり浴衣の合わせからするっと手を入れて、直接地肌じはだに触れてくる。

　びっくりした明良は、慌あわててその手をつかんで止めようとした。

　が、力負けして止められない。

　それどころか、榊は両手で明良の浴衣の襟えりを摑むと、グイッと大きくはだけさせた。

「乳首ちくびは桜色か。う～ん、やっぱりいいな。男には興味なかったのに、どうして君にはこんなにそそられるんだろう。──どうしてだと思う？」

（そそられる？）

　そんなことを聞かれても、わかるわけがない。

　混乱するまま榊の顔を呆然ぼうぜんと見上げていると、明良の視線に気づいた榊が目を合わせて、ふっと微笑ほほえんだ。

「なにされてるのかわからないって顔も、いいもんだな」

（いいって言われても……）

　こんなわけのわからない状況で人に伸のしかかられたのははじめてで、明良は榊と視線を合わせたまま、ただ途方とほうに暮れていた。

「怖いことしないから、もうちょっとそのまま……」

　やけに幸せそうな顔で微笑んで、榊が顔を近づけてくる。

　またギュッとつぶった明良の唇くちびるに、榊の唇がそっと触れた。

「え？」

　びっくりして目を開けると、嬉うれしそうに目を細める榊の顔が視界いっぱいに広がっている。

「あの……ちょっと……──っ!!」

　胸に触れていた指先が、明良の小さな乳首をキュッと軽くつまむ。

　ツキンと、微かすかな痛みに明良は微かに眉まゆをひそめた。

「今の痛かった？　だったら、これならどう？」

　今度はそうっと、羽根のように乳首を指先でくすぐる。

「あ……や……」

　その途端とたん、くすぐったいようなむず痒がゆいような、なんとも焦じれったい疼うずきを感じた。

　明良は思わず身をよじって横向きになろうとしたが、肩を押されてあっさり元に戻もどされた。

「ちょっと感じた？」

　榊の嬉しそうな声。

　乳首を弄いじっていた指がそうっと滑すべり落ちて、腹に触れ、臍へその形をつるっとなぞる。

「……っ……」

　指先がつうっと移動するにしたがって、焦れったい疼きが肌はだの表面から身体の芯しんへとじんわりと染しみこんでいくようだ。

　明良は、はじめての感覚に困惑こんわくしていた。

「えっ、あ、待って！」

　榊の手が下に移動し、浴衣を割って直接足に触れようとする。

　慌てて足をぴったり閉じて、榊の手を止めようとしたが、やっぱり徒労だった。

　榊は明良の足の間に自分の足を入れ、はだけた浴衣から直接手を入れてくる。

「やだ！　止やめてくださいっ！」

　無駄むだだとわかっていても、明良は必死で榊の手を止めようとした。

（わかった！　俺、いま悪戯いたずらされてるんだ！）

　予想も警戒けいかいもしていなかったから気づくのが遅おくれたが、この状況はまさしくそれだろう。

　幼い頃ころの兄ならともかく、まさか自分みたいなのが男に手を出されることがあるだなんて思ってもみなかった。

　混乱しながらもジタバタ抵抗ていこうしてみたが、効果のほどはさっぱりだ。

　足で蹴けり飛ばしてやろうとしたら、あっさり膝小僧ひざこぞうをつかまれて止められた。

　榊は器用に明良の抵抗を封ふうじ込めると、くるんと包み込むようにして膝小僧を撫でてから、太股ふとももの感触かんしよくを楽しむようにゆっくり撫で上げてくる。

「や……やだっ」

　止めてよ、と、明良は懇願こんがんするように訴うつたえて、榊の顔へと視線を向ける。

　だが榊はまったく聞いちゃいない。

　凄く嬉しそうな顔のまま、明良の身体を見下ろしている。

（この人、なんでこんなに嬉しそうなんだろう？）

　明良が嫌いやがっているのを、まったく気にしていないようだ。

　会ったばかりのとき、こちらの気が緩ゆるんでしまうほどに魅力みりよく的だと感じていた微笑みが、なんだか急に得体の知れないものに思えてくる。

　榊がなにを考えて、こんな酷ひどいことをしているのかさっぱりわからない。

　いや、そもそも明良は、自分を押さえつけているこの男が、いったいどういう人間なのかをまったく知らない。

　魅力的に見える笑顔えがおの内側に、どんな心を隠かくしているのかも……。

（……俺、またヘマしたんだ）

　楽しげな夕食の誘さそいに浮かれて、あっさり警戒心を解いた。

　家財道具がすべて燃えて呆然としていたから、一緒いつしよにおいでと誘う声になにも考えずに応じてしまった。

　自分の足元をちゃんと見ろと、祖母からいつも忠告されてたのに……。

「……ふぇ」

　恐怖きようふのあまり涙なみだが滲にじみ、喉のどが詰つまってうまく声も出せない。

　それでもどうしたって諦あきらめる気にはなれないから、押さえ込まれた身体をなんとか自由にしようとジタバタともがく。

　だが抵抗ていこう虚むなしく、太股を撫で上げていく榊の手が、明良のそれに触れた。

「ん？」

　榊は不思議そうな顔で手を止めてから、「ああ、そうか」と納得なつとくしたようにひとりで頷うなずく。

「浴衣だけで下着は出してなかったんだっけか……。浴衣姿で下着なしって、ベタだがけっこうそそるもんなんだな」

　楽しそうな声で言いながら、恐怖のあまりキュッと小さく縮んでしまっている明良のそれを、下から手の平で包み込むようにして触れてくる。

　そして、ぴたっと手の動きを止めた。

「あれ？　なんでこんなに……」

　不思議そうにそこに向けられた視線が、ゆっくり上がってきて明良の顔を捕とらえる。

　榊は、涙目で怯おびえている明良を見た途端、あからさまにギョッとして明良の身体からだから手を離はなした。

（に、逃にげなきゃ）

　明良はその隙すきを見逃みのがさず、部屋の隅すみまで這はうようにして逃げた。

「……えっと、あの……。──明良？」

　部屋の隅で身を縮めている明良に、榊がおそるおそる近寄ってくる。

「こっち来んなっ!!」

　立ち上がってこの場から逃げ出したいのに、情けないことにうまく足に力が入らない。

　明良は、浴衣の前を必死でかき合わせながら、壁かべにぴたっと背中を押しつけて思いっきり榊を睨にらみつけた。

　本人は必死で威嚇いかくしているつもりだったが、涙目のまま、しかも浴衣をかき合わせた手は震ふるえているしで、まったく迫力はくりよくがない。

　懸命けんめいに虚勢きよせいを張っているのが見え見えだ。

「……ごめん。悪かった」

　榊はそんな明良を見て前進を止め、元の場所に気まずそうにそろそろと戻っていく。

「怖こわがらせるつもりはなかった。──その……ちょっと間違まちがえたんだ」

　首の後ろを意味もなく擦こすりつつ、弱り果てたような顔で言った。

「間違い？」

「ああ。今のは俺の間違いだ。酒が入ってたせいで、つい……」

「い、言い訳ですか？　酔よってたからって、やっていいことと悪いことがあると思います」

「同感だ。いや、その……面目めんぼくない。謝る。この通り。もう二度とこんなことはしない」

　正座しなおした榊が、潔いさぎよく深々と頭を下げる。

　上げた顔はとても真剣しんけんそうで、本気で謝っているようにも見えるのだが……。

「信用できません！　俺、帰ります」

　明良はきっぱりと言った。

　さっき榊は、笑顔を浮うかべたままで酷いことをしようとしていた。

　この真剣そうな表情の内側でなにを考えているかわかったもんじゃない。

「帰るって、どこへ？」

　壁伝いになんとか立ち上がろうとしていた明良は、この言葉で力が抜ぬけて、またへタッと畳たたみの上に座り込んでしまう。

（そうだった）

　アパートは燃えたし、兄とは連絡れんらくがつかない。

　泊とめてくれる友達はいないし、ホテルに泊まるお金もない。

「み、道端みちばたででも寝ねます」

「やめとけ。おまえみたいなのが夜中にひとりでうろうろしてちゃ危なすぎる」

「……でも……」

「嫌がることはしないって約束する。お詫わびになんでも欲しい物を買ってやる。だからここにいろ。な？」

「なんでも買ってやるだなんて、それじゃまるで俺がたかりみたいじゃないですか」

「っと、悪い。そんなつもりで言ったんじゃないんだ。……あー、困ったな。どうやったら信じてもらえるんだ」

　ごしごしと意味もなく首の後ろを擦りながら、榊が本気で困ったような顔をしている。

（そんなつもりじゃないって……）

　じゃあ、どんなつもりだったんだろう？

（間違えたって言ってた）

　間違えたのは、やっぱり手を出す相手か。

　榊には、そういうことをしたい相手がちゃんと他ほかにいるってことだ。

（だから、騒さわがれたらマズイって思ってる？）

　酔った勢いで相手を見間違えて手を出しそうになったなんて、本命にばれたら確かにまずい。

　明良はぎりぎり未成年だし、間違ったとはいえ悪戯しかけたなんてことが世間にばれたら、社会的な立場だってまずくなる。

（そっか。口止め料だ）

　なんでも買ってやるから、酒の上での失敗を黙だまっててくれと頼たのんでいるのだ。

（やっぱり、それじゃたかり扱あつかいじゃないか）

　明良はむっとした。

　金品で懐柔かいじゆうされるような真似まねは決してしない。

　そんなことをしようものなら、あの世で祖母が真っ赤になって怒おこるに違いないし……。

　口止め料を払はらおうとまでするぐらいなんだから、榊のさっきの行動は本当に彼にとっても不本意なものだったんだろう。

（……ってことは、酒さえ飲んでなければ安全……なのかな？）

　あの二人組とのやりとりを見た限り、素面しらふの榊は面倒見めんどうみのいい人物のように見えるし……。

「──っと、そうだ。明良、この先金が必要だろ？　いいバイトがある」

　お兄さんに完全に甘えることを良しとしていないようだし、今回の火事による損失も自分で補塡ほてんしたいだろう。その手助けができるかもしれないと、榊が猫撫ねこなで声で言う。

「必要ないです。ちゃんとしたバイト先があるし」

「いや、そういう継続けいぞくするバイトじゃなくて、これは一日限定だ。丸一日働いて百万円！　美味おいしい話だろう？」

　これにはちょっとぐらっときて、ぴったりとくっついていた明良の背中が壁から離れた。

　それでも、やっぱり警戒けいかいは解かず、「けっこうです」と首を横に振ふってみる。

「そんな美味しい話、逆に信用できませんから」

　うまい話には裏があるもんなんだよ、という祖母の声が脳裏のうりに響ひびく。

「危ないことはまったくない。綺麗きれいな服を着て、年寄りの茶飲み話をちょっと聞いてくれるだけでいい」

「……お年寄り？」

「ああ、隠居いんきよした爺じいさんだ。ちょっと礼儀れいぎに厳しい爺さんだが、明良はさっきみたいな挨拶あいさつができるんだから問題ない。にこにこしてるだけでいいんだ」

「お爺さんの話し相手をするだけ……？」

　警戒心と好奇心こうきしんがせめぎ合い、明良はついつい軽く身を乗り出していた。

「でも……やっぱりそれで百万は変です」

「いや、そうでもない。俺からしたら、百万円なんて全然安いぐらいだ」

　榊が深刻な表情で深くため息をつく。

（演技……じゃなさそうだけど……）

　明良からすれば、百万円といったらとんでもない大金だ。

　それを安いと言ってしまえるほどの理由なんて想像もできない。

「それ、どういう事情なんですか？」

「知りたいか？」

　好奇心を抑おさえきれなかった明良は、戸惑とまどいながらも頷いた。

「だったら、こっち戻もどっておいで」

　カムカムと指先で誘さそわれる。

（どうしよっか……）

　うっかり近づいて、また襲おそわれたくはない。

「榊さん、酔いは醒さめました？」

　警戒して聞くと、榊は深～く頷いた。

「醒めた。もう間違わないから安心しろ」

（ホントかなぁ）

　じっくり観察してみたが、榊には酔っぱらい特有の特徴とくちようは見られない。

　でも、さっきも酔ってるようには見えなかったから油断できない。

「そう警戒しなくても大丈夫だいじようぶだ。これ以上、明良に嫌きらわれるのは真っ平だからな」

　榊がそう言って微笑ほほえむ。

　その微笑みが少し悲しげに見えて、明良はちょっと胸が痛くなった。

「別に、嫌っちゃいませんけど……」

　これは、本心だ。

　自分でも不思議なのだが、ついさっき悪戯いたずらされかかったばかりだというのに、榊に対して嫌悪感けんおかんは感じない。

　ただ、もうさっきみたいに怖い目に遭あうのは真っ平だから警戒はしているけど……。

（どうしよう）

　明良は悩なやんだ末に、榊の手が届かないテーブルを挟はさんだ向かい側に座った。

「警戒されても仕方ないか」

　あからさまな警戒に、榊はやっぱりちょっと悲しげに苦笑くしようしていた。
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（……あれ？　俺、いつこっちに戻ったんだっけ）

　横向きで眠ねむっていた明良は、目を開けると同時に見えた障子戸に、自分が田舎いなかの家に居るのだと勘違かんちがいしてしまった。

　だが、ぼんやり障子戸を眺ながめていると、格子こうしの幅はばや材質が幼い頃ころから見慣れた物とは違うとわかってくる。

「……ちがう。え～っと……」

　ここはどこだ？　とぐるっと客間らしき和室を見渡みわたしていると、昨夜ゆうべの記憶きおくが甦よみがえってきた。

「ああ、そうだった。火事があって……」

　それでなにもかもなくして、会ったばかりの榊の家に泊まる羽目になったのだ。




　昨夜はあれから、榊が勧すすめるバイトの詳くわしい話を聞かせてもらった。

　もちろん、しっかりと警戒した上でだ。

『一日だけ、婚約こんやく者のふりをして欲しい』

　それがバイトの内容だった。

　ここの長い廊下ろうかを見たときからそんな予感があったが、榊の家は代々手広く事業をやっているけっこうなお金持ちの家系らしい。

　ホテルやオフィス、商業施設しせつなどが入った巨大きよだいな複合施設を都内に造りあげた榊の父親は、施設を維持いじすることには興味を持たず、これからは第二の人生を楽しむと宣言して早々に引退、海外に移住してしまった。

　そのため、現在の榊は当主としてそれらの事業の管理をしているのだとか。

　二十代独身で金持ち、そしてイケメン（と本人が言った）の榊の許もとには、当然見合いの釣書つりがきが毎日のように送られてくる。

　だが、榊本人に今のところ結婚願望はない。

　両親や親戚しんせきも本人の意志に任せると吞気のんきなスタンスでいるのを幸いに、送りつけられてくる釣書を丁重ていちように送り返している。

　だが、これに異を唱える者がいた。

　先々代から榊家に仕え、現在では引退しているひとりの老人だ。

　本人の意志に任せていては埒らちがあかない。自分が一肌脱ひとはだぬぎましょうと勝手にひとりで盛り上がってしまっているのだ。

『忠義心旺盛おうせいで真面目まじめなお爺さんなんだ。子供の頃からお世話になっているから無下にはできないが、こっちは今のところ期待きたいに添そうつもりがないんでね』

　結婚を前提につき合っている相手を紹介しようかいすれば、見合い攻勢こうせいも止やむだろうというのが榊の意見だ。

（確かにこの人、当分結婚はしない、っていうかできないだろうな）

　間違まちがって明良に手を出しかけたぐらいなんだから、榊の現在の意中の相手は男だ。

　しかもはじめて男を押し倒たおしたっぽい感じだったから、いまだ榊の片思いだと思われる。

　酔よって相手を見間違えてしまうほど思い詰つめているのならば、当分の間、その相手に対する熱は冷めないだろう。

　その間、お年寄りに無駄むだな労力を使わせるのも気の毒だし鬱陶うつとうしいから、噓うその芝居しばいでなんとか一時撤退てつたいしてもらおうって目論見もくろみなんだろう。

（噓は噓でも、そう悪い噓じゃないか）

　大事にしている若様が男色に目覚め、そのせいで女性に目がいかないなどという身も蓋ふたもない事実を老人に知らせるよりはマシかもしれない。

　だが、明良が納得なつとくしたのはそこまでだった。

　結婚を前提につき合っている相手をねつ造して紹介するというのは悪いアイデアじゃないが、その恋人こいびと役をよりによって男の明良にふるってのはどうしたっておかしい。

　明良がそう反論すると、榊はにこにこしながら大丈夫だと頷うなずいた。

『明良は細身だし、振り袖そで着て、ちょっと化粧けしようでもすれば女性に見えるさ』

　むっとして女になんか見えないから無理だとまた反論したが、寄る年波でその老人の視力もけっこう弱ってるから問題ないよと榊は吞気に笑っていた。

　お金持ちなんだから、誰だれが見ても文句が出ないような女性を雇やとって恋人役をやってもらったらいいんじゃないかとも提案してみた。

　だが、それじゃ駄目だめだと榊が言う。

『あんまり完璧かんぺきすぎると、すぐに結婚式けつこんしきをあげろって迫せまられる。その点、明良はまだ結婚するには早い年頃としごろだし、しかも完璧すぎない程度の礼儀れいぎ作法を心得てる。実に理想的だ』

　それに、バイト料以外のメリットもあると榊は話を続けた。

『バイトは一日だけだが、いつまたお爺じいさんが彼女に会わせろと言ってくるかわからないから、しばらくの間は屋敷やしきに滞在たいざいしてて欲しい。そうしたら、その間に明良は次の引っ越こし先をゆっくり探せるだろう。お互たがいにとって得な話だと思わないか？』

　女装するという点を除けば、確かに魅力みりよく的な申し出には違ちがいない。

　くらくらと明良の気持ちは揺ゆらいだ。

（……どうしよっかな）

　真剣しんけんに考えていたつもりだったのに、不意に眠気ねむけが襲ってきて、堪こらえきれないあくびが出る。

　ふわぁっと大口をあけてあくびする明良を見て、榊はふっと優やさしげな笑えみを浮うかべた。

『話の続きはまた明日にしよう。隣となりの部屋に布団ふとんを敷しいてあるから……』

　布団を敷いてあると聞いて、さっきのことを思い出した明良が警戒けいかい心も露あらわにじりじりとバックすると、榊は悲しそうに微笑んだ。

『絶対に寝込ねこみを襲ったりしない。約束する。──だから、安心しておやすみ』

　そう言うと、すっと立ち上がって静かに部屋から出て行った。




（あれは、ちょっと失礼だったかな）

　あからさまに警戒されて悲しそうだった榊を思い出して、明良はちょっと胸が痛くなった。

　でも、酔った挙げ句とはいえ、警戒されるような真似まねをしたのは榊自身。

　未遂みすいとはいえ悪戯をしかけてきた相手に、そう簡単に気を許せるわけがない。

（……なのに、眠くなるなんてあり得ないよな）

　祖母と暮らしていたせいもあって、明良は早寝早起きが習慣になっている。

　だから、昨夜のあの時間帯に明良が起きているなんて年に数回しかない異常事態だし、酒も入っていたせいで眠くなったんだろうが、無意識に榊の目の前で大あくびしてしまったのは、警戒心が薄うすれていた証拠しようこのようにも思える。

　危ない危ないと、明良は新たに気を引き締しめた。

　とりあえず部屋の隅すみに布団を畳たたみ、障子を開けて廊下に出る。

　その途端とたん、視界に広がった光景に、明良は大きな目をまんまるにした。

「なにこれ、すっごい！」

　廊下側の掃はき出し窓まどから、昨夜は縦型のブラインドが閉まっていて見えなかった榊家の庭が一望できた。

　朝の明るい日差しを弾はじきながら、シュンシュンと水を撒まいているスプリンクラー。

　水滴すいてきを含ふくんでキラキラ光る一面の芝生しばふに、綺麗きれいに手入れされてある植木や池、散歩用に砂利じやりの敷き詰つめられた小道の向こうには、なんと茶室らしきものまで見える。

　どんだけ広い敷地しきちなんだとびっくりして、窓に額をくっつけるようにして庭を見回してまたびっくり。

　まるで広い庭を取り囲む回廊かいろうのように屋敷がぐるっと繫つながっていて、道路も隣家りんかの敷地も見えない。

　この庭は完全に外からは見えない造りになっているのだ。

（……この屋敷、どんだけ広いんだ）

　こんな広い屋敷を掃除そうじする人のことを思って、ちょっとうんざりした気分になる。

　喉のどの渇かわきと空腹を覚えた明良は、人の姿を求めて長い廊下を進んだ。

　これだけ広かったら使用人もそれなりにいるに違いないと思ったのだが、けっこう歩いても全然人の気配がない。

　余所よそさまの家をあんまりうろうろするのも申し訳ないような気がして、立ち止まって「誰か居ませんかー」と軽く声を張り上げて耳をすましてみたが反応はまったくなかった。

「困ったな。榊さんの部屋もわからないし……」

　途方とほうに暮れながら回れ右して来た廊下を戻もどってきたら、さっきは気づかなかった玉暖簾たまのれんがかかっただけの入り口を見つけた。

「……お邪魔じやまします」

　チャリ……と玉暖簾を手で寄せながら、そうっと中を覗のぞいてみる。

「やった。台所だ！」

　広いダイニングキッチンの中央には、十人は座れそうな大きな木製のテーブルが置いてある。

　たぶん使用人達が賄まかないを食べるときに使うものなのだろうが、やっぱりここにも人の姿はなかった。

　明良は、行儀ぎようぎが悪いのは承知の上で勝手に冷蔵庫を開けた。

　中にはお酒の類たぐいと水、それに調味料ぐらいしか入っていない。

　昨夜の飲酒の影響えいきようもあって喉の渇きが限界に達していた明良は、「お水もらいます」と誰にともなく断ってペットボトルから直接水を飲む。

　喉の渇きが落ち着くと、今度は空腹が余計に気になってきた。

　なにかないかなぁと、キッチン内の引き出しや扉とびらをバタバタ開けて調べてみたが、見つかった食材は米と乾物かんぶつ類等の保存食のみ。

　長いこと、ここでは料理を作っていない感じだ。

「お腹なか空いたなぁ」

　人の姿を求めてまた捜索そうさくに出るのは億劫おつくうだ。

　玄関げんかんを探して外に出るという選択肢せんたくしもあるが、着替きがえがないから浴衣ゆかたのままだし、一文無しの状態では外に出ても食料はゲットできない。

　もう一度さっきまで眠ねむっていた部屋に戻って、榊が来てくれるのをじっと大人しく待っているのもまどろっこしい。

「うん。仕方ない」

　この際、背に腹は替かえられない。

　明良は開き直って、自分で朝食を作ることにした。

　まずは米を研といで炊飯器すいはんきにセット。

　新鮮しんせんな食材は一切いつさいないが、乾物類や調味料は一揃ひとそろいあるから、それを使えば簡単な朝食ぐらいなんとでもなる。

（こういうの、ばあちゃんに感謝だな）

　家事全般ぜんぱんや行儀作法は、子供の頃ころに祖母から強制的に一通り仕込まれている。

　心臓に軽い持病を抱かかえていた祖母は、きっと自分の死後のことを考えていたのだろう。

　だが、やんちゃ小僧こぞうだった明良は、そんな祖母の気持ちを理解できずにいて、よく家の手伝いをサボっては拳骨げんこつをくらったものだ。

　嫌々いやいや教わっていたせいもあって、覚えているのは教わったことの半分程度だが、それでもこうして充分じゆうぶんに役立つ。

（高野豆腐こうやどうふと昆布こんぶで煮物にもの作って、あとはワカメと麩ふでお味噌汁みそしる、ご飯はおかかと梅干しのおにぎり……かな）

　材料をチェックしながら献立こんだてを立てる。

　彩いろどりが悪いが、新鮮な材料がないんだから仕方ない。

　自分の分だけ作るのも気が引けるし、榊や屋敷内の他ほかの人が来ても大丈夫だいじようぶなように少し多めに作ることにした。

「──あ、懐なつかしい」

　他になにかないかなと開けた食器棚しよつきだなの引き出しから、和服用の白い割烹着かつぽうぎが出てきた。

　台所に立つ祖母の姿を思い出しながら、借り物の浴衣に染しみをつけないため身につけた。

　長期間使用された形跡けいせきがないキッチンだったが、意外に使い勝手がいい。

　全般ぜんぱん的にフックや棚たなが低めに作られていて、以前このキッチンを使っていた人の身長が想像できた。

（たぶん、ばあちゃんぐらいだ）

　キッチン自体の大きさは比べものにならないが、割烹着といいストックしてある調味料の種類といい、田舎いなかの家とどこか似通っていて、なんだか気持ちが和なごむようだ。

　ご飯が炊たきあがる前におかずや味噌汁の類は作り終え、おにぎりを作る下準備も整えた。

　やることがなくなった明良は、割烹着が入っていた食器棚の引き出しから、表紙に『献立覚え書き』と達筆で書かれた一冊のノートを見つけ出してページを捲めくってみた。

　ノートには献立名とその味つけのコツが書かれてあり、『お坊ぼつちゃまお気に入り』などという注釈ちゆうしやくも小さな字で書き込まれてあった。

（お坊ちゃまって、榊さんのことかな？）

　これを書いたのは、きっとこの割烹着の本来の持ち主だろう。

　見事な達筆で書かれたノートからは、温かな人柄ひとがらが感じられる。

　そうこうしているうちにご飯が炊きあがった。

　これでやっと朝食にありつけると、浮うき浮きしながらせっせとおにぎりを握にぎる。

　と、廊下ろうかから騒々そうぞうしい足音が聞こえてきた。

「佐和さわさん、久しぶり！……って、あれ？」

　玉暖簾を突つっ切ってキッチンに入ってきたのは、昨夜ゆうべ会った二人組のうちの愛嬌あいきようがあるほう、ユータだ。

「佐和さんは？」

　ユータは両手に山ほど持っていたショップの袋ふくろをキッチンの隅に置くと、不思議そうな顔でキッチン内を見渡みわたした。

「ここには俺しかいないよ。佐和さんって誰だれ？」

「ここン家の家政婦さん。ってか、じゃあ、この美味うまそうな匂においはなんだよ？」

「なにって、俺の朝食だけど……。誰もいないから、仕方なく自分で作ったんだ」

「自分で？　アッキーって凄すごいな」

（アッキーって……、もしかして俺のこと？）

　いきなり勝手なあだ名をつけられて、明良はきょとんとする。

　そんな明良を尻目しりめに、ユータはコンロにかかっていた鍋なべの蓋ふたを取り中を覗き込んだ。

「なあ、この味噌汁ちょっともらっていい？」

「いいけど……」

「ありがと」

　おにぎり作りで手が塞ふさがっている明良の代わりに、ユータは迷うことなく食器棚からお椀わんを四つ取り出した。

（四つってことは、あとふたり来るってことか）

　榊と、もうひとりはやっぱり昨日の奴やつだろうなんて考えていると、タイミングよくもうひとりが姿を現した。

「──なんだ。佐和さんいねぇの？」

　やっぱり大量の袋を手に持ったシュウが、玉暖簾をくぐる。

「残念ながらね。このいい匂いはアッキーが作った朝飯だったよ」

「アッキーが？　そんなことできるようには見えねぇのに……」

（やっぱり俺がアッキーなんだ）

　昨夜別れた後、ふたりして勝手に人の呼び名を決めたんだろうか？

　昨夜の狼藉ろうぜきぶりを思うとちょっとばかり微妙びみようだが、親しげに呼ばれて悪い気はしない。

「なあ、それ、何人分作ってんだ？」

　シュウが聞いた。

「おにぎりはぎりぎり三人分ってとこかな」

「じゃ、これ提供するから、俺らにも食わせろ」

　ユータ同様ショップの袋をキッチンの隅すみに置いたシュウは、ダイニングテーブルの上にファストフードの袋を置く。

　聞くと、これが彼らにとっていつもの朝食なのだと言う。

　佐和さんという家政婦がいた頃は彼女が朝食を作ってくれていたのだが、少し前に腰こしを痛め、高齢こうれいだったこともあって、そのまま引退。

　以来、何人か代わりの家政婦が来たが、食事の味が気に入らなかったり、態度が気に入らなかったり、色目を使われるのが面倒めんどうだったりと榊に気に入られずにみんなクビになってしまっていたのだとか。

「色目？」

「榊さんが金持ちでイケメンで独身だってんで、玉の輿こし狙ねらいで来た人もいるんだよ」

　首を傾かしげる明良に、ユータが説明する。

「今から思うと滑稽こつけいだな。見当外れな真似まねしてたんだからさ」

「同感」

　ユータとシュウは目を見交みかわすと、くくっと嫌いやな感じに含ふくみ笑いをした。

（見当外れって……）

　じゃあ、このふたりは榊の意中の相手が男だってこと知っているのだ。

　どんな人なのか聞いてみたかったが、たまたま泊とめてもらっただけの他人である自分が深入りすることでもないかと好奇心こうきしんに蓋をした。

　ふたりともファストフードの朝食に飽あきていたようだったので、明良は自分の分のおにぎりも彼らに提供して、代わりに彼らの朝食をもらう。

「アッキー、あとであのアパートの大家に連絡れんらく入れとけよ」

　食事の合間に、シュウが言った。

「大家さんに？」

「榊さんにおぶわれてたのを気にしてた。怪我けがしたんじゃないかって」

「アッキーは無傷だって俺らで説明したんだけど、どうしても不安そうだったからさ」

　電話でもしといてとユータに言われて、明良は頷うなずく。

「あのアパートの一階にお年寄りの夫婦ふうふが住んでたんだけど、無事だった？」

「大丈夫。大家さんが自分トコの空き物件に住まわせるって言ってたよ」

「そっか……。他に怪我人は？」

「ないよ。近所への延焼えんしようもなし。不幸中の幸いだって大家さんも言ってた」

「それならよかった」

　昨夜の燃えさかる炎ほのおの勢いを思い出して、明良はホッと胸を撫なで下ろした。

「よかった？　でもさ、アッキーの家財道具、全部燃えちゃってたよ」

「それは……もう仕方ないから……」

　強風に煽あおられ燃えさかる炎を実際に見てしまっただけに、焼け残ってたなんて奇跡きせきは期待できないし……。

（アルバムも大事なカメラも……もう全部戻もどってこない）

　それを思うと切なくて胸がシクシク痛む。

　でも、もう諦あきらめるしかないのだと明良は自分に言いきかせた。

「……悪かったな」

　ぼそっとシュウが言う。

「え、まさか、君らが火をつけたの？」

　明良はギョッとした。

「んなことするわけねぇだろ！」

「そうじゃなくて！　俺達が人違ひとちがいで連れ出しちゃったせいで、大切な物を持ちだし損そこねたんじゃないかってこと」

「ああ、なんだ。そっちか……」

　ユータの説明に、ホッと胸を撫で下ろす。

「それは気にしなくていいよ。むしろお礼言わなきゃ。ふたりに拉致らちられてなかったら、俺が火事で死んでたかもしれないからさ」

　眠ねむりは深いほうだから、あのまま眠っていたら火事に気づいたときには煙けむりに巻かれて手遅ておくれってこともあり得た。

　それを思うと、ふたりは命の恩人でさえある。

　蹴けられたことはむかつくが、命のほうが大事なので、「ありがとう」ととりあえずちゃんと頭を下げた。

「……悪いことしたのにお礼言われるなんて変な感じ。──あと、あれ。とりあえずアッキーの着替きがえ、色々買ってきたから」

　複雑そうに苦笑くしようしたユータが、キッチンの隅に置いてある大量の袋を指差した。

「俺の？」

「昨夜、榊さんに頼たのまれてさ。朝一番にショップ店員の友達を叩たたき起こして特別に店開けてもらったんだ。人のカードで値段を気にせず買い物すんの、すっげー楽しかった」

　ユータは思い出したようにポケットからカードとレシートを取り出して、テーブルの隅に置いた。

（す、凄い金額）

　レシートを覗のぞき見た明良は、ふうっと一瞬いつしゆん気が遠くなる。

　でも必要なのは服だけじゃない。

　火事のせいで失った物をもう一度揃そろえて、またひとり暮らしをはじめるためには、いったいどれぐらいのお金がかかるだろう。

　考えるだけで気が重くなった。

（ばあちゃんが残したお金、やっぱりこんなことで使いたくないな）

　兄にも負担をかけたくない。

　元はと言えば、兄の助言を聞き入れずに勝手な行動に出て隣人りんじんトラブルを起こした自分が一番悪い。

　引っ越こしさえしなければ、火事にも遭あわずにすんだのだから……。

（榊さんのバイトの話、試ためしてみようかな）

　試しに女装してみて、どうしても女に見えないようなら断ればいい。

　ＯＫすれば、当分ここにただで住まわせてもらえそうだし……。

（こういうの、渡わたりに船って言うのかもしれない）

　急に楽観的な気分になった明良に、あのさ、とユータが話しかけてくる。

「靴くつはサイズがわからないからサンダル買っといた。服は全部俺の趣味しゆみで、一応アッキーに似合いそうなの選んだから。気に入らなかったらごめんな」

「ユータの趣味？」

　明良は、ユータをまじまじと見た。

　八分丈たけのジーンズにＴシャツ、それに大判のストールをふわっと巻いて、首や腕うでにシルバーのアクセサリーをジャラジャラつけている。

　愛嬌あいきようのある顔によく似合うお洒落しやれなスタイルに、明良は思わずにんまりした。

「全然気に入る！」

　明良が子供の頃ころから選ぶ服はいつも動きやすさ優先だった。

　お洒落に興味がないわけじゃなかったけど、美形の兄ならともかく自分みたいなのが洒落っけを出しても滑稽なんじゃないかと、着飾きかざることにためらいがあったせいだ。

　でも今は、同じ学校に通う生徒達がみんなお洒落で、ただでさえひとり浮うき気味の明良としては、せめて見た目ぐらいは同レベルにしたいと思っていた。

　それでも、どんな服がお洒落に見えるのかがさっぱりわからなくて心底困っていたのだ。

「俺、服選ぶの下手へただからすっごい嬉うれしいよ。──ちょっと着替えて来ようかな」

　すっかりご機嫌きげんになった明良は、いそいそと立ち上がる。

　どんな服があるんだろうといくつかの袋ふくろを覗き込んでいると、「コーディネートしてあげよっか？」とユータが申し出てくれる。

「ありがと」

　明良は満面の笑えみで頷いた。




　胸ががっつりあいたフードつきの白の半袖はんそでカットソーにノースリーブの青いチェックシャツ、そしてライトブルーのジーンズ。首にはロザリオ風のネックレスとシルバーの飾かざりがついたチョーカーを重ねづけ、腕には細身のブレスレット、そして腰にはウォレットチェーン。

「俺、こういう格好するのはじめてだ」

　さっきの部屋に戻り、ユータに差し出される服をそのまま着た明良は、浮き浮きして自分の身体からだを見下ろした。

「明日はワックスも持ってきて、髪かみも弄いじってやるよ」

　この手のことが好きらしく、ユータもご機嫌だ。

　ふたりして浮き浮きとキッチンへ戻ると、いつの間にか榊が起きてきていて、嬉しそうに明良が作った朝ご飯を食べている。

　榊の顔を見た途端とたん、明良は昨夜のセクハラまがいの行為こういを思い出した。

　浮き浮きしていた気分がすうっと静まり、思わず笑顔がひきつる。

「……おはようございます」

「おはよう。──昨夜ゆうべの浴衣ゆかたもよかったけど、その格好もエロ可愛かわいいなあ」

　榊は明良を見て相好を崩くずした。

（エロ可愛い？）

　明良は、くきっと首を傾かしげる。

　榊のほうは、昨日とはまた打って変わって、淡あわいブルーストライプのシャツにスラックス姿だ。椅子いすの背には背広とネクタイもかかっていて、スーツ姿によく似合いそうなスクエアなタイプの眼鏡めがねをかけている。

（あの眼鏡、度を入れたほうがいいんじゃないのかな？）

　とりあえず一度、眼科で視力を測ってもらったほうがいいんじゃないだろうか？

　調理台で珈琲コーヒーを淹いれていたシュウが、人数分のカップをテーブルに並べた。

　明良は「飲め」とシュウに促うながされるまま椅子に座り、珈琲に口をつける。

「アッキーの服、俺が選んだんですよ」

　得意げなユータに、榊が微笑ほほえみかける。

「でかした。誉ほめてつかわす」

「ども。──榊さん、預かってたカードと買い物のレシート、そこですから」

「ああ。……そうだ、明良」

　榊は急に思いついたように、テーブルの隅すみのカードを「これ、好きに使え」と明良に向けて放ってよこした。

「使えって……。他人なのに使えるわけないじゃないですか」

　あり得ないし、他人に渡すなんて不用心だ。

（……あれ？　ユータはどうやって使ったんだろ？）

　本人じゃないのに……と思わずユータに視線を向けると、「大丈夫だいじようぶだって。堂々としてればなにも言われないからさ」とあっけらかんと笑い返された。

「いや無理。絶対キョドるから。──それに人様のお金を勝手に使えません。お返しします」

　カードを突つっ返すと、榊は苦笑しながら受け取った。

「そうか……。だが、金がないと身動きできないだろう。俺達はこれから仕事で一緒いつしよにいてやれないしな」

　カードが駄目だめならこれ、と今度は椅子にかかった背広の内ポケットからマネークリップに挟はさまれた札束を取り出して放ってよこした。

（ホントに金持ちなんだ）

　数えもしないで札束を渡すなんて……。

　あまりの無造作ぶりに呆あきれたが、お金が必要なのは事実だ。

「えっと、じゃあ、これはお借りします。──で、昨夜のバイトの話なんですけど……」

「おっ、やる気になったか？」

　榊が嬉々ききとして身を乗り出した。

「はあ……。うまくできるかどうか微妙びみようだけど、チャレンジはしてみます」

「よし、じゃあ決まりな。で、他ほかにもバイトを頼みたいことがあるんだが」

「俺にできることならやりますけど……」

「もちろんできる。これ、また作ってくれればいいだけだから」

　と榊が指差したのは、食べ尽つくされて空になった朝食の器うつわだった。

「朝食ですか？」

「ああ。できれば夕食も頼む」

「朝食はＯＫですけど、平日はバイトしてるんで夕食はちょっと無理です」

「だったら朝食だけでも充分じゆうぶんだ。最近外食続きでこういう食事に飢うえてたんだ」

　榊が本当に嬉しそうに笑う。

　その感じのいい微笑みにつられて、明良もついつい微笑む。

（油断しちゃ駄目なんだけど……）

　榊がどういう人物なのかはまだわからないが、抗あらがえない魅力みりよくの持ち主なのは確かなようだ。







　昨夜の強風で雨雲が一気に吹ふき払はらわれた空は、すっきりと気持ちよく晴れ渡っていた。

（昨日みたいな天気だったら、きっと滅入めいってるところだけど……）

　火事でなにもかもなくして、しかも兄とも連絡れんらくが取れずにいる。

　心細さに萎しおれかかっていた心に、澄すみ渡った青空は清涼剤せいりようざいのような効果をもたらした。

（前向きに元気に頑張がんばらなきゃ）

　それが自分の取り柄えなのだから。

　明良はそう自分に言いきかせた。

　榊の家を出て、とりあえず電車に乗ってアパートがあった場所まで行ってみる。

「ＫＥＥＰ ＯＵＴ」と書かれたテープが張り巡めぐらされた建物は、完全に燃え落ち、炭状の柱が数本残っているばかり。

（掘ほり返したって、なにも出てこないだろうな）

　大事なカメラも財布さいふも携帯けいたいも、すべて炭になったのだ。

　自分の目で見て、本当に諦あきらめがついた。

　その後、アパートの大家でもある不動産屋に向かった。

「おっ、藤野くん。怪我けがは？　大丈夫なのか？」

　不動産屋は明良の顔を見るなり駆かけ寄って心配してくれたが、彼のほうが顔は青いしクマはあるしでよっぽど具合が悪そうだ。

「俺は平気です。親切な人に泊とめてもらえたんで昨夜もしっかり眠ねむれたし……。おじさんは怪我しませんでした？」

「怪我はしてないよ。……ただ、ちょっと困ったことになっててね。燃え方に不審ふしんな点があると言われて、今日から警察の捜査そうさが入るんだ」

　不動産屋は深いため息をついた。

「あの火事、放火だったんですか？」

「どうもそうらしいんだよ。古い建物だから漏電ろうでんだと思ったんだが……」

　三ヶ月後に建たて替かえが決まっていたことで、火災保険目当ての放火ではないかと不動産屋が疑われてしまっているらしい。

「きっと大丈夫です。おじさんがそんなことするような人じゃないってみんな知ってるし、ちゃんと調べてもらえば火事の本当の原因だってわかるはずです」

　元気だしてくださいと懸命けんめいに励はげましてみたが、不動産屋の顔の曇くもりは取れなかった。

「そういえば、少し前に、藤野くんの知り合いだって人が訪ねてきたよ」

「知り合い？」

　このアパートに引っ越こした事実は誰だれにも話していないつもりだった。

　不思議に思った明良はその人物の名前を尋たずねた。

「名乗らなかったんだ。心配だからと藤野くんの引っ越し先の住所を知りたがってたが……」

　向こうがちゃんと名乗って、知り合いかどうかの確認かくにんが取れるまでは絶対に教えないほうがいいだろうなと不動産屋が助言してくれる。

　明良はそれに素直すなおに頷うなずいて、不動産屋にだけ、とりあえずの引っ越し先として榊の家の住所を伝えておいた。







　不動産屋を辞去した後、今度は学校に行くべくまた電車に乗る。

（保険金かぁ）

　電車に揺ゆられながら、明良は大家さんの不幸に胸を痛めた。

　父親が残してくれた保険金は明良達兄弟の役に立ってくれた。

　でも、それが仇あだになることもあるのだ。

（俺は保険入ってなかったもんな）

　どうせ短期間だからとアパート入居者用の火災保険に入らなかったのが悔くやまれる。

　電車を降り、学校についたときにはもうお昼近かった。

　授業中の時間帯だというのに事務室に顔を出した明良を見て、学校関係者は厳しげに眉まゆをひそめたが、住んでいたアパートが火事になって焼け出されたことを説明すると少しだけ表情を和やわらげてくれた。

　だが、そういう事情ですかと頷くだけで、大変だったねという同情の言葉は聞かれない。

　学校の案内で購入こうにゆうし、授業で使っていたカメラや教材の類たぐいが火事ですべて失われたことを告げると、再注文しますかと聞かれた。

　頷くと、今度は支払しはらい方法についての確認になる。

　あまりにもビジネスライクにテキパキと事務処理をされて、なんだかため息がこぼれた。

　義務教育じゃなく、自己責任で通う専門学校だから、それも当然なのかもしれない。

　でも、もうちょっと優やさしく対応してもらいたいと思ってしまうのは甘えだろうか？

（田舎いなかにいた頃ころみたいにはいかないってわかってるけど……）

　隣近所となりきんじよに幼馴染おさななじみ、田舎の知り合いはみんな明良の目を見て、親しげな笑えみを浮うかべながら気さくな口調で話してくれた。

　でも、こっちの知り合いはそうじゃない。

　面と向かっていても、視線を合わせてくれることは滅多めつたにないし、顔に浮かぶのは他人行儀たにんぎようぎな余所よそ余所よそしい表情ばかり。

　田舎にいた頃は、『明良』という名前そのものの明るさと元気のよさが取り柄だと誰もが言ってくれていた。

　でも、こっちに来てからは、生来の明るさや元気のよさを発揮する機会がほとんどない。

　いまだにひとりだけ学校に馴染めずに居る明良を、同級生達は暗い奴やつだと勘違かんちがいしているかもしれない。

　なんだか、自分でも自分の性格がわからなくなりそうだ。

　学校での用事が済むと、その後はバイト先へと向かう。

　バイト先は、学校で特別講師も務めている木下きのしたというカメラマンの個人事務所だ。

　明良の死んだ父親はマイナーな風景カメラマンだったのだが、生前には木下と交流があったとかで、その縁えんでバイトしてみないかと誘さそわれたのだ。

　明良はまだカメラのことを学んでいる最中だから完全に役立たずで、仕事は荷物持ちやセッティングの手伝いなどの雑用ばかり。

　それでも、現場の雰囲気ふんいきや撮影さつえい作業の流れなどを間近で見られるのが嬉うれしくて、とても楽しい仕事場だった。

「おはようございます」

　いつものように事務所に顔を出すと、いつもは返事だけ返してくれる事務所のスタッフ達がわらわらと近寄ってきた。

「藤野くん、今日はなんか可愛かわいい服着てるのね」

「いつもよりずっといいぞ。似合うな」

　口々に誉ほめられて、明良はすっかり嬉しくなる。

「ありがとうございます。これ、知人が選んでくれた服なんです。昨夜ゆうべアパートが火事になって、今までの服全部燃えちゃったもんだから」

　あまり暗い雰囲気にならないよう明るい調子で言ってみたのだが、みんなギョッとした顔をした。

「火事って、怪我は？」

「大丈夫だいじようぶです。この通りピンピンしてます」

　明良は心配してくれる人達に笑顔を見せる。

「そう。とりあえず無事でよかったね」

「はい」

（ああ、なんかホッとする）

　学校でのビジネスライクな対応の後だけに、労いたわりの一言が本当に嬉しい。

　みんなに聞かれるまま、火事の規模やまだ出火の原因がわかっていないことなどを説明していると、「仕事中になにを騒さわいでるんだ？」と、厳しい声が事務所内に響ひびいた。

　衝立ついたてで仕切られただけの奥のスペースで作業していた木下が、事務所内の騒がしい声に様子を見にきたのだ。

「あ、木下先生。おはようございます」

「騒ぎの元は藤野くんか……。いつもより出勤時間が早いな。どうした？」

「実は住んでいるアパートが火事になったんです。それで……」

　日常生活を取り戻もどすための買い物などがあるから、今日明日はバイトを休みにしてもらいたい、そうお願いしようと思っていた。

　が、その前に、血相を変えた木下が明良の肩かたをがしっと摑んだ。

「火事!?　それで君のカメラは？」

「残念ながら、全部燃えちゃいました」

「全部って、お父さんの形見のカメラも？」

「はい。こっちに持ってきた分は全部……」

　明良は頷いた。

　アパートにあったカメラは三台。

　専門学校で勧すすめられるままに購入したデジタルの一眼レフと、高校の入学祝いに祖母から買ってもらった一般いつぱん用のデジタルカメラ、そして父親の形見のアンティークのライカだ。

　明良としては、父親の形見のカメラは田舎の家にもっとあるから、祖母に貰もらったカメラが失われたことのほうがダメージが大きかったのだが、木下は違ちがったらしい。

「あのライカが……燃えてしまったのか」

　呆然ぼうぜんとした顔で呟つぶやき、同時に力が抜ぬけた手が明良の肩から滑すべり落ちた。

「あの、先生？」

　木下がどうしてそんなにショックを受けているのか、明良にはさっぱりわからなかった。

　不思議に思っていると、ショックから立ち直った木下にじろっと冷たい目で睨にらまれた。

「出て行け」

「はい？」

「今日でおまえはクビだ。もう二度とここには顔を出すな」

　出て行け、ともう一度冷たい口調で言われて、肩を乱暴に突つき飛ばされた。

　突然とつぜんの豹変ひようへんぶりに呆然としていた明良は、言われるままに回れ右して事務所を後にする。

（クビって……なんで？）

　あまりにも急な話に思考が追いついてこない。

　事務所のあるビルから歩道に出て、のろのろと駅に向かって足を動かした。

　が、三歩進んだところで足が止まる。

（バイト料だけはもらっとこ）

　前回の給料日から数えて半月以上経たっている。

　二度と顔を出すなと言われたが、働いた分のお金を貰うのは当然の権利だ。

　火事でなにもかもなくした今は、たとえ千円だろうと自分のお金が欲しい。

　少し落ち着いてきた明良は、クビを申し渡わたされた理由もちゃんと聞こうと考えた。

　このまま聞かずに帰ったら、きっと一生もやもやする。

　自分がなにか悪いことをしたのか、それとも木下の機嫌きげんが悪かっただけなのか。

（もしかしたら、事務所の経費削減さくげんとかで無駄むだなバイトを削けずるだけかもしれないし……）

　そういう理由だったら、仕方ないと納得なつとくできる。

　そうであって欲しいと願いながら、また回れ右してビルの中に入った。

　ビルの中に入り、エレベーターに乗って五階で降りる。

　磨すりガラスでできた事務所のドアを開けようとした明良の耳に、「いきなりクビだなんて、さすがにまずいですよ」と木下に抗議こうぎするスタッフの声が聞こえてきた。

「真面目まじめな子だから特に問題はなかったですし……。このことが学校側に知られたとき、講師としての先生の立場がまずくなるんじゃありませんか？」

（……ガッカリだ）

　自分を庇かばってくれてるのかと思ったら、スタッフの心配は木下のためだったらしい。

「かまわん。学校側だって俺の名前を宣伝に使ってるんだ。受講生のひとりがなにを言ったところで問題ない」

「それならいいんですけど……。でも、どうして急に？」

「あの貴重なライカが燃えてしまった以上、あいつに親切にしてやる必要はないからな。俺にライカを譲ゆずってくれてれば、もう少し使ってやってもよかったんだが……」

（ああ、そっか……そういうことだったんだ）

　ドアを開けそびれ、立ちすくんだままで聞いていた明良は、そっとその場を離はなれた。

　父親の知人だから好意でバイトに誘ってくれたと思っていたが、実際の目的は父親の形見のライカだったのだ。

（そういえば、最初にしつこく聞かれたっけ……）

　学校ではじめて会ったとき、父親の遺品のことについてあれこれ聞かれた。

　特に、あのライカについては、なにか目印になるような特徴とくちようはないかと執拗しつようなほどの質問攻しつもんぜめにあっていた。

　明良がライカの底部に手書きで数字が刻んであることを告げると、木下は次の講義のときに写真集を持ってきた。

　それは、かなり前に戦地で亡なくなった有名な報道カメラマンの遺作集だった。

　そこには彼が愛用していたというカメラの写真が載のっていて、なんとそのカメラにも明良が持っているのとまったく同じ数字が刻んであったのだ。

　どう見ても同一品だった。

『そのカメラは君のお父さんの形見の品じゃない。お父さんにカメラを教えた人の遺品だ』

　とても貴重で価値のある品だから、盗ぬすまれたり損傷しないよう自分がきちんとしたケースに入れて管理したいのだがと木下に言われたが、明良はそれを断った。

　元の持ち主が誰だれであれ、明良にとってあのカメラは父親の形見の品でしかない。

　父親が肌身離はだみはなさず大切にしていた物を、同じように身近に置いて大切にしていこうと思っていたから……。

（木下先生、あのときからあのライカを狙ねらってたんだ）

　明良がライカを手放さなかったから、明良自身を自分の事務所に引き込んだ。何事もなくバイトとして長期間働いた後で、もう一度ライカを渡してくれと言われていたら……。

（俺、きっと断れなかった）

　父親の形見は他ほかにもあるし、自分みたいな未経験者をバイトとして雇やとい、貴重な経験をさせてくれているんだからと木下に恩義を感じて、きっとライカを手放してしまったに違いない。

　それを狙って木下は親切にしてくれていたのだ。

　だからこそ、目的のライカがなくなった今、こうして明良をあっさりクビにした。

　もう親切にする理由はなくなったから……。

（一生懸命いつしようけんめいに働いてるつもりだったんだけどなぁ）

　未経験者でたいした役には立てない自覚があったから、少しでも役に立てるように頑張がんばって人の倍は動いているつもりだった。

　そういう部分をまったく評価してもらえないどころか、見てもらえてなかったんだろう。

（なんか……泣きたくなってきた）

　気落ちした明良は、視線を落としてとぼとぼと駅にむかった。







　次の目的地は、兄が所属している劇団の事務所。

　所在地は兄から聞いていたから迷わずに辿たどり着けたのだが、中に入ることがどうしてもできなかった。

　藤野旭の弟ですと名乗っても、劇団関係者に信じてもらえる自信がなかったからだ。

（俺と兄ちゃん、似てないし……）

　昨夜の電話みたいに、その手には乗らないと邪険じやけんにされて追い払はらわれるかもしれない。

　偽者扱にせものあつかいされて、たったひとりの身内である兄との絆きずなまで否定されたりしたら……。

（俺、きっと立ち直れない）

　ただでさえ気落ちしているのに、これ以上のダメージを受けるのは嫌いやだ。

　祖母が居てくれた子供の頃ころとは違って、今の明良には泣きながら逃にげ込める場所はもうないのだから……。

「今日はもう帰ろ」

　踏ふん切ぎりをつけるためにぼそっと小さく呟いて、自分の言葉に思わず苦笑くしようする。

（帰るんじゃなくて、戻もどるんだった）

　あそこは明良が帰る場所じゃない。

　たまたま火事のときに一緒いつしよにいたせいで、お世話になっているだけの赤の他人の家。

（お世話になる分、あそこでもちゃんと働かなきゃな）

　兄と連絡れんらくを取ることを断念した以上、榊の好意に甘えるしかない。

　でも、ただ甘えるんじゃなく、その分ちゃんと役に立とう。

　作った料理を美味おいしいと喜んでもらえたら、ぺしゃんこになった自尊心も少しは復活するかもしれないし……。

「よし、頑張る！」

　明良はひとり気合いを入れなおし、前向きに事態を考えてみることにした。

（まず、明日は携帯けいたいを買う）

　榊から借りたお金で新しい携帯を買って、焼失しようしつしてしまった携帯の番号をそのまま引き継つげば、いずれその番号に兄から直接連絡が入るはずだ。

　兄には、そのときに諸々もろもろの事情を説明すればいい。

　言いつけを聞かずに勝手なことをして隣人りんじんトラブル、その後ひとりで勝手に引っ越こしして、引っ越しした先で火事にあって、今は赤の他人の家に転がり込んでいる。

　そんな説明を聞いたときの兄の反応は恐おそろしいが……。

（兄ちゃん、絶対怒おこるよな）

　説明は直接会ってからじゃなく、電話で済ませてしまったほうが得策だ。

　そうすれば怒鳴どなられはしても、拳骨げんこつをくらわずに済むから……。

　問題は、兄に事実を話すその日がいつになるかだ。

　兄からは、今回は特に集中してやりたい仕事だから、いつものように定期的な連絡はできないと言われていた。その分、明良のほうでなにか問題が起きたら時間帯を気にせずすぐに連絡するようにとも……。

　だからたぶん、明良から連絡がなくとも兄は不審ふしんには思わない。

　むしろ連絡がないことが元気の証拠しようこと思うぐらいだろう。

　となるとその日は、兄がこちらに戻ってくる二ヶ月後あたりか。

　そこまで引き延ばせれば、もしかしたら次の引っ越し先も見つかっているかもしれない。

（そしたら火事にあったことぐらいは内緒ないしよにできるかも……）

　などと、姑息こそくなことを考えながらのろのろ歩き榊の家に戻った頃には、夕焼けで空が赤く染まる時間帯になっていた。

　預かっていた鍵かぎで榊家の門を開けて勝手に中に入る。

　定期的に清掃せいそう業者を頼たのんではいるが、榊家には現在、常駐じようちゆうの家政婦はいない。

　だから榊が仕事に行けば、この家は完全に無人になる。

（不用心な話だよな）

　榊からすれば、明良だって赤の他人だ。

　掛かけ軸じくや絵画など、高価そうな品が無造作に飾かざってある家に自由に出入りしていいとあっさり鍵を渡わたすなんて、危ないとは思わないのだろうか？

（根っからの金持ちって、そういうもんなのかな）

　どんなに高価な物を盗とられても、簡単に買い換かえることができるから痛いたくも痒かゆくもないのかもしれない。

　倹約けんやく家の祖母に育てられた明良には、ちょっと理解しがたい感覚だ。

　早く帰って来てしまったし、とりあえず米でも研といでから夕飯の買い物にでも行こうかなと、キッチンに向かって長い廊下ろうかをてくてく歩く。

「──おっ、足音がすると思ったら、やっぱり明良か」

　おかえり、と玉暖簾たまのれんを手で寄せて榊がキッチンから顔を出した。

「ただいま帰りました。榊さん、お仕事じゃなかったんでしたっけ？」

　朝にはスーツ姿だった榊は、今は昨夜ゆうべのような和服姿になっていた。

「とっくに終わった。部下が優秀ゆうしゆうなお陰かげで報告書に目を通す以外に仕事がないんでね。──なあ、明良。ぶり大根は作れるか？」

「作れますよ」

　ただし材料があれば、と告げると、榊は得意げな顔で大きな冷蔵庫のドアを開けた。

「業者に頼んで適当に配達してもらったんだ。これでどうだ？」

　促うながされるまま冷蔵庫を覗のぞいた明良は、ちょっと呆あきれた。

「充分じゆうぶんすぎです」

（滅茶苦茶めちやくちやだ）

　本当に適当に配達させたらしい。冷蔵庫の中には、無計画に購入こうにゆうされた食べきれないほどの野菜や生ものがぎっしり詰つまっていた。

　他になにかリクエストはないかと聞くと、榊は煮浸にびたしや酢すの物など、明良にも作れるようなひなびた料理ばかりを注文してくる。

「榊さんって、けっこう地味な料理がお好きなんですね」

「好きっていうより、しっくりくるんだな。家ではずっと佐和さんの手料理を食べていたから、洋食は外、家では和食ってのがパターンになってるんだよ」

「ああ、だったらちょうどいいです。俺、和食しか作れないから。──あのふたりも食べに来ますか？」

　材料を揃そろえながら聞いてみる。

「シュウとユータか？　あいつらが来るのは平日の朝だけだ。この時間帯はまだ仕事中」

「どんな仕事をしてるんです？」

「うちの会社が経営してる複合施設しせつ内にあるジューススタンドを任せてる」

　普通ふつうのフルーツジュースだけじゃなく、注文に応じて青汁あおじるやゴーヤなどをミックスしたオリジナルジュースも提供する店で、そのえぐい味が意外に女性に人気なのだという。

　榊が金持ちだと見抜みぬいて絡からんできたシュウ達を撃退げきたいした際、どうしてそんなことをするのかと聞いてみたら彼らは金がないからだと答えた。

「じゃあ働けって言ったら雇やとってくれるところがないっていうもんだから、ちょうど新しく企画きかくが上がっていたジューススタンドを丸ごと預けることにしたのさ」

（丸ごとって……。さすがお金持ち。太っ腹だ）

　バイトで雇うとかいうレベルじゃないのか。

「えっと……確か、ケント…だったっけ？　俺が間違まちがわれた人もそこに？」

「ああ。あいつら、元々三人組だったからな。思ってたよりずっとうまくやってくれてると安心してたんだが……。最近、ケントの奴やつが陰かげで仕入れ金をばれない程度にかすめ盗っていたことがわかって、それでまあ、色々とあったわけだ」

「あのふたり、だからあんなに怒ってたのか……」

　あのとき、恩を仇あだで返すような真似まねしやがってと怒っていた理由がやっとわかった。

「迷惑めいわくかけて悪かったな」

　俺の監督かんとく不行き届きのせいだと、包丁を使う明良の手元を覗き込みながら榊は謝った。

「気にしないでください。あのふたりにも言ったけど、間違われて拉致らちされたお陰で火事に巻き込まれずに済んだんですから……。──あの火事の後、彼は？　無事だったんですか？」

「焼け跡あとからは発見されてないから無事だろう」

「今はどこに？」

「さあ、どこに逃にげてったか」

「被害ひがい届は出してないんですか？」

「ああ。盗ぬすまれたのは俺にしてみればたいした金額じゃないし、わざわざ被害届を出して犯罪者にするのもな」

（逃がしてやるつもりなんだ）

　被害金額が微々びびたるものだからと許せるのは、さすがお金持ちと言ったところか。

　でも、明良はちょっと引っかかるものを覚えた。

（……悪いことしたのに叱しかられないなんて）

　悪さをしたり危ないことをする度、明良は祖母にこっぴどく叱られた。

　怖こわい顔で叱る声と拳骨の痛みは、悪さに対する確かな抑止力よくしりよくになった。

　子供の悪戯いたずらと一緒に考えるようなことじゃないかもしれないが、それでもただ逃がすのはよくないような気がする。

　もちろん考え方は人それぞれだし、大人の榊には明良が思いもつかないような思惑おもわくがあったりするのかもしれないけど……。

（シュウ達も、きっと納得なつとくしないんじゃないかな）

　榊の言いつけを破って、勝手にアパートを襲撃しゆうげきしたくらいだ。

　無罪放免ほうめんってことになったら、きっと怒りそうだ。

　包丁を使う手元をしつこく覗き込んでくる榊にそのことを指摘してきすると、榊は明良の耳元で深くため息をついた。

「ちょっ……。気持ち悪いから、息を吹ふきかけないでください」

「お、ごめん。──シュウとユータには黙だまっててくれないか？」

　逃げられたことにするつもりかと聞くと、またため息をつかれた。

「やめてくださいってば」

　明良は首をすくめながら文句を言う。

「わるい。……あいつらの怒いかりだって、きっとそのうち冷めるさ」

（そうかな？）

　恩人を裏切った仲間を忘れたりするだろうか？

　自分だったら、ちゃんとけじめをつけさせるまでは忘れないような気がする。

「そういや明良、今日のバイトは休みにしたのか？」

「……バイトならクビになりました」

　明良は、平静を装って冷静な口調で言った。

「だから今日だけじゃなく明日も夕食を作りますよ」

　業者に適当に頼むと無駄むだが多いから、明日からは食料の買い出しも自分がすると申し出ると、「そりゃありがたい」と榊は明良の顔を覗き込んで嬉うれしそうに笑った。

「だが、どうしてクビに？」

「火事で、大事にしてた俺のライカが燃えてしまったせいです」

「ライカって、カメラだよな？」

「そうです。ライカのアンティーク、Ｍ３型……。バイト先のカメラマンの先生が密ひそかに狙ねらってたみたいで、それがなくなったからもう用無しだっていきなりクビになりました」

「なんだ、そりゃ……。酷ひどい話だな」

「……本当にそう思います？」

「当たり前だ」

　榊が同情して深く頷うなずくのを見て、明良はちょっと嬉しくなった。

「人を馬鹿ばかにするにもほどがある。俺がそのカメラマンに苦情を言ってやろうか？　そこでのバイトを続けたいのなら話もつけてやれるぞ」

「そんなことできるんですか？」

　明良はびっくりして、榊の顔を見上げた。

「できるさ。そのカメラマンだって、よりによってこの俺に睨にらまれたくはないだろうからな」

　榊は自信ありげな顔をしている。

（この俺って……）

　どの俺だ？

　榊家が代々続く名家だってことは聞かせてもらったが、彼の父親が造りあげたとか言う複合施設がどの程度のものかまでは聞いてないし、企業きぎよう名も知らないまま。

　だが、榊のこの態度を見ると、大概たいがいの人間をひれ伏ふさせることができる権力を持っているような口ぶりだ。

（なんか、ちょっとやな感じ）

　自分のために怒おこってくれるのは嬉しいけど、むやみに権力を振ふりかざすのは好きじゃない。

「そんなことまでしてもらわなくてもいいです。バイト先のカメラマンの先生は学校の講師もやってる人だから、問題起こすと学校側からも睨まれそうだし……」

「だったら、学校側にも釘くぎを刺さしておいてやるよ」

「……どうやって？」

「寄付でもすれば一発で言うこと聞くさ」

（やっぱりやな感じ）

　明良は思わず榊を睨んでいた。

「俺、そういうやり方嫌きらいです」

　きっぱり言い切ると、榊は不思議そうな顔をした。

「お金でカタをつけたって、本質的な解決には繫つながらないと思うから嫌いやです」

　腹の底は冷ややかなまま、お金の力で表向きだけ親切にしてもらったって不愉快ふゆかいだ。

　それではライカ目当てで親切にしてくれていた木下と同じだから……。

「それに、もうあそこのバイトを続けたいとは思いません。あんな先生の許もとで働いても、学ぶことは少ないと思いますから」

「ああ、そうか……。なるほど」

　榊は、明良が批判している間、まっすぐ明良の目を見ていた。

　明良の批判を怒りもせずに最後まで聞いて、納得したようにひとつ頷いた後で、「また間違ったか……」と小さく呟つぶやく。

「間違い？」

「ああ、いや、こっちのことだ。──わかった。妙みような手出しはしないよ。俺もこうやって明良に夕食を作ってもらえたほうが嬉しい」

　榊はそう言って、また明良の手元を覗のぞき込む。

「……冷蔵庫に用があるんで、ちょっと離はなれてもらえませんか？」

　ぎりぎり触ふれない程度の距離きよりでべったりと背後から覗き込まれていては、ちょっと動いただけで榊の身体からだに触れてしまいそうで、身動きしづらいことこの上ない。

「おっと、これは失礼」

　榊は素直すなおに一歩後ろに下がったが、明良が冷蔵庫のほうに歩いて行くと、その後をまたついてくる。

　野菜を手に作業台に戻もどっても、やっぱり同じでついてくる。

「もうちょっと離れてください」

「触さわらないし見ているだけだ。邪魔じやましないからさ」

「邪魔です」

　明良はきっぱり言った。

「そんな近くで見られてたら気が散ります」

「そうか？　料理しているのを見るのが好きなんだがな」

　このキッチンに人が立っているのは久しぶりだし……と、榊は露骨ろこつにガッカリした顔をした。

　はっきりした顔立ちに浮うかぶその表情は心から残念そうに見える。

（しょんぼりしちゃって……。ちょっとだけ可哀かわい想そうかな）

　明良は、うっかり同情しかかったが、

「仕方ない。だったら料理ができるまで酒でも飲んで待ってるか……」

　との榊の言葉を聞いて、包丁を握にぎっていた手にギュッと力を込めた。

「──お酒、飲むんですか？」

「え？」

「だったら俺、もう料理作りません。昨夜ゆうべみたいなこと二度とごめんですから」

　包丁を持ったまま身体ごと振ふり向き、じいっと見上げる。

「わかった。禁酒する」

　榊は両手を上げ、苦笑くしようしながら全面降伏こうふくした。
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　榊の家に暮らすようになってはじめての日曜日。

　明良は上質な寝具しんぐに包まれて、ぬくぬくと幸せ気分に浸ひたっていた。

　明良が四人分の朝食を作るのは平日のみ。榊の仕事が休みで寝坊ねぼうしがちな土日は、あのふたりもいないからいつもよりのんびりしてもいいと言われている。

　とはいえ、早寝早起きが癖くせになっている明良の起床きしよう時間は平日と同じだ。

　違ちがうのは、目覚めてからしばらくの間、今日はなにをしようかと布団ふとんの中でごろごろする余裕よゆうがあることぐらいか……。

（昨日は自分のことばっかりやっちゃったから、今日は台所の探索たんさくと冷蔵庫整理でもするか）

　日常的に使う食器や調味料は把握はあくしたが、床下ゆかした収納庫や上の棚たななどはまだ見ていない。

　計画を決めた明良は、布団から出てう～んとひと伸のび。

　榊からは、最初の日に泊とまった部屋のあたりを適当に好きに使っていいと言われている。

　必要だったら違う部屋にある家具を適当に使ってと言われているから、昨日の土曜はお言葉に甘えて一日かけてあたりの部屋を探検し、気に入った机や棚、衝立ついたてや時計などを広すぎる部屋に運び込むことに費ついやした。

　落ち着かないぐらいにだだっ広ぴろかった部屋が、運び込んだ家具をちまちまと配置する度たびに居い心地ごこちのよさを増していく。

　その作業は、まるで基地造りみたいでけっこう楽しかった。

「よし、今日も元気に楽しく過ごそうっと」

　気合いを入れて布団を畳たたんでいると、「起きてるか？」と障子戸の向こうから榊の声がした。

　広すぎる屋敷やしきの中でふたりが顔を合わせるのはキッチンにいるときぐらいで、襲おそわれかけた明良が警戒けいかいしているせいか、今まで榊がこの部屋を訪ねることはなかった。

　珍めずらしいなと思いながら、「はい、どうぞ」と促うながすと、榊は障子戸を開けて顔を出した。

「お、まだパジャマか。今日も可愛かわいいなぁ」

　にこにこと嬉うれしそうに笑っている榊のほうは、珍しく地味な服装だった。

　シンプルで上質なシャツにスラックス、日替ひがわりのように取り替かえているお洒落しやれ眼鏡めがねもしていない。

（それでも決まってるっていうか、なんか絵になるんだよな）

　地味な服装で逆に派手な顔立ちが引き立つし、良家の子息といった上品さまで感じる。

「なにか御用ごようですか？　朝ご飯なら、すぐに用意できますけど」

「いや、今日は仕出しを頼たのんだから食事の支度したくはしなくていい。──その代わり、急いで顔洗ってきてくれ」

　顔を洗ったら、ふたつ隣となりの部屋に行くようにと指示された。

　なんだろうと不思議に思いながらも言われたままにしたら、その部屋には榊と一緒いつしよに見知らぬ女性ふたりが待っていた。

「こちらの方に？」

「ああ、頼む」

「え、あの……」

　もしかして……と怖おじ気づく暇ひまもなく、女性ふたりに捕つかまってあれよあれよという間に着物を着付けられていく。

　女性相手に暴れることもできず、明良は仕方なくされるがままになるしかない。

「……例のお爺じいさんがくるの、今日なんですか？」

　脇わきでその様子を眺ながめていた榊に聞くと、榊は「ああ」と頷うなずいた。

「ぶっつけ本番だなんて酷ひどいです」

　予行演習させてくれと頼んでいたはずなのに……。

「シュウ達がな、予行演習なんかさせたらアッキーが怖じ気づくんじゃないかって忠告するもんだから、警戒してぶっつけ本番にさせてもらった」

（……そうかも）

　図星をさされて、明良は軽くふてくされた。

　まとまったお金欲ほしさで一度はＯＫしたものの、正直言って今はちょっと迷っていた。

　朝晩の食事を作るだけで、以前のバイトとは比べものにならないバイト料をもらえるから、このバイトだけでもなんとかなりそうなのだ。

　いずれ自分で部屋を借りてここから引っ越こしても、食事を作りに通うことは可能だし……。

「俺の女装がおかしかったらどうするつもりです？」

「その心配は必要ないさ。──大丈夫だいじようぶそうだろう？」

　榊は、着付けをしてくれている女性達に声をかけた。

　女性達は、「はい。お任せください」と気楽に答えている。

（……プロだもんな）

　引き受けてしまった以上、できないとは言えないのだ。

　体幹が細すぎるからとタオルをグルグル巻かれた上に、胸にはちょっとだけ詰つめ物を入れたりもして、なんとか着付けは終了しゆうりようした。

　次は化粧けしようだ。椅子いすに座らされて、顔になにか塗ぬりたくられたり、眉毛まゆげをカットされたり、睫毛まつげを引っ張られたり、目の縁ふちぎりぎりに色を塗られたり……。

　明良にとっては拷問ごうもんとも思える時間が過ぎていく。

「……女の人って、毎日こんな大変なことしてるんですね」

　これで最後と唇くちびるにグロスを塗られ、やっと解放された明良はがっくりうなだれた。

「この程度、大変なうちには入りませんよ。お肌はだが元々綺麗きれいだから、あまり手をかけずに済みましたし……。──カツラもご用意してますが、このままでも充分じゆうぶんだと思いますよ」

　女性に声をかけられた榊は、「そうだな、充分だ」と満足そうに頷いた。

　最後の仕上げと明良の髪かみを軽くブロウして牡丹ぼたんの花飾はなかざりをつけると、女性達は商売道具をまとめて帰って行った。

「ちょっと立ってみて」

　にこにこと嬉しそうな榊に促されて、明良は渋々しぶしぶ立ち上がる。

「ホントに、このままで騙だませると思います？」

「もちろん」

　明良の姿を眺めながら、榊が自信たっぷりに頷く。

「鏡を見てごらん。きっと安心できるから……」

　榊に促されて、明良はちらっと脇にある大きな姿見を横目で見た。

（嫌いやだな）

　子供の頃ころから鏡を見るのは嫌きらいだった。

　自分の赤い髪と赤い頰ほおを見たくなかったし、綺麗な兄とまったく似ていないことを思い知らされるのが嫌だったからだ。

　鏡の前で顔をしかめる度、人は上っ面つらじゃなく中味が大事、生まれ持った容姿のことをあれこれ考えるのは止よしなさいと祖母に叱しかられたが嫌なものは嫌なままだ。

　真っ正面から鏡を見たくなくて、明良は目をそらしたまま、じりじりと横向きで鏡に近づく。

「なにやってるんだ。そんなに怯おびえなくても大丈夫だって」

　榊は、ひょいっと姿見を運んで明良の正面に置いた。

「──な？　可愛いだろう？」

（……ホントだ）

　さすがにプロの仕事だけあって、可愛くないとは言えない姿が鏡には映し出されている。

　枝桜と扇おうぎを散らした京友禅きようゆうぜんの絢爛豪華けんらんごうかな振ふり袖そでに、金糸銀糸で細やかな刺繡ししゆうが施ほどこされた帯。

　黒地の華はなやかな振り袖を着ているその姿は、確かに客観的に見れば可愛い女の子に見える。

　元から大きな目はメイクでもっと大きくなって、まるでびっくりしてきょとんとしているようだし、ピンク色に艶つやめく小さな唇はふてくされて尖とがっていたけど……。

（なんか、子供っぽい）

　化粧すると大人っぽくなるかと思っていたのに、逆に二、三歳幼く見えるのが不思議だった。

「俺って、女顔だったんだ」

　十九年生きてきてはじめて知った衝撃しようげきの事実だ。

「不満そうだな」

「そりゃそうですよ。……なんかショックです。普段ふだんからオカマっぽく見えたりするのかな？」

　もしかしたら、それで同級生達から距離きよりを置かれているのかもしれないと思い当たって、明良はなんだかガッカリした気分になる。

「女顔ってわけじゃない。単純に美形なだけだ。ストーカー被害ひがいは伊達だてじゃないってな」

「ストーカーって……。そんなの榊さんがひとりで言ってるだけでしょう？」

　明良自身は、いまだに納得なつとくしていないのだ。

「まあ、その問題はとりあえず置いといて……。──とにかく、普段から女の子っぽく見えてるわけじゃないから安心しろ」

　榊は否定してくれたが、明良はやっぱり納得できない。

（榊さん、他ほかの人と美意識ずれてるし……）

「安心できません」

　明良はピンク色の唇を尖らせて榊の慰なぐさめをきっぱり拒否きよひしたが、榊は気を悪くするでもなく嬉しそうににこにこしている。

「ふてくされて尖った唇も可愛いなぁ。……なあ、ちょっとだけ触さわっていいか？」

「ちょっとだけって、どこを触る気なんですか？」

「どこって、唇……に触ったら、せっかくの化粧が崩くずれるか……。じゃあ、頭を撫なでるだけ」

「それぐらいなら……いいですけど」

　酒にも酔よっていないし大丈夫だろうと、渋々しぶしぶ頷うなずく。

　榊は自分が雇やとったプロの仕事ぶりに満足しているのか、やたらと嬉しそうな顔でブロウされて少し膨ふくらんだ明良の髪をふかふかと撫でた。

（……楽しそう）

　こっちはこんなにガッカリしてるってのに……。

（榊さんって、いっつも笑ってる）

　無防備すぎるほどのあけっぴろげな微笑ほほえみを向けられていると、警戒けいかいしなきゃと思ってる自分が意固地すぎるんじゃないかと思えるほどだ。

　でも、油断大敵だ。

　間違まちがって襲われかけたあの夜だって、明良が嫌がっていたにもかかわらず、こんな風に嬉うれしそうに微笑んでいたんだから……。

（本命が相手でも、あんな風なのかな？）

　もしもそうなら、榊はとても寂さびしい人なのかもしれない。

　大切な人の気持ちを、ちゃんと思いやってあげることができない人間だったとしたら……。

「もう充分でしょう。今日の段取りを教えといてください」

　明良はひょいっと一歩脇にずれて榊の手から逃のがれた。

「わかった。──とりあえず今日使う部屋に案内するよ」

　障子を開けて先に廊下ろうかに出た榊が、カムカムと指先で明良を招く。

　明良が廊下に出ると、榊はこっちの部屋だと明良の背中に手を回し、なにを思ったかそのままぺろんと明良のお尻しりを撫でた。

「ぎゃっ!!　なにすんですかっ！」

「おっと、悪い悪い。帯を押すつもりだったのに、ついうっかり手が滑すべった」

　びっくりした明良が小走りで逃にげて距離を取ると、榊はにやにやとやけに嬉しそうな顔をして言う。

（……すっごく噓うそくさい）

　謝るからこっちおいでと指先でカムカムされたが、明良は騙されないぞと榊を睨にらみつける。

「ついてくから、先行ってください」

　警戒したまま一定の距離を保ってついてくる明良を、榊はやっぱり嬉しそうな顔をしたまま、たまに振り返っては眺ながめていた。







　一悶着ひともんちやくあったものの、なんとか段取りは相談し終えた。

　東あずまというお爺じいさんが訪ねてくると、明良はあらかじめ榊に指示された通り、榊と東がお茶を飲みつつ歓談かんだんしている部屋に少し遅おくれて顔を出した。

「こちらがさっき話した藤野アキさん。──アキ、こちらが東さんだよ」

「はじめまして。アキと申します」

　わざとらしいぐらいに嬉しげな微笑みを浮うかべた榊に紹介しようかいされた明良は、膝ひざの前で両手をついて深々とお辞儀じぎをする。

（……うう、気持ち悪い）

　男だとばれないよう高めの声を出してみたのだが、耳から入ってくる自分の声が気色悪すぎて思わず鳥肌とりはだが立つほどだ。

　顔を上げると、品のいい和服姿の東が怪訝けげんそうな顔でこっちを見ている。

「俺の大事な人になにか文句でも？」

　榊に聞かれて、東は真っ白な頭を横に軽く振った。

「いえ。随分ずいぶんお若い方だと思っただけですよ」

「そう？　これでも高校は卒業してるんだよ。今は花嫁修業はなよめしゆぎよう中だ」

　な？　と同意を求められ、明良は仕方なくひきつった笑えみを浮かべて頷うなずいた。

「ほう、そうですか。では、この土産みやげの品は調理できますかな？　真治さまの好物を朝市で買ってきたのですよ」

　ずいっと押し出されてきたのは発泡はつぽうスチロールの箱だった。

　蓋ふたを開けると、中には見事な金目鯛きんめだいが入っている。

「美味おいしそうですね。──朝に買ったのなら新鮮しんせんでしょうから刺身さしみにしますか？　それとも煮につけに？」

「煮つけがいいな」

　すかさず榊が口を出す。

「はい。では早速さつそく調理してきますね」

　榊の言葉に素直すなおに頷いて、明良は席を立った。

　素性すじようや馴なれ初そめなどをあれこれ質問されるかもと不安だったから、この展開は渡わたりに船だ。

　発泡スチロールの箱を両手で抱かかえてキッチンへ向かいながら、しめしめと明良は喜んでいた。

　皺しわにならないよう白の割烹着かつぽうぎに振り袖を丁寧ていねいに押し込んでから、調理開始。

　大きすぎて姿煮すがたには難しいから、切り身にして煮つけることにした。

（……もしかしてこれって、花嫁試験だったりするのかな）

　作りながら、そんな疑問が脳裏のうりをよぎる。

（だったら、あんまり美味しく作らないほうがいいのかも）

　これだけ料理ができるのならもう大丈夫だいじようぶ、すぐ結婚けつこんしろなんてことになったら大変だ。

　でも、この金目鯛は東から榊へのお土産の品。

　喜んでもらいたいと買ってきた品をわざと不味まずくするのは、東へも榊へも失礼な感じがする。

（まあ、いっか）

　普段通りに作ろう。

　明良はせっせと料理に励はげんだ。




　できあがった煮つけを大皿に綺麗きれいに盛りつけてから元の部屋に戻もどったが、そこに榊達の姿はなかった。

　ふたりの話し声は、その隣となりの部屋から聞こえてくる。

「失礼します」

　廊下に大皿を置き、膝をついて障子戸を開けると、中は宴会えんかいの真っ最中だった。

　榊が業者に頼たのんでいたようで、座卓ざたくの上には美味しそうな仕出し料理とお銚子ちようしが並んでいる。

「アキ、美味しくできた？」

「どうでしょう。いつも通りに作ってみましたが」

　明良は静かに首を傾かしげて微笑む。

「だったら大丈夫だな」

　榊が嬉しそうに目尻めじりを下げた。

　中に入った明良は、ふたりのために煮つけを取り皿に盛りつけた。

　どうぞと勧すすめると、榊は嬉々ききとして、東は興味深そうに煮つけに箸はしをつける。

「うん。美味うまい。いつも通りのアキの味だ」

「ありがとうございます。──お口に合いますか？」

　東に聞くと、東はちょっと怪訝そうな顔で頷いた。

「美味しいですな。……お嬢じようさん、料理は佐和さんに習ってるんですか？」

「いえ、違ちがいます。お会いしたことはありませんから」

「そのわりに味つけが彼女と似ていますな」

「やっぱりそう思うか？　実は俺も常々そう思ってたんだ。きっと味覚が似ているんだ」

　俺達には縁えんがあるんだよと、榊が嬉しそうに言う。

　調子のいい発言に、思わずぷっと吹ふき出しそうになった明良は袖そでで口元を隠かくした。

「違いますよ。同じ味なのには理由がちゃんとありますから」

「理由？　シュウ達から味つけの傾向けいこうでも聞いてるのか？」

「いえ。佐和さんに教わりました」

「会ったことないだろう」

「会ったことはないんですが、書き残したノートを拝見させてもらってるんです」

「ノート？」

　不思議そうな顔をしているところを見ると、どうやら榊は佐和さんが献立こんだて帳を残していったことを知らなかったらしい。

「割烹着をしまってある棚たなの一番下に、佐和さんが手書きした献立帳があるんです」

　祖母から料理を教わっていたとは言っても、所詮しよせんは嫌々いやいやだったせいで覚えているのは最低限のことばかり。レパートリーなんてそんなにないし、うろ覚えのことだってたくさんある。

　そこをなんとかするために、明良は佐和さんのノートを参考にしていた。

　味が似通っているのはそのせいだ。

「そんなものがあるとは知らなかったな」

「何年もかけて書かれたようで、とってもきめ細やかに書かれてあるんです。お坊ぼつちゃまのお気に入りって書き込みがあるメニューもあって、そういうのは特にノート通りに作るように心がけています。この煮つけもそうですよ」

　お坊ちゃま、という部分をちょっと強めに発音してみたら、榊がちょっと照れくさそうな顔をした。

「それでこの味を……。そうですか。お嬢さんは、佐和さんの心遣こころづかいをちゃんと受け止めてくださっているのか……。──佐和さんもお辞やめになったし、ご両親も海外におられるしで、この広い屋敷やしきでのひとり暮らしはさぞお寂さびしいだろうと嫁御よめごをお探ししていたのですが、どうやら余計なお世話だったようですな。真治さまはとてもよい方を見つけられた」

　東は煮つけを口に含ふくみ、味わうようにしてゆっくり食べた。

　その後、軽く後ろに下がると、明良に向けて深々と頭を下げる。

「真治さまをどうかよろしくお願いします」

（……うっ）

　探さぐられたり反対されることはあるだろうと思っていたが、この展開は予想していなかった。

　どう反応していいやらわからず、明良は視線で榊に救いを求めた。

「ありがとう、東。おまえの気持ちはよくわかったから顔を上げてくれ。俺の大事な人は気さくな人でね、こういう仰々ぎようしさには慣れていないんだ」

「そうでしたか。これは失礼しました。──それでは、お近づきのしるしに一献いつこん」

「あ、ありがとうございます」

　杯さかずきにありがたくお酒を頂戴ちようだいして、クイッと飲む。

　振ふり袖をみっちり着こんだ状態で火を使う調理をしたものだから、すっかり喉のどが渇かわいていて、まさに甘露かんろの味わいだった。

「おや、かなりいけるくちのようですな」

「そうなんだ。けっこう飲んでもケロッとしてるよ」

　東に促うながされ、榊が自分の杯を差し出す。

　注つがれた酒を榊が美味そうに飲む姿を、明良は脇わきからじーっと無言で見ていた。

　その視線に気づいた榊は、飲んでいた酒を思わずブッと吹いた。

「……いや、これはその……。今日だけ、今日だけだから。な？」

　慌あわてふためく榊を見て、東が不思議そうな顔をする。

「真治さま、どうなさいました？」

「アキと禁酒の約束をしてたんだ」

「禁酒の……。おお、それはいいことですな」

　東は相好を崩くずした。

「真治さまはギャンブルも煙草たばこもやられないが、酒だけは人の何倍も飲まれるので少々心配しておったところです。──そうですか、身体からだの心配もしてくださってるんですな」

「え……あの……」

（違うんだけど……）

　あまりにも東が嬉うれしそうなので、自分の身を心配しているだけだとは言えなかった。

「お嬢さん、ありがとう。ですが、今日ぐらいはお目こぼしを。この年寄りと真治さまが喜びを分かち合うためにも酒を酌くみ交かわさせてください」

「……わかりました。どうぞ」

　駄目だめとは言えない雰囲気ふんいきに、明良は渋々しぶしぶ頷うなずいた。







　東は最初から日帰りのつもりだったようで、新幹線の時間だからと午後早くに帰って行った。

　久しぶりの飲酒に気をよくした榊がもっと飲みたいと言って聞かないので、仕方なく明良も榊のはす向かいに座って、大量に残った仕出し料理を肴さかなにふたりでだらだら飲んでいる。

「明良、その帯、苦しくないのか？」

「苦しいですよ。暑いし」

「だったら脱ぬいじゃえば？　ひとりじゃ大変だろうし手伝うよ」

　腰こしを浮うかせた榊が明良の帯に手をかける。

「けっこうです。自分でできますから」

　明良はその手をぺしっとたたき落とした。

　酔よっぱらってる榊の手が届かないよう部屋の奥に移動して、せっせと帯締おびじめを外し、袋帯ふくろおびを緩ゆるめて地道に帯を解ほどいていく。

　ふと榊に視線を向けると、こっちを見て嬉しそうににこにこしていた。

「見ないでください」

「触さわるわけじゃなし、いいじゃないか。ただ見てるだけだからさ」

（ここで脱ぐの止やめよ）

　やけに嬉しそうに目を細める榊を見て、明良は思った。

　自室に戻もどって普通ふつうの部屋着に着替きがえたいが、庭を挟はさんだちょうど反対側だけにかなり距離きよりがある。同じ家の中だというのに、行って着替えて戻ってきただけでさて何分かかるか……。

（……面倒臭めんどうくさい）

　だったら隣となりの部屋で緩めて来ようと考えた明良は、解きかけた帯を両手で押さえて榊の後ろを通り過ぎようとした。

　が、手から零こぼれ落ちた帯を踏ふんづけてバランスを崩す。

「うわっ」

　足を前に出して踏ん張ろうにも、着物が邪魔じやまでできない。

　そのまま前に倒たおれかかった明良を、榊は両手を広げてすかさず抱だき留とめた。

　帯で両手が塞ふさがっていた明良は、榊の胸にばふっとモロに顔から突っ込む。

（……あ、なんか良い香り）

　その途端、オリエンタル風の甘いコロンの香りにふわっと包まれた。

　隣りにいても気づかない程度まで香りを抑えていたのは、宴席のための気遣いだったのか。

　明良は、榊の胸に顔をつけたまま、しばらくはその甘い香りにぼうっとしていた。

　が、ふと我に返って慌あわてて榊の胸から顔を引っぺがした。

「ご、ごめんなさい。俺、いま化粧してるのに。服汚しちゃったかも……」

「気にするな。むしろ大歓迎だ」

　嬉しそうににやにや笑う酔っぱらった榊の手が、ここぞとばかりにあちこち撫なでようとする。

「この酔っぱらい、触るなっ！」

　明良は、その手をぺしぺしと次々にたたき落とし、急いで隣の部屋に逃にげた。

（油断も隙すきもない）

　やっぱり酔っぱらった榊は要注意だと再認識にんしきしながら、帯やらヒモやら身体を締しめつけるものを外し、身体に巻きつけたタオルを取った。

　本当は肌襦袢はだじゆばんだけになろうかと思っていたのだが、酔っぱらっている榊を警戒けいかいして考えを改め、その上から振り袖そでを羽織る。

　振り袖の裾すそを汚よごさないよう気をつけながら部屋に戻ると、榊はやっぱり嬉しそうな顔をした。

「う～ん。中途半端ちゆうとはんぱに脱がれると、余計エロく見えるなぁ」

「……この着物って、レンタルですか？」

　明良はセクハラ発言を完全にシカトして、榊の手の届かないテーブルの反対側に座った。

「いや、買い取り。セットで三百ぐらいかな。もうちょっといいやつを用意したかったんだが、さすがに急な話で揃そろわなくてね。気に入ったんなら明良にやるよ」

「いりません。三百……って万ですよね」

「そうだよ」

（この金持ちめ）

　一日しか使わない着物に無駄金むだがね使って……。

　いっそのこと貰って売って引っ越こし費用の足しにしてやろうかと、ブラックな気分になる。

「あまり安物だと、東に不審ふしんがられるんだ」

「ああ、そっか……。東さん自身も上品な着物を着てましたもんね」

　東の名を聞いた途端とたん、明良はず～んと気分が沈しずんだ。

「どうした？」

　その表情の変化を目敏めざとく見抜みぬいた榊が、銚子ちようしを差し出しながら聞いてくる。

「東さんに悪いことしたなあって……。ちょっと凹へこみました」

　杯に日本酒を注いでもらいながら明良は答えた。

「東に悪い？　どうしてだ？　あんなに大喜びしてたんだ。明良はいいことをしてくれたさ」

「全然よくないです」

　明良は慰なぐさめの言葉をきっぱり拒絶きよぜつした。

「だって、全部噓うそなんですよ。俺、あんなにいい人を騙だましちゃったんです」

　最初は、それで榊が助かるのならば、噓は噓でもいい噓だと思った。

　でも、実際に東と会って、東がどんなに榊を大切に思っているのかを知ったことで、自分のそんな考えが甘かったことに気づいてしまったのだ。

「大丈夫だいじようぶだ。騙し通せばいいだけの話だし」

「ずっと騙すなんて、いくらなんでも無理です」

　今は婚約こんやく者ってことにしておけても、さすがに五年十年経たてば明良だって女装なんて似合わなくなってるだろうし、もしかしたらそろそろ結婚しろと言われるかもしれない。

　そのときになって、実は全部噓でしたなんてこと、とてもじゃないが言えない。

「あの子とはもう別れたって言って誤魔化ごまかすことならできるかもしれないけど……。でも、きっと東さん、凄すごく気落ちしちゃうような気がします」

　帰り際ぎわ、明良をすっかり気に入ってくれた東は、明良の手を握にぎって「これからも、どうかよろしくお願いします」と頭まで下げてくれたのだ。

　信頼しんらいしきったあの眼差まなざしが、とても心に重くて辛つらかった。

「あんなに親身になってくれる人に、こんな大事なことで噓をついちゃいけないような気がします。結婚する気はないんだって、ちゃんと説得したほうがよかったんじゃないですか？」

「……噓も方便……とはいかないか……」

「いかないと思います」

　明良がきっぱり言うと、榊は「う～ん」と唸りながら首の後ろを意味もなく手の平で擦こすった。

「俺が兄に引っ越ししてたのを黙だまってたのと同じことだと思うし……。榊さん、俺に『お兄さんが気の毒だ』って言ったの覚えてます？」

「ああ、なるほど。それと同じか……。自分のこととなると、どうも気づかないものだな」

　榊はしつこく首の後ろを擦りながら、ぼそっと「また間違まちがったか……」と呟つぶやく。

「間違った？」

「ん？　まあ、こっちのことだ。──そうだな。その場しのぎの噓はよくなかったな。東を気落ちさせたいわけじゃないし」

　なにかひとりで深く考え込みながら、すっと榊がごく自然に杯さかずきを差し出す。

　明良はその杯にお酒を注いだ。

（人の気持ちがわからないってわけじゃないのかな？）

　ただ、ちょっと他人の感情の機微きびに鈍にぶいだけかもしれない。

　あの夜だって、明良が怯おびえていることに気づいてからは、明良を怯えさせないよう細心の注意を払はらっていたし……。

「──そのうち、誤解を解いておくよ」

　しばらくの沈黙ちんもくの後、榊がぼそっと言った。

「そのうちっていつです？」

「夏だな。謝るにしても、やっぱり手みやげが必要だろうし……」

　東は確か桃ももが好物だったから、と榊が言う。

（ちゃんと面と向かって謝るつもりなんだ）

　兄の怒いかりを恐おそれるあまり電話で説明を済ませてしまおうと考えている自分より、よっぽど誠実かもしれない。

「そのときは、騙してごめんなさいって俺が謝ってたって伝えてください」

　榊が「わかった」と深く頷うなずく。

（よかった。大丈夫そうだ）

　今日やってしまった失敗は、ちゃんと榊が責任持って取り戻してくれる。

　安心した明良は、榊に促うながされるまま杯を差し出し、お酒を注つぎ足してもらった。
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「っす」

「おっはよ。アッキー、今日は弁当あり？」

「おはよー。ありだよ。リクエストに応こたえて、佐和さん風の紅ショウガたっぷりお稲荷いなりさんと鶏とりの唐揚からあげメインのお弁当」

　玉暖簾たまのれんをくぐってキッチンに入ってきたシュウとユータのふたりに、明良は製作途中とちゆうのお稲荷さんを見せた。

　榊の家で暮らすようになって一ヶ月が過ぎた今、週に一度か二度、シュウとユータの弁当を作るのが習慣になりつつある。

　元はと言えば、食費を浮うかそうと、榊の許可をもらった上で自分のためにお弁当（といっても大きなおにぎり二個程度だけど）を作っていたのを、ユータに見つかって「俺も！」と騒さわがれたのがはじまりだった。

　毎日じゃないのは、榊に相談したら明良の負担にならない程度でと言われたからだ。

　シュウとユータも、外食の合間の気分転換てんかんって感じで明良のお弁当を楽しみにしてくれているようだ。

「おはよう、明良」

　最後にキッチンにやってきた榊が、いつものように意味もなく明良に近寄ってきて、おでこがくっつきそうなぐらいに至近距離しきんきよりから顔を覗のぞき込んでにっこり笑う。

「……おはようございます」

　明良もいつものように身を引いて、榊との距離きよりを開けた。

　そんな明良の反応を見て、やっぱり榊はいつものように苦笑くしようする。

「俺にもそのお稲荷さんくれ」

「それで朝ご飯にしちゃいます？」

「いや、味見したいだけだ。普通ふつうに朝ご飯も食べる」

「わかりました。──すぐ用意しますから、ちょっと待っててくださいね」

　テーブルの上には鮭さけの切り身に厚焼き卵、ほうれん草のゴマ和あえに即席漬そくせきづけ等々、ごく普通の朝食のメニューが並んでいる。

　お稲荷さん作りで忙いそがしい明良の代わりにユータがご飯やお味噌汁みそしるをよそい、シュウは食後の珈琲コーヒーを淹いれる準備を黙々もくもくとしている。

　なんだか、もうずっとこんな風に過ごしてきたような馴染なじみっぷりだ。

　ここでの生活に馴染むにつれ、いつの間にか孤独こどくを感じなくなっている自分に明良は気づいていた。

『ありがとう』とか『美味おいしい』とか、自分が役に立てていると実感できる言葉を毎日のようにもらえるのも嬉うれしい。

　ここにいると、他ほかのどこにいるよりも明るい気分で過ごせる。

　あまりにも居い心地ごこちがいいものだから、最近ではちゃんとした引っ越こし先を探さがそうという気も起きなくなっていた。

　いただきます、とみんなで手をあわせて食事をしはじめると同時にシュウが言った。

「榊さん、やっぱりクロでした」

「やっぱりな。そうだと思った」

「クロって、なにが？」

　なんの色？　と明良が会話に突つっ込むと、「違ちがう」とシュウが呆あきれた声を出した。

「そうじゃなくてさ。アッキーがあのアパートの前に住んでたマンションで隣となりだった人のこと。ほら、あの一見エリートサラリーマンっぽい人」と、ユータが代わって説明する。

「俺、ふたりにあの人のことしゃべったっけ？」

「聞いてない。榊さんに聞いたんだ。──でもって頼たのまれたんだよ。その男のやってたことが、ただの嫌いやがらせだったのか、それともストーカーだったのかをはっきりさせてくれって」

「探偵たんてい業のバイトもやってんの？」

「榊さん専用だけどね」

　ユータがちょっと得意そうな顔で頷く。

「あの男が本当にストーカーだったら、その対策にも協力してくれって」

「対策って……。そこまですることないんじゃないのかな。あの人、俺の新しい住所とか知らないはずだし」

「だが、郵便物を探さぐってたのなら、明良が通ってる学校は知ってるはずだ。完全に縁えんが切れたとは思わないほうがいい」

　榊がちょっと厳しい口調で言った。

「火事の少し前に訪ねてきたとかいう男の話も気になってたしな」

「ああ、あの住所聞いてきたって人のこと……」

　その後、不動産屋からその男がまた訪ねて来たという連絡れんらくがなかったせいもあって、明良自身すっかり忘れていた。

　ただの世間話程度のつもりで話した夕食時の話題のひとつで、それ以上の意味はなかったのに、どうやら榊はずっと覚えていて心配してくれていたようだ。

（ちょっと嬉しい……かも）

　気遣きづかってくれる人がいる安心感に、ちょっと胸がほんわかする。

「住所聞いてきた人も、やっぱりそのマンションの隣人りんじんだったよ」

　こっそり写メを撮とったのを、不動産屋に見てもらったから間違まちがいないとユータが言う。

「でさ、アッキーの元隣人。アッキーがマンションから引っ越した後、自分とアッキーは親しい間柄あいだがらだから引っ越し先を教えろって、管理人さんにしつこくまとわりついたらしいよ」

　マンションの管理人に明良の友達だと名乗り、明良が引っ越した後になにか変なことはなかったかと聞いてみたら、管理人が困惑こんわくしきった顔で色々教えてくれたのだ。

　個人情報は教えられないと元隣人を何度か突っぱねたら、管理人が席を外した隙すきにこっそり管理人室に忍しのび込んだようで、明良の引っ越し先の住所を調べていった形跡けいせきがあったと……。

「確かな証拠しようこはないが、十中八九は盗み見されてるだろうって言ってたな」

　だが、違うかもしれない。もしも自分の勘違かんちがいだったら、明良に連絡を取ることで自分の管理不行き届きが無駄むだにばれる。だが、連絡しないことで、万が一明良の身に危険が及およべば、やはり自分の管理能力が問題になる。

　結論を出せないまま無駄に日々を費ついやしていた管理人は、明良の友達だと名乗ったシュウ達に、慌あわてて本当のことを話したのだ。

「そこの管理人が元隣人の職場を教えてくれたからさ、ジューススタンドの常連さんの伝手つてで奴やつが勤めてる会社の人にも話を聞いてみたんだ。したら、もう変な話が出てくる出てくる」

　新人の女の子にしつこくつきまとったとか、隣席の女は自分に気があると言いふらしたりとか……そういうセクハラまがいの話をいっぱい聞かされてきたと、ユータが言った。

「最近は、隣の部屋に住んでる子に色目を使われた、俺に気があるみたいだとかって言いふらしてたみたいだよ。これ、間違いなくアッキーだよね。──ってわけで、ストーカー容疑はクロってわけ」

「ただの嫌がらせじゃなかったんだ」

（なんで俺なんか……）

　ユータの話に驚おどろいた明良は、物好きだなぁと、ただでさえ大きな目をまんまるにした。

「吞気のんきに驚いてる場合かよ。なんで引っ越し先の住所を、管理人に教えたりしたんだ？」

　シュウに聞かれて、明良は迷わず応えた。

「引っ越した後になにか問題があったら、連絡してもらわなきゃならないからだよ」

「真面目まじめだなあ。後で連絡しますとかって適当なこと言って、黙だまってればよかったのにさ」

　ユータが苦笑する。

「……え、なに？　俺、またなんかヘマした？」

「今のところは、したかも？　って感じ」

「かも？」

「だから、ほら、あのアパートの火事の件があるだろ？」

　ユータが微妙びみように気まずそうな声を出す。

「え？」

「あの火事、出火原因が放火ってことで確定したらしいよ。……でさ、あいつがアッキーの住所知ったのって、たぶんあの火事の前日だったりするんだよね」

「…………え？」

　それってどういうことだろう？

　目を見開いたまま、明良はくきっと首を傾かしげた。

「だからさあ、可愛かわいさあまって憎にくさ百倍とか、自分から逃にげやがってとか……そんな逆恨さかうらみっていうか逆ギレっていうか……それでその……」

　言い淀よどむユータの言葉を、「放火した可能性もあるんじゃないか？」とシュウが引き継ついだ。

「え、でも、そんな……。こんなことで普通は放火なんてしないだろ？」

　財産が一瞬いつしゆんで失われるし、命の危険だってある。

　放火は重大な犯罪だ。

　不動産屋の暗い顔が思い出されて、明良は胸が痛んだ。

「アッキー、ストーカーなんかする奴は元から普通じゃないんだって」

（……そうかも）

　ゴミ袋ぶくろを漁あさる気持ちの悪い姿を思い出し、明良は鳥肌とりはだを立てた。

「ま、それも仮定の話だ。──榊さん、どうします？　俺らでしめて白状させますか？」

　シュウに聞かれた榊は、「それは駄目だめだ」と首を横に振ふる。

「おまえらがうっかり怪我けがしたり犯罪者になっても困るからな。後のことは専門職に頼むさ。これ以上は首を突っ込むな。──よく調べてくれた」

　ありがとうと榊に言われて、シュウとユータはとても嬉しそうな顔をした。

（このふたり、榊さんのことホントに好きだよな）

　恩があるからってだけじゃなく、心から信頼しんらいして慕したっているように見える。

「で、もうひとつ頼みたいことがあるんだが。いいか？」

「はい！」

　ふたりが声を揃そろえて頷うなずく姿が、妙みように微笑ほほえましかった。







「藤野の弁当、どこの？」

　学校のラウンジで弁当のお稲荷いなりさんをパクついていると、同級生のひとりに背後から声をかけられた。

「自分で作ったんだよ」

「へえ、すげー。美味うまそうだ」

　やけにキラキラした目で言われ、食べる？　とつい言ってしまったのが運の尽つき。

　近くのテーブル席の学生達まで集まってきて、あっという間に弁当は空になってしまった。

「俺の弁当。……まだ半分残ってたのに……」

　まさか全部取られるとは思ってなかった。

　ガッカリする明良の目の前に、すっとサンドイッチが差し出された。

「じゃ、代わりにこれあげる」

「ありがと」

　その好意を明良はありがたく頂戴ちようだいした。

　最近、明良は学校でも元気に過ごせるようになっている。

　どうしたわけか、以前と違ちがってみんなが普通ふつうに話しかけてくれるようになったからだ。

（ユータが選んでくれた服のお陰かげかな？）

　みんなの態度が変化しはじめたのは、タイミング的には火事による服の全取り替かえでイメチェンを図った頃ころからだ。

　写真や映像など、独自の美意識の高さが必要な勉強をしている学生達だから、ださい格好をしている人間が我慢がまんできなかったのかもしれないが、その程度で？　……と不思議な感じもする。

　疑問は残ったままだが、どうしてだったのかとわざわざ昔のことを掘ほり返すつもりもない。

　今はうまくやれてるんだから、それでいいのだ。

「藤野、今日の講義の後、ちょっとでいいからあいてない？　みんなで飲みに行くんだ」

　最初だけでもつき合えよと、同級生が話しかけてくる。

「ありがと。でも今日は無理だな。いつものバイトの前に、木下先生の事務所にも行くつもりだから」

　木下の名前を出した途端とたん、目の前の彼がちょっとだけ奇妙きみような顔をした。

「木下先生んとこのバイト、辞やめたんじゃなかったっけ？」

「辞めたって言うか、クビになった。でも最後のバイト代を受け取ってなかったから、今日取りに行く予定なんだ」

「あ、そう。バイト代……ねえ」

　なにか言いたそうに言い淀む彼に、明良は「なにか気になることでもある？」とはっきり聞いてみた。

「いや……あのさ。木下先生って学生をバイトに使わないことで有名なのに、わざわざ藤野を自分からバイトに誘さそってただろ？　いったいどんなバイトだったのか、ちょっと気になって」

「どんなって、別に普通の雑用だよ」

「ホントに？」

「ホント。他ほかになにがあるっていうんだよ」

　どうして疑われているのかわからず、明良はむっとした。

「怒おこるなよ。実はさ、それに関して学校内でちょっと変な噂うわさが流れてたことがあったからさ」

　どういうこと？　としつこく問い詰つめた結果、判明した噂に明良は心底驚いた。

　その噂というのが、明良が木下相手にウリをやってるとか、表に出せない写真のモデルをしているんだとか、明良には想像もできないようなとんでもないものだったからだ。

「ないない！　全然ないから。あり得ないし！」

　明良は首と手をぶんぶん振って否定した。

　絶対違うと納得なつとくしてもらうために、木下にバイトに誘われる原因になった父親の形見のカメラの話まで出して説明した。

「──で、この間の火事で、その貴重なライカが燃えちゃって、それでクビになったんだよ」

　周囲にたむろっていた人達みんなに聞こえるよう大きな声で説明すると、「木下先生って姑息こそく～」と、みんな呆あきれたような、気の抜ぬけたような顔をしている。

「でも、ちょっと納得。だからあんなこと言ってまわってたんだ」

「あんなことって？」

「藤野くんはちょっと危ない子だから、君達学生はあまりかかわらないほうがいいかもしれないって……」

「もしかしたらさ、木下先生、最終的には藤野を騙だましてでもライカを手に入れようとしてたのかもよ。でさ、そんときになって藤野が騒さわいでも、誰だれも相手にしないように悪い噂たてて周囲に予防線を張ってたのかも」

　そんな想像を口にする者もいて、明良はなんだか酷ひどくガッカリした。

「それで、みんな俺を避さけてたんだ」

　有名カメラマンである講師に陰かげであれこれ言われては、警戒けいかいされるのも仕方ないのかもしれないが……。

「酷いな。俺なんかただの田舎いなか者で人畜無害じんちくむがいなのに……」

　ひとりふてくされると、周囲から苦笑くしようするような気配が伝わってきた。

「そうは言っても、藤野はちょっと目立つからさ」

「目立つ？　あ、やっぱり俺、前は変な服着てた？」

「服？　地味だったけど、別に変じゃなかったんじゃない？」

「そっちじゃなくて、その顔のこと」

「顔？」

「ちょっと見ない美形だろ？　それだけで話しかけるのためらうっつーか緊張きんちようするっつーか」

　なぜか照れくさそうに笑う同級生の顔を見て、明良は思いっきり、くきっと首を傾かしげた。

「美形って、俺が？」

　明良の問いに、周囲のみんなは一斉いつせいに頷く。

「俺の顔が綺麗きれいに見えるって？」

　しつこく聞くと、「綺麗じゃないっていうつもり？」と呆れたように返された。

「自分では、のっぺりしてるって思ってたんだけど……」

「藤野がのっぺりしてるんだったら、俺なんか郵便の顔マークだ」

「じゃ、あたしは携帯けいたいの顔文字」

　みんなが大うけしてげらげら笑う。

（もしかして、美意識がずれてるのって榊さんじゃなく……俺？）

　人と美意識がずれているだなんて、カメラマンとしては致命的ちめいてきなんじゃないだろうか？

　明良はひとり笑えずに、ただひたすらに首を傾げていた。







「シュウってさ、もてる？」

「……なんだよ、いきなり」

　学校の帰り道、明良はシュウと肩かたを並べて歩いていた。

『万が一、その隣人りんじんがアパートに放火したのなら、また明良に危害を加える危険がある。奴やつの容疑が晴れるまで、とりあえずふたりで明良を守ってやってくれ』

　と、朝食の際に榊がシュウとユータに頼たのんだせいだ。

　ひとりでも大丈夫だいじようぶだと明良は反論したのだが、三人から完全に無視された。

『できれば俺が送り迎むかえしたいところだが、年の離はなれた俺では悪目立ちするだろうから、年の近いおまえ達に頼むよ』

　明良が通っている学校は間違まちがいなく元隣人にばれている。危険なのはその学校への往いき帰りだろうと、朝と夕方にどちらかひとりがガードするという話が勝手に決まってしまった。

　ふたりにだって仕事があるだろうと懲こりずに反論してみたのだが、逃にげてしまったケントの代わりに新たなバイトをふたり雇やとったから大丈夫だとあっさり撃退げきたい。

　そしてついさっき、明良の学校の門のところで待っていたシュウと合流したのだが、その際、一緒いつしよに学校を出た女の子達がシュウの顔を興味深げにチラチラと見ていたのが明良はちょっと気になっていたのだ。

「単純な興味。……もてる？」

「ジューススタンドにくる客からは、けっこうプレゼント貰もらったりするな」

　手は出してないけど……と、シュウはまんざらでもなさそうな顔をしていた。

（じゃあ、この顔はもしかして格好いいのかも……）

　正直言って明良は、シュウに対しては目つきがきついという印象しか持っていない。

　でも、そう。

　よくよく考えてみると、明良の美に対する基準は、幼い頃から側にいた美形の兄なのだ。

　子供の頃から大人になった今の顔まで、様々な年齢ねんれいの兄の顔が『綺麗』の見本として脳裏のうりにしっかりと焼きついてしまっている。

　そのせいで美意識が極端きよくたんに高い……というよりは片寄ってしまっているのかもしれない。

　兄以外の人に対して、綺麗だとか格好いいとか思うことは滅多めつたにないし……。

（そういえば、榊さんの顔を最初に見たとき、けっこうな男前だって思ったんだっけ）

　ということは榊は、世間的に見てかなり格好いい部類に入るのだろうか？

　なんてことを考えて歩いていたら、シュウに腕うでをつかまれて止められた。

「駅、こっちだぞ」

「あ、ごめん。元のバイト先に寄って行きたいんだ。貰い損そこねてたバイト料を受け取りに」

「わかった。つーか、かなり酷いやり口でクビになったんだろ？　いきなり行って大丈夫か？」

「たぶん、一応電話はしといたし……。あ、でもさ、万が一渋しぶられても、いきなりナイフ出して脅おどしたりするなよ」

「ナイフ？　んなことしねーよ」

　シュウは不満そうな顔をした。

「俺んときはしたじゃん。布団ふとんから出たらいきなりナイフが目の前にあったから、すっごくびっくりしたんだからな」

　最初の出会いの際の銀色のナイフの輝かがやきを思い出して、明良も不満そうな顔になる。

「あれは違ちがう。布団縛しばってたロープを切っただけだ」

「……ロープ？」

　そういえばあのとき、ポンポンと次々になにか弾はじけるような音がした。

「でも、普段ふだんからナイフ持ち歩いてるのって変じゃない？」

「変じゃねぇよ。いつもジューススタンドで段ボール開けるのに使ってるから、ケツポケットに入れるのが癖くせになってるだけだ」

　ほらこれ、とシュウがポケットから出したのは、手の平サイズのアーミーナイフだった。

　ナイフだけじゃなく、ハサミやヤスリ、マイナスドライバー等が収納された、いわゆる便利グッズだ。

「あ、そういうやつだったんだ。てっきり、喧嘩けんかの威嚇いかく用かと……」

　ごめんと謝ると、シュウは「別にいいさ」と冷ややかな調子で答えた。

　どうやら気に障さわってしまったようだ。

（失敗した）

　反省しても後の祭り、気まずいまま黙々もくもくと肩を並べて歩いた。

　木下の事務所では、ドアを開けると同時にスタッフが駆かけ寄ってきて外に押し出され、ドアの前でバイト料が入った封筒ふうとうを渡わたされた。

「これに受け取りのサインだけしてって」

　言われるままにサインをすると、スタッフはすぐに事務所の中に戻もどって行く。

　まさに門前払もんぜんばらい。バイト料をいただいたことに対するお礼を言う隙すきもなかった。

「気分悪いところだな」

　この扱あつかいにはやられた本人である明良より、つき添そいのシュウのほうがむっとしたようだ。

「榊さん家ちでのバイトのほうが待遇たいぐうも給料もいいんだし、こんなところクビになって正解だ」

　ほら帰ろうぜ、とシュウが明良を励はげますように軽く背中を叩たたく。

「うん。──帰る前に、このお金で買い物したいんだ。つき合ってくれる？」

　早く済ませろよと言うシュウを連れて、次に明良が行ったのは漆器しつき屋内の箸はし売り場だった。

「いま使ってる箸、ちょっと古くなってきてるみたいだし新調しようかと思って」

　今はみんなで同じ種類の塗ぬり箸ばしを使っているのだが、この際さいどうせならひとりひとり専用の箸にしたいと明良は考えていた。

「みんなの箸をアッキーが買うのか？」

「うん。偶然ぐうぜん知り合っただけの俺にみんな親切にしてくれたから、ちょっとしたお礼のつもり」

　何気なく交かわす朝の挨拶あいさつひとつが、孤独こどくだった明良には嬉うれしかった。

　最初の出会いは最悪だったけど、出会ってないままに火事にあってひとりで焼け出されていたら、心細さに負けて今ごろ田舎いなかの家に帰ってしまっていたかもしれない。

　ただの自己満足だけど、毎朝みんなが使う物にそんなお礼の気持ちを託たくしてみたかったのだ。

「割れるかもしれない瀬戸物せとものより、箸のほうが長持ちしそうだし。──ほら、シュウも好きなの選んで」

　促うながされたシュウが選んだのは真っ黒の塗り箸。榊には渋い漆塗うるしぬり、ユータには白木っぽい色合いの箸、そして自分には上部に青い縞模様しまもようが入ったものを選んでみた。

「自分の箸なんて、はじめてだ」

　店を出て歩きながら、シュウがぼそっと言った。

「シュウの家では、自分の箸とかお茶碗ちやわんとかって決まってなかった？」

「ないな。家うちは両親とも仕事で留守がちで、家族揃そろって食事したことなんかねぇから……。ユータは施設しせつ育ちだって話だから、やっぱりないだろうな」

「そっか……」

「アッキーは、ホントまともだよな」

「まとも？」

　なにをしてまともと言うのか、微妙びみようにわからず明良はくきっと首を傾げる。

「普通ふつうの家で、ちゃんと育てられたって感じがする」

「普通……かな？　両親は居なかったけど、その分、存在感のある祖母が居たから……」

「それで色々普通にできるのか……。俺らが榊さんに世話になりはじめた頃ころはけっこう大変だったからな」

　毎日のように佐和さんから注意されたと、シュウが苦笑くしようする。

　朝の挨拶に箸の使い方、脱ぬいだ靴くつを揃えるとか立った後の椅子いすを元に戻すとか、そういう基本的なことが全然できなかったのだ。

「榊さんの会社にバイトで入ったときも、けっこう迷惑めいわくかけた」

「会社？　ジューススタンドじゃなく？」

「聞いてないか？　最初は本社ビル内の雑用のバイトで雇ってもらったんだ。でも、それがまた全然駄目だめでさ」

　大会社の本社ビルに勤めているだけあって、社員達は高学歴高収入のエリートばかり。その下で雑用として働くシュウは、自分と彼らの違いが気になって仕方なかったのだそうだ。

　一応は社長のお声掛がかりということで一目置かれてはいたが、ただのバイトがやらせてもらえるのは誰だれでもできるような雑用ばかり、一目置かれるにふさわしい仕事は当然できない。

　世話になっているのに、役に立てない。

　それが気になって気分が荒あれた。

　徐々じよじよに苛々いらいらして、口数も少なくなった。

「俺が我慢がまんできずに爆発ばくはつする前に、榊さんが気づいてくれた。──もっとおまえらに向いてるところがあるって、ジューススタンドをそっくり任せてくれたんだ」

「ジューススタンドの仕事は楽しい？」

「まあな。最初は客商売なんか無理って思ってたけど、今はけっこうはまってる」

　シュウはジューススタンドでのことを色々話してくれた。

　試行錯誤しこうさくごしたメニューや毎日のように遊びに来る女子高生達とのやりとり。はじめてバイトを雇やとうことになって、自分がバイトの面接をしたこと。

「任せられてるんだから、責任もってやらなきゃと思ってる。やったことが自分に返ってくると、やっぱり楽しい」

　榊さんには心から感謝してるんだ、とシュウは榊への感謝を口にして話を締しめくくった。

　──それなのに……。

「随分ずいぶん、遅おそかったな」

　帰った途端とたん、玄関先げんかんさきでその榊がシュウを睨にらむ。

「あ、ごめんなさい。それ、俺のせいです。シュウは俺の買い物につき合ってくれただけ」

「一緒いつしよに……買い物？」

「ホントに買い物しただけっすよ。お茶も休憩きゆうけいもしてませんから」

　やばっといった風に首をすくめたシュウは、仕事があるんでと慌あわてて帰って行った。

「買い物ってなにを買ってきたんだ？　今日は食料の買い出しはないんだろ？」

　いつもの習慣でまずキッチンに向かう明良の後ろから、まだ不機嫌ふきげんそうな榊がついてくる。

「箸を買ってきました」

　お礼のつもりで……とシュウにしたのと同じ説明を榊にすると、早く見せろと急せかされた。

　明良は「はいどうぞ」と漆器屋の紙袋かみぶくろの中から、榊用の箸が入った箱を出して渡した。

「これ、明良が選んだのか？」

　別に珍めずらしくもない漆塗りの箸を、榊はためつすがめつして眺ながめている。

「そうです。気に入りました？」

「もちろん。嬉しいよ」

　さっきまでの不機嫌さはどこへやら、榊はにこにこと満面の笑えみを浮うかべている。

（気分屋の子供みたい）

　不機嫌なときにあたったシュウがちょっと気の毒だ。

（つき合いも長いし慣れてるかもしれないけど……）

　キッチンについた明良は、自分のやシュウ達の箸も箱から出した。

「榊さん、まとめて洗うからその箸もください」

「まとめてって……。俺にだけじゃないのか？」

　榊がまたちょっと不愉快ふゆかいそうな顔になる。

「当然です。シュウやユータにもお世話になってるし……。特に今日からは、誰かさんの命令でわざわざ俺の送り迎むかえをしてくれてるんです。これぐらいはしないと」

　誰かさん、の部分に力を込めて言うと、榊は一瞬いつしゆんぐっと言葉に詰つまった。

「……この箸で食べるから、早く夕食にしてくれ」

　仕方なさそうに箸を手渡てわたすと、今度は早く早くと明良を急かし出した。

（ホントに子供だ）

　明良は苦笑しながら料理に取りかかった。




「あーもう！　もうちょっと離はなれてくださいってば」

　料理を作りながら、触ふれるか触れないかの距離きよりで背後から料理する手元を覗のぞき込んでいる榊に、もう何度言ったかわからない言葉を口にする。

　その度たびに榊は適当な返事をしてばかりで一向に離れてくれない。

　明良もいい加減諦あきらめモードに突入とつにゆうしかかっていた。

「さっきのシュウへの態度、誉ほめられたものじゃなかったですよ」

　それでも、言うことを聞いてくれない榊への腹いせとばかりに、ちょっときついことを言ってみる。

「遅くなったのが悪い。遅くなるなら、メールすればよかったんだ」

「俺が、ですよね。シュウが、じゃないでしょう？　シュウには、俺の寄り道の時間は読めなかったんだから」

「いや、でもな……」

「シュウも可哀かわい想そうに……。榊さんはいい人だ、感謝してるって言ったばっかりだったのに、いきなり理不尽りふじんに叱しかられて」

　ぐずぐず言う榊にビシッと言うと、榊はやっぱり一瞬言葉に詰まったようだった。

「……俺に感謝ねぇ」

「なんか含ふくみのある言い方ですね」

「ん？　まあ、俺にっていうか、俺があいつらに感謝してるからさ」

「榊さんが？」

「ああ、俺が。あいつらと出会ってなかったら、今でも間違まちがったままだったからな」

「間違う？」

　よく聞くこのフレーズに、明良は首を傾かしげて榊を見上げた。

「俺はこの通りの金持ちで知能も高く地位もあってイケメンで、大概たいがいのことなら思い通りにできる特別な人間だ」

　唐突とうとつに榊が自慢じまんする。

「自分で特別って言っちゃうんですか？」

　明良は呆あきれた。

「事実だからな。──でも特別すぎてわからなかったことがある」

「わからないこと？」

「思い通りにならないことに対する憤いきどおり、金ではどうにもならない人の心や自尊心」

　権力や金、地位ある家柄いえがらに生まれた榊の周囲には、その付属物に対して忠誠を誓ちかう人間が多く集まる。

　そういう人々は、榊が自らの責務をまっとうに果たしている限り忠実だ。

　それは、ギブアンドテイクの、ある意味では正しい関係。

「だが、その輪の中から外れたところにいる人間とはそうはいかない。大企業だいきぎようのトップだとか、高貴な家柄だとか、そんなのが通用しない相手の前では、俺は榊真治という名のただの男だ。あいつらに会うまで、俺は素すのままの自分がどんなに無力なのかを知らなかった」

　会社で求められる決裁には間違まちがえることなく応こたえることができる。

　だが、道端みちばたで強盗ごうとうまがいのことをしていた少年達に出会ったとき、そいつらをどうやれば薄暗うすぐらい道端から明るい場所に移動させてやれるのかがわからなかった。

「最初は簡単だと思ったんだが……」

　ちょっとした気紛きまぐれから、叩たたきのめした少年達と二言三言言葉を交かわしてみたら、意外に馬鹿ばかじゃないことがわかった。

　もっと話をしてみて、それぞれの性格がわかるようになると次第しだいに情も湧わいてきた。

「ただの書き割りだったのが、名前を知ったことで人間になったって感じかな。で、器用に生きられずにいるあいつらに、ちょっとだけ手を貸してやろうと思った」

　自分の居る世界に連れてきて、ここがおまえ達の居場所だと言ってみたものの、清潔で明るいオフィスの中で、どうしたことか少年達の目は元通りの暗さに戻もどっていってしまう。

　その理由が榊にはどうしても理解できなかった。

　それまで榊の周囲にいた人間達は、榊に直接声をかけられ、仕事を与あたえられることを望み喜ぶ者ばかりだったからだ。

「俺は特別すぎたんだ」

　特別すぎて突出とつしゆつしすぎるあまり、自分は世間一般いつぱんの者達とはかけ離れている。

　自分がある意味ではかなりの世間知らずなのだということを、榊ははじめて自覚した。

「わからないからといって放ほうり出す気にもなれなかったから、どうしたらあいつらのためになるかを真剣しんけんに悩なやんだ。人の気持ちを思いやったのは、情けないがあれがはじめてだ」

「それで出た答えが、ジューススタンド？」

「そうだ。俺にとって居い心地ごこちのいい場所でもあいつらにとってはそうじゃない。だったら、自分達で居心地のいい場所を一から作らせてみようって考えただけの……まあ、ちょっとした思いつきだったんだがな」

「でも、成功してますよ。シュウ、すっごく感謝してましたもん」

「そうか。──だが、ひとりは失敗した」

　逃にげられたし……、と榊が悲しげに眉まゆをひそめて苦笑くしようする。

「欲張よくばったら駄目だめです」

「ん？」

「祖母が言ってたんです。なにもかも全部うまくやろうとして欲張ると、失敗ばかりが目につくからって。できるようになったひとつひとつのことをまず素直すなおに喜べって」

　それは祖母が、出来のいい兄と違ちがって、あまり成績が伸のびなかった明良を励はげますために言ってくれた言葉だった。

「明良のお祖母ばあさんは素晴すばらしい人だったんだろうな」

「そりゃあもう……。素晴らしすぎて、近所の子供達に恐おそれられてましたから」

　余所よその子供であっても礼儀れいぎ知しらずな態度を許さず、懇々こんこんと説教したり拳骨げんこつをくれたりしたせいで、説教ババアという悪名さえあったぐらいだ。

　そんな話を榊はとても楽しそうに聞いてくれていたが、

「──ん？　なにかいい匂においがするなあ」

　くんくんと、急に明良の髪かみに鼻を近づけてくる。

「ちょっ……。匂わないでくださいよ。榊さんのシャンプー使わせてもらってるんだから、同じ匂いです」

「いや、これシャンプーの匂いじゃないって……。なんだろう？」

　つむじのあたりに鼻を突つっ込んでくんくんされて、明良は思わず首をすくめる。

「う～ん、ベタだが、これがお日様の匂いって奴やつか」

「お日様って……俺、別に日光浴なんかしてませんよ」

　外を歩くのは、電車から目的地までの合計しても一時間に満たない間だけ。

　干された洗濯物せんたくものや布団ふとんの匂いがするわけがない。

「だったら、明良の身体からだに染しみついてるのかもな」

「身体に？……子供の頃ころはずっと外で遊んでたけど……染みつくものかなぁ？」

「実際に匂うんだから、そうなんじゃないか？」

　榊の顎あごがコツンと肩かたに乗り、くんくんと耳元を嗅かがれる。

　明良は軽く首をすくめた。

「……そんなに匂わないでください」

「おや？　今日は文句だけで逃げないの？」

「逃げませんよ。──だって榊さん、今日はお酒飲んでないでしょう？」

「そうだな。信頼しんらいしてくれて嬉うれしいよ」

　調子に乗ったのか、榊の腕うでが背後からふわっと明良の身体に巻きついてきた。

　ちょっとむっとした明良は、首を動かしてキッと榊を睨にらんだ。

　だが榊は、睨まれても全然懲こりず、本当に嬉しそうににこにこしている。

（こんなことして、なにが楽しいんだろう？）

　さっぱりわからないが、不思議と嫌いやじゃない。

　毛並みのいい大きな犬になつかれてる感じだ。

「信頼してますけど、その手を変な風に動かすのはなしですよ。──俺、包丁持ってますから」

　ちょっとだけ釘くぎを刺さしてやろうと、包丁を持った手にぐっと力を込めてみる。

「怖こわいなぁ」

　が、榊は変わらずにこにこ。

（……変な人）

　明良はひとつため息をつくと、包丁をリズミカルに動かした。
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　天気のいい日曜日、自分の部屋から中庭に面した廊下ろうかに出た明良は、ふと立ち止まって庭を見た。

「ちょっとだけ庭を散歩しよっかな」

　そのついでに、キッチンに飾かざる花を一輪、庭からいただこう。

（お日様の下に長くいれば、もっと匂いがつくかもしれないし……）

　ふと、そんなことを考えている自分に気づいて、ぶんぶんと慌あわてて首を振ふる。

「べ、別に榊さんのためじゃないし」

　でも、いい匂いだと言われるのは悪い気がしなかった。

　料理をしてる間、背後からそうっと抱だきしめられているのも、そう悪い感覚じゃないって思うようになってきたし……。

（でも違う！）

　単純に明るい日差しが恋こいしくなっただけだと、明良は自分に言い訳する。

「そう、ちょっとぐらいなら日焼けもしたいし」

　またしても言い訳しながら、花ばさみを探しにキッチンに向かう途中とちゆうで、来客を告げるチリリンと涼すずやかなチャイムの音が廊下のスピーカーから聞こえてきた。

「お客さんなんて珍めずらしい」

　榊は今日、珍しく休日出勤していて留守だ。

　この屋敷やしきに明良の客が来るわけもなし、主人が留守である以上、客人に応対したところでお引き取り願うしかない。

　どうせ同じことだしとシカトしたくなったが、客に対して失礼な真似まねは厳禁という祖母の教えが脳裏のうりをよぎって断念した。

「──『はい、榊でございます。どちらさまでしょうか？』──」

　手近にあるインターフォンを取って話しかけると、『アキさんですね』と向こうから聞き覚えのある声が返ってきた。

（げっ、東さんだ）

　どうしよう、と明良はその場でひとりあたふた。

　が、焦あせったところで、声を聞かれてしまった以上シカトはできないし、あの日のように化粧けしようすることもできないから、もうどうしようもない。

　明良は諦あきらめてそのまま玄関げんかんに出た。

「東さん、おはようございます」

　玄関の戸を開けてすぐ深々と頭を下げ、顔を上げて視線があったところで、

「ごめんなさいっ！」と謝ってまた頭を下げた。

「おや？　なにを謝っておられるのかな？」

（……まさか、気づいてない？）

　不思議そうに見返す東を、明良もまた不思議そうに見返した。

　もしかして男女の区別がつかないぐらい視力が落ちているのだろうか？

　明良がちょっと心配そうな顔をすると、東はふっふっと小さく笑った。

「失礼。──謝らなくてもけっこうです。先日からちゃんと気づいてましたよ。あなたが男の子だってことは」

「え!?　そうなんですか？」

「はい。お酒の席になってから、徐々じよじよに声が男性のそれになってきてましたから……。確信したのは帰り際ぎわに手を握にぎったときです。女性の手とは触さわり心地ごこちがやはり違いますからね」

　伊達だてに何十年も男をやっていませんよと、東が穏おだやかに微笑ほほえむ。

　恐縮きようしゆくした明良は、「騙だましてごめんなさい」とまた頭を下げた。

「あの……榊さんもちゃんと謝るつもりでいますから……。夏になったら、東さんの好物の桃ももを手みやげにして謝りに行くって言ってます」

「桃ですか。それは嬉しい。そのときは、是非ぜひおふたりでいらしてください。地元の名所を私が案内してさしあげます」

　穏やかに言った東は、手に持っていた風呂敷包ふろしきづつみを明良に手渡てわたした。

「あの……これは？」

「真治さまにと妻が仕立てた夏物の着物です。それとアキさんには、私の妻が得意な料理の調理法をしたためたノートを……。真治さまが一度口にして美味おいしいとおっしゃってくださった料理ばかりが書いてあるはずです」

「榊さんの好物？」

「はい。妻の味も、どうか覚えてあげてください」

　そう言われた途端とたん、明良は手の中の風呂敷包みがずしっと重みを増したような気がした。

「ど、努力します。──あ、玄関先げんかんさきなんて失礼でしたね。榊さんはお仕事で留守ですが、どうぞお入りください」

　一歩脇わきにずれて、さあと勧すすめたが東は中に入ろうとはしなかった。

「いえ、今日はここでけっこう」

　隠居いんきよ友達と観劇に来たついでに立ち寄っただけで、友達が乗ったタクシーが表で待っているからと、東は軽く会釈えしやくしてあっさり帰って行った。

「……よかった……のかな？」

　男だとばれてもガッカリされなかったのだから……。

　明良はホッと一息吐ついた直後、違ちがう！　と息を吞のんだ。

　ふたりで遊びに来いってことは、男の明良が榊の恋人こいびととして認定にんていされてしまったってことなんじゃないだろうか？

（東さんって、心広すぎ）

　男の婚約こんやく者でもいいなんて……。

　でも、榊の本命は明良じゃない。

　だから、依然いぜんとして噓うそをついたままだってことになるわけで。

「失敗した」

　もっと早く気づいていれば、違うと否定することもできたのに……。

　後悔こうかいしたところでもう遅おそい。

　ここはやっぱり、榊に桃持参で謝りに行ってもらうしかない。

（……いっそ、ふたりのほうがいいのかな）

　ちゃんとゲットした本命を改めて榊が連れて行けば、驚おどろきはしてもそれはそれでうまくいくかもしれないし……。

（榊さんの本命って誰だれなんだろう？）

　不意にそんな疑問が脳裏をよぎった。

　今までは、そんな下世話な好奇心こうきしんには簡単に蓋ふたができてたのに、どうしたわけか好奇心が止まらなくてついつい考え込んでしまう。

（俺で間違まちがったんだから、俺に似たタイプ）

　目つきが鋭するどいシュウと目がまんまるの明良とはタイプが違う。

（だとしたら、ユータ？）

　最近ではお互たがいの服を取り替かえっこして着てるぐらいだから、体格はさほど変わらない。

　美意識がずれている明良の目から見ても愛嬌あいきようがある顔に見えるんだから、普通ふつうの人の目から見るとユータはけっこう可愛かわいいんじゃないだろうか？

（いや、でも違うか……）

　明良が知っているのは、屋敷の中にいる榊だけ。

　大会社の社長だという榊の世界はもっとずっと広い。

　知り合いだって、きっと数え切れないぐらいいるはずだ。

　本命は、そんな大量の人々の中にいる。

　榊の一部分しか知らない明良がいくら考えたところで無駄むだ、探し出せるわけがないのだ。

（俺なんか、ただのおさんどんを兼かねた居候いそうろうだし……）

　なんとなくため息がこぼれた。







　その後、明良は沈しずんだ気分のまま、貰もらったノートのレシピをただ眺ながめて過ごした。

（……これも美味しそう）

　佐和さんの料理は素朴そぼくな家庭料理風だが、東の奥さんのレシピはそれなりに高級素材を使った和洋折衷わようせつちゆうな料理だ。

　その差がなんだか面白おもしろい。

　キッチンの大きなテーブルに座っていた明良は、不意に鳴った携帯けいたいにビクッとした。

　誰からだろうと見ると、榊の携帯からだった。

　出るといきなり夕食の支度したくはしてるか？　と聞かれ、まだと応こたえると、だったら外に食べに行こうと誘さそわれた。

　この間の箸はしのお礼だと榊が言う。

　それじゃあ、白ヤギさんの手紙だと思ったが、そっちに迎むかえの車をやったから急いで支度して玄関先に出ているようにと指示されると気分が昂揚こうようした。

　どんな贅沢ぜいたくでもできる人が、明良が選んだ市販しはんの安物の箸を喜んで使ってくれている。

　その上、さらにお礼だなんて……。

（どんだけ喜んでくれたんだ？）

　こんなに感謝されて嬉うれしくないわけがない。

　明良は浮うき浮きと出掛でかける支度をはじめた。




　迎えに来た黒塗くろぬりの車に乗って送り届けられたのは、明良もテレビの特集で何度か見たことがある大人向けの複合施設しせつとして有名な一帯だった。

（ここが、榊さんが管理してるところなんだ）

　きょろきょろしていた明良は、迎えに来てくれた人に促うながされ、ここの中心地でもある超高層ちようこうそうビルの関係者用のエレベーターに乗って上層階に上がった。

　どうぞと案内された部屋に入ると、榊が待っていた。

「思ったより早かったな」

　重厚じゆうこうなデスクの前に座って仕事していた榊は、明良を見ると相好を崩くずして立ち上がった。

「わっ、榊さん、ちょっとストップ！」

「は？」

　榊はデスクに片手をついて立ち上がった状態で、ぴたっと止まった。

（格好いい。まんまセレブだ）

　少しだけネクタイを緩ゆるめ上着のボタンを外しているが、髪かみをきちっと整え、ビシッとした三つ揃ぞろえのスーツ姿。

　重厚なデスクのある天井てんじようの高いＶＩＰルームに佇たたずむその姿は、文句のつけようのない大企業だいきぎようの若きトップの姿だった。

　朝は明良のほうが先に家を出るし、夕方も榊のほうが帰宅が早いので、榊の完全なスーツ姿を見たのはこれがはじめてだ。

「ちょっ、ちょっと待っててください。すぐに写メ撮とるから……。ああ、もう。こんなことならカメラ持ってくればよかった」

　自分の不首尾ふしゆびを愚痴ぐちりながら、パシャッと携帯で撮影さつえいする。

「明良が写真を撮るのをはじめて見たな」

　請こわれるままにじっとしていた榊は、優やさしい視線を明良に向けた。

「そう……ですね。最近、学校でしかカメラ弄いじってないから……」

　これは、ちょっと噓だ。

　明良がカメラに興味を持ったのは、死んだ父親がカメラマンだったことと、華道かどうの先生をしていた祖母に頼たのまれて、祖母が活いけた生け花を教材用として写真に収めていたことからだ。

『明良が撮ると、花が活き活きして綺麗きれいに見えるね』

　そんな祖母の誉ほめ言葉に気分をよくして、俺もカメラマンになると高校時代に宣言した。

　が、祖母の死後、生け花を撮る習慣が絶え、誉めてくれる人がいなくなると、明良のカメラに対する熱意は徐々じよじよに薄うすれていった。

　それでもカメラマンになると元気いっぱいに宣言した手前、引っ込みがつかずに上京してしまったが、隣人りんじんトラブルには遭あうし専門学校では周囲に溶とけ込めずと辛つらいことばかり。

　実を言うと、あのボロアパートに引っ越こした時点で、明良はカメラに対する興味を失いかけていたのだ。

　だからプライベートでは写真の一枚も撮っていなかった。

　でも今は、ここにちゃんとしたカメラがあればいいのにと切実に思う。

「きっと、いい被写体ひしやたいがいたから撮りたくなったんだ」

　思ったことをそのまま口に出すと、「いい被写体って、俺か？」と榊が嬉しそうな顔をする。

「はい。セレブな大企業のトップって感じがして、すっごく格好いいです」

「感じって……。一応、ホントにトップなんだが」

　榊が苦笑くしようする。

「ですよね。でも榊さんって、そのときそのときで感じが違ちがうから……」

　最初に会ったときは、ロングコートをひるがえして歩み寄ってくるその姿がインテリヤクザかはみ出し者の刑事けいじっぽく見えたし、家に居るときの堂に入った和服姿は高級料亭りようていか呉服ごふく屋のインテリ若旦那わかだんなっぽく見える。

「どの格好もぴったりはまっててよかったし、俳優になったら絶対に成功するんじゃないかってずっと思ってたんですよ」

「俳優か……。悪くないな」

　コスプレっぽいのは嫌きらいじゃない、と榊が顎あごに指を当てニヤリと笑った。

（ああ、なるほどね）

　日替ひがわりで違うお洒落しやれ眼鏡めがねをかけていたり、場にそぐわない派手なロングコート姿で現れたりしたのはそのせいだったのか。

　自分が着せられた振ふり袖そでもコスプレの一種みたいだと、明良はちょっとおかしくなった。

「ま、今やってる仕事も俳優みたいなもんだがな」

「そうなんですか？」

「ああ。みんなが望むような企業きぎようトップを常に演じてやってる。少々傲慢ごうまんだが、有能で先見の明がある確かな血統の御曹司おんぞうしさまだ。──そう考えると、これも天職なんだろうな」

　榊はデスクから手を離はなすと、「さて、食事に行くか」と明良の肩かたにそうっと手を回した。







　なにが食べたい？　と聞かれて、明良は迷わず中華ちゆうか料理を所望しよもうした。

　さっき見ていた東の奥さんのレシピの中に中華料理があったのだが、生憎あいにくと明良はきちんとした専門店の中華料理を食べたことがなかったから、レシピを見ても味のイメージがどうにもつかめなかったのだ。

　いいチャンスだから、この機会に味を覚えておきたい。

　明良の望みを聞いた榊が部屋を出る前に電話一本入れただけで、店の入り口で責任者らしき人に出迎でむかえられ個室に案内された。

　小籠包シヨウロンポウにフカヒレの姿煮込すがたにこみ、海鮮かいせんあんかけのお焦こげ等々……興味のあったメニューをしっかり満喫まんきつする。

　食べながら、日中に東が来たときの話をすると、榊は悪戯いたずらがばれた子供のように気まずそうな顔になった。

「まさか、あれで男だとばれるとは思わなかったな。さすが年の功」

「伊達だてに何十年も男をやってないって言ってました」

「それは恐おそれ入った。──で、夏にふたりで遊びに来いって？」

「言ってましたけど……。俺、行きませんからね」

「どうして？　学校だって夏休みぐらいあるだろう。避暑ひしよを兼ねて一週間ぐらい旅行しよう」

　旅費は全部俺が持つから、と当たり前のように言う。

（出た。お金持ち発言）

　たまたま窮状きゆうじようを救った勢いでおさんどんのバイトを与あたえただけの他人を、避暑にまで連れて行くだなんて普通ふつうじゃ考えられない話だ。

　明良は「旅費の問題じゃないんです」と苦笑した。

「女だって噓うそはばれちゃったけど、榊さんの婚約こんやく者的存在だって噓はばれてないみたいなんですよ。俺が一緒いつしよに行っちゃったら、その噓をまた上塗うわぬりすることになっちゃうでしょう？　だから一緒には行けません」

「噓か……」

　榊は、少し悲しげな顔で考え込みながら、手の平で首の後ろをごしごしと擦こする。

「そうだな。噓は駄目だめだな。……先に東の誤解を電話ででも解いておく。その上で一緒に行くってのはどうだ？」

「それならいいですけど……。でも、わざわざ避暑に行くんなら、ひとりのほうが気が休まるんじゃないですか？」

「そんなことはない。話し相手がいたほうが楽しいさ」

「そうですか……。じゃあ、とりあえず考えておきます」

　夏休みまではまだ間がある。

　その間にどう状況じようきようが変わるかわからないから、明良は確約を避さけた。

（たぶん、その頃ころには兄ちゃんから連絡れんらく入ってるだろうし……）

　いくらなんでも余所よそさまの好意に甘えるにもほどがあると兄からは反対されそうだ。

　それに、榊が本命をゲットする可能性だってある。

（そうなったら俺は、食事を作る以外のことでは用無しだ）

　話し相手としてはお役御免だろう。

　そのときになってガッカリしないよう、あまり期待しないほうがいい。

「実を言うとプレゼントもあるんだ」

　デザートの果肉入りマンゴープリンを、ふむふむと味の分析ぶんせきをしながら食べていた明良に、榊が話しかけてくる。

　明良は、榊から紙袋かみぶくろを手渡てわたされた。

「プレゼントって……どうして？」

　お礼としてプレゼントした箸はしのお礼として食事を奢おごってもらうのも変な話なのに、これ以上のプレゼントを貰もらうのはもっと変だ。

「いいから、中を見てみてくれ」

　いぶかしげに袋ふくろを眺ながめる明良に、榊が言った。

　釈然しやくぜんとしないながらも袋に手を突つっ込んで、梱包こんぽう材でグルグル巻きになっていた中味を取り出してみる。

　梱包材を丁寧ていねいに取り除くと、中から出てきたのは見覚えのあるカメラだった。

「これ……ライカのＭ３型だ」

「明良が大切にしていた物だったんだろう？　燃えてしまった物は復元できないが、同型の物なら手に入れられるからな」

「わざわざ探さがしてくれたんですか？」

「わざわざってほどじゃない。アンティークや中古のカメラを取り扱あつかってる店に電話したら、一発で見つかったから」

　自分で電話をしたのならやっぱりわざわざだ。たまたま見つけるのとは違う。

（気にしてくれてたのか……）

　榊には、焼失しようしつしたライカが父親の形見だとは話していない。

　ただ、講師でもありバイト先の雇やとい主でもあった木下に請こわれても手放せないぐらいに大事にしていた品だと説明しただけだ。

　形見の品だと知っていたら類似るいじ品を探したところで無駄むだだと考えただろうが、それを知らなかった榊は、明良の大切な宝物の代わりにと同じ形の物を用意してくれたんだろう。

（これ、いくらぐらいするんだろう？）

　お金持ちの榊にとってはアンティークカメラの金額なんて気にもならないだろう。

　値段より、自分で探そうと考えてくれた好意のほうにこそ、きっと価値がある。

（榊さんって、やっぱりいい人だ）

　酒癖さけぐせが悪くて、ちょっとだけ人の感情に鈍にぶいところはあるけれど、それでも人の心をくみ取ろうとする努力は惜おしまない。

　本当に優やさしい人だ。

「ありがとうございます。俺、凄すごく嬉うれしいです」

　明良は、自分のための好意を素直すなおに受け取ることにした。

「よかった。……ああ、でもちょっとばかり傷があるんだが、かまわないかな」

「傷？」

　明良は、くるっとライカを動かして眺めた。

　その底部を見た途端とたん、ただでさえ大きな目がもっと大きく見開かれる。

「これ、なんで……？」

　ライカの底部には、見覚えのある手書きの数字が彫ほり込まれていた。

「どうした？」

「このライカ、俺のです」

「は？」

「この傷が証拠しようこなんです」

　明良はライカの底部を示しながら、このライカが実は父親の形見だったことを告げ、その父親にとってはカメラの師匠ししようの形見であったことを説明した。

「この数字、そのカメラマンの娘むすめさんの誕生日なんです」

　取材で海外にいるときに生まれた娘で、知らせを受けたときには生まれてから既すでに日数が経たっていた。仕事とはいえリアルタイムで出生を喜んであげられなかったことを悔くやんだカメラマンは、これからの娘の誕生日には、電話や手紙や電報、どんな手段を使ってでも絶対に生まれてきてくれて嬉しいと思う気持ちを伝えようと誓ちかい、その誕生日を大事なカメラに刻んだ。

　そんな逸話いつわがあることを話すと、榊は形のいい眉まゆをギュッとあからさまにひそめ、手の平で首の後ろを擦りはじめた。

「貴重な品だったんだな」

「はい。実はそのせいで木下先生もこれを欲しがってたんです。……でも、なんでこれがここにあるんだろう？」

　あの日、火事で焼失したはずなのに……。

「もしかして、泥棒どろぼうに入られた？」

　あの夜、明良はシュウとユータに布団ふとんごとグルグル巻きにされてアパートから連れ出された。

　当然施錠せじようはしていないし、ドアだって蹴破けやぶられたままだっただろう。

「……それしかないだろうな」

　榊は眉をひそめたまま、首の後ろから手を離はなした。

「どんな奴やつがこれを売りに来たか、これを買った店に聞いてみるよ」

「あの……もしかしたら、他ほかのカメラも売られてるかもしれないですよね？」

「他の？」

「普通のデジカメなんですけど……。祖母から買ってもらった大事なカメラがあったんです」

　商品名を告げ、もしもライカと同時にそれも売られていたら買い取ってもらえないかと頼たのむと、榊は快く応じてくれた。

「偶然ぐうぜんとはいえ、これを手に入れられたのは幸運だったな」

「ホントに……」

　明良はライカを撫なでて久しぶりの感触かんしよくを楽しんだ。

「他の人の手に渡わたってたら、二度と取り戻もどせないところでした。……っていうか、そもそも盗ぬすまれたのが幸運だった？」

　明良がぼそっと呟つぶやくと榊が苦笑くしようする。

「盗まれもせず、火事にもなってなければ……とは考えないのか。──明良はいい子だな」

　榊はなぜか、酷ひどく疲つかれたようなため息をついていた。







　その後、屋敷やしきに戻って、キッチンのテーブルで珈琲コーヒーを飲んで人ひと心地ごこちつくと、榊は「さて……いるかな」とやたらと気が重そうに東の家に電話をかけた。

　日帰り観劇だったらしく、東はちょうど家に帰ったところだった。

　明良の見ている前で、榊が「実は……」と、あの日のことはなにもかも全部が噓だったことを白状する。

　明良が男なのはもちろん、恋人こいびとでもなく、住み込みで食事作りのバイトをしてもらっているだけの関係なのだと……。

「俺が無理に頼んだんだ。彼には佐和さんと同じようなことをしてもらってるんだよ。俺が世話してる奴らとも仲良くしてるし……」

　事実を告げられた東が、電話口の向こうで怒おこっている声がした。

「ごめんごめん。悪かったって……。いや、悪気はなかったんだ。東が俺のことで気を病やんでるのが可哀かわい想そうになったものだから……。はいはい、悪かった悪かった」

　榊が苦笑しながら何度も謝る。

「夏になったら、謝りがてらふたりで遊びに行くから……。ああ、そうだ。美味うまい桃ももを持って。……おい、腹こわしても知らないぞ」

（ふたりで？　それって俺のことだよな。そんな約束をしちゃっていいのかな）

　もしも本命をゲットできたら、どうするつもりなんだろう。

　そのときは三人で避暑ひしよに出掛でかけることになるのか？

　榊はお金持ちだから、何人増えようとたいして気にならないのだろうが……。

（俺は、嫌いやだな）

　榊に恋人ができて、いちゃついてるふたりを眺めながらの避暑なんて真っ平だ。

（そんなの、避暑じゃなくて拷問ごうもんだ）

　そんなことを考えている自分に気づいて、明良はくきっと首を傾かしげる。

（なんで拷問？）

　人の幸福を妬ねたむような趣味しゆみはないけど……。

「──東の奴、背負しよい子に背負えるだけ桃を持ってこいとさ」

　通話を終えた榊が明良に微笑ほほえみかけてくる。

「背負い子？」

「知らないのか？　昔の行商人が大きな荷物を背負って運ぶために使っていた道具だ」

　こんな感じの……とテーブルに指で図を描かきながら、明良に色々説明してくれる。

（榊さん、楽しそう）

　この屋敷に来てから、榊はいつもこうして楽しげに接してくれていた。

　最初の日こそとんでもない真似まねをやらかしてくれたけど、あれ以降は明良を怯おびえさせないよう、それなりに気を遣つかってくれているようだし……。

（俺、凄く大事にしてもらってたんだ）

　榊がなにくれとなく気を遣って守ってくれていたから、ここでの生活は明良にとってなんの不足もなく満足できるものだった。

　常識で考えれば、他人の家に厄介やつかいになっている以上、なるべく早く出て行く方法を模索もさくすべきところだ。

　それがわかっていても行動に移さずにいるのは、ここがあまりにも居心地がよすぎるせい。

（ずっと、ここにいたいなぁ）

　そう思った途端、明良は胸が苦しくなった。

　ずっといたいここは、この屋敷の中じゃない。

　榊の優しい視線が向かう場所だ。

　にこにこと楽しげに微笑む榊に、大切に見守っていてもらえる場所。

　榊が本命を手に入れた暁あかつきには、この場所はその人のものになる。

　明良はその脇わきで、榊の優しい視線が自分以外の人に向けられるのをただ見ていなければならない。

（ああ、そっか……。だから、拷問なんだ）

　明良はやっと気づいた。

　榊の視線を独り占じめしたいと思っている自分に……。

（俺、榊さんが好きなんだ）

　恋心こいごころと呼ぶにはまだ淡あわすぎる感覚なら今まで何度か経験しているが、恋だと意識するまでの感情ははじめてだ。

　恋をしているというどきどき感を感じる間もなく、失恋しつれんの痛みに胸が苦しくなる。

　他の人を好きだと最初からわかっている人を好きになるなんて大失敗だ。

　今いるここは、自分が本当の意味では決して手に入れられない場所なのに……。

（そういえば俺、榊さんの部屋がどこなのかも知らないんだっけ）

　いつも顔を合わせるのはキッチンばかり。

　朝は勝手に起きてくるし、夜もおやすみなさいとキッチンの前で別れる。

　特別に用があるときは、インターフォン。

　この広い屋敷にいったいいくつの部屋があるのかも知らないし、榊がどのスペースで寝起ねおきしているのかも知らない。

　そう思うと、この広い屋敷は榊が生きている世界の縮図のように思えてくる。

　明良が知っているのは榊のごく一部分で、それ以外のことはなにも知らない。

　大企業だいきぎようのトップとしての榊が生きている世界。

　私人としての榊が友人達と過ごす世界。

　それがどんな場所なのか、どんな人達が側にいるのか。

　そして、本当はどんな人を愛しているのかも……。

（……なんか寂さびしい）

　いつの間にか忘れてしまっていたあの孤独こどく感が、すうっと自分の心に忍しのび寄ってくる気配を感じて、明良は小さく身震みぶるいした。
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「意識しないで、いつも通りに過ごしてくれればいいよ」

　明良がそう頼たのんでも、カメラを向けられるとやっぱり意識してしまうようだ。

　女子高生達は、わざとらしく髪かみを弄いじっては可愛かわいげな表情を作ったりしている。

（とうぶん駄目だめかな）

　明良はその場から移動して庭園に出ると、ちょっと離はなれた場所にあるベンチに座った。

　明良の視線の先には、野外のテーブル席に座った三人組の今時の女子高生、さらにその向こうには大きな建物に併設へいせつされたシュウとユータがやっているジューススタンドがあった。

　すぐ側には、榊が経営する複合施設しせつ内でも一番大きな公園への出入り口がある。

　公園内を散策する人々だけじゃなく、施設内で働く職員も立ち寄っていて、客足が途切とぎれないところを見ると、ジューススタンドはけっこう繁盛はんじようしているようだ。

　最近明良は、学校が終わると直接ここに来る。

　元隣人りんじん対策としてシュウとユータに送り迎むかえしてもらっていたが、ふたりの負担を思うと甘え続けるのも悪いような気がして、少しでも負担を減らせればと、この施設内でバイトしているという同級生を見つけて一緒いつしよにここまで来るようにしたのだ。

　最初のうちこそシュウとユータがここから榊の屋敷やしきまで交代で送ってくれたけど、最近は明良のためにわざわざ帰宅時間を遅おくらせた榊が送ってくれるようになっていた。

　今日は珍めずらしく仕事が押しているとかで少し迎えが遅れるから、その間明良は学校の課題として提出するための写真撮影さつえいにいそしんでいる。

（そろそろいいか）

　距離きよりを開けたことで明良の存在を意識しなくなった女子高生達を、ファインダーで覗のぞく。

　ズームしていくと、ジューススタンドで働くシュウ達の姿をぼけっと（本人達はうっとりだと言い張っているが）見つめている横顔がくっきりしてくる。

（……可愛いな）

　大好きな対象をただじっと見つめている。

　そのひたむきさが、とても可愛いと思う。




　榊からライカをプレゼントして貰もらった翌日、明良は祖母から買ってもらったデジカメも追加でプレゼントしてもらっていた。

　明良の部屋に入った泥棒どろぼうは、明良が所持していたカメラ三台を同時に売りに出していたようだ。学校指定の一眼レフは既すでに売れた後だったが、祖母のデジカメはもはや型落ちということで売り物にならず、廃棄はいき処分待ちだったのだ。

　まさに危機一髪ききいつぱつだった。

　それ以来、明良は祖母のデジカメを持ち歩くようになり、写真も頻繁ひんぱんに撮とるようになった。

　スプリンクラーの水がキラキラ光る眩まぶしい朝の庭、口いっぱいに朝ご飯を頰張ほおばって美味おいしそうな顔をするユータ、ジューススタンドで客の相手をするシュウの珍しく柔やわらかい表情。

　一番多いのはもちろん榊の写真だ。

　休日になると、コスプレ好きな榊は、明良が頼んでもいないのに勝手に何度も着替きがえて、目の前をわざとらしく横切って行ったりする。

　そのわざとらしさがおかしくて明良がつい撮影しながら笑ってしまうものだから、古いデジカメの手ぶれ補整では追いつかずにぶれた写真ばかり撮れて困りものだ。

　そんな風にして撮った何枚もの写真を学校の機材で出力しているのを見た友達や講師に、いい表情を捉とらえていると誉ほめられたりもした。

　その言葉は、明良にほんのちょっとだけ自信をくれた。

（美意識がずれてても、写真は撮れるよな）

　綺麗きれいな顔を撮るんじゃなく、いい表情を撮ればいいんだから……。

　そして今日は、学校に提出用の写真を学校で斡旋あつせんされたデジタルの一眼レフで撮影すべく頑張がんばっている最中だった。




（──今だ）

　身を乗り出した女子高生達が、テカテカに光らせた唇くちびるを三人揃そろって『あっ』と言っているような形にした瞬間しゆんかんを狙ねらってシャッターを切った。

　その後にカメラをジューススタンドのほうに向けると、手が滑すべって買ったばかりのジュースを床ゆかに落とした子供がいる。

　慣れているのかシュウがそれをさっと片付け、最近バイトで入ったおばさんがスタンド内から外に出ると、子供の目線にあわせてしゃがんでから新しいジュースを子供に手渡てわたしている。

　そんな、なんだかほのぼのした光景を何枚か写真に収めた後、またゆっくりとカメラの方向を変える。

　カメラを公園の歩道に向けると、画面の中にやたらと派手なスーツ姿の榊が飛び込んできた。

（うわっ、なんて気障きざな）

　藤色ふじいろのシャツに白のスーツ、スーツの胸ポケットにはご丁寧ていねいにシャツと同色の薔薇ばらが飾かざられていて、かけている眼鏡めがねのレンズもうっすらと藤色だ。

（なんでこれで格好いいんだろう？　他ほかの人がやったらきっとお笑いなのに……）

　こっちに向けて軽く手を振ふる榊を捉えたまま何度かシャッターを切ってから、明良はカメラを膝ひざの上に置いた。

　なんとなくあたりを見渡みわたすと、周囲の人々が榊に視線を向けているのがわかる。

　それも派手な服装に驚おどろいたというよりは、ほうっと見とれるような視線だ。

（じゃあ、やっぱり榊さんは誰だれの目から見ても格好いいんだな）

　ふふんと、明良は意味もなく得意な気分になっていた。

「待たせて悪かったな」

「そうでもないですよ。課題の写真撮ってたし」

　歩み寄ってきた榊に話しかけられ、明良は立ち上がった。

「どれどれ、見せてみな」

　明良は、カメラの裏側の液晶えきしよう画面にさっき撮った女子高生達の写真を出した。

　榊が当然のように背後に立ち、明良の肩越かたごしに画面を覗き込んでくる。

　明るい外にいるせいで画面が見えにくかったのか、榊はカメラを持つ明良の手ごと摑んで角度を調整した。

（わっ、触さわってる）

　触られたところが、なんだかじんじんして熱い。

　明良はひとりでどきまぎした。

　恋こいを自覚した日はけっこう凹へこんだけど、すぐに開き直った明良ははじめての恋のどきどきを楽しむようになった。

　前向きに考えるなら、望みのない恋なんてとっとと捨てて、新しくやり直すべく榊からの自立計画を立てるべきなのだろう。

　でも今回に限って前向きな計画性はポイだ。

　今まで何度も計画を立ててきたが、どうせどれもうまくいってないんだから無駄むだなこと。

　榊から離れて寂しい思いをするにしても、ぎりぎりまで粘ねばりたい。

　榊の影響えいきよう力が届く居い心地ごこちのいいこの場所は、いずれ誰か他の人のものになってしまうってことだってちゃんとわかってる。

　その人を紹介しようかいされたときにちゃんと笑って祝福できるようにしたいとも思ってる。

　だから今は、恋をしている楽しさに没頭ぼつとうしていたい。

　楽しい気持ちやどきどきした記憶きおくを、まるで写真のようにひとつひとつ胸に写しておくのだ。

　そしていつかこの場所をなくしたら、それを眺ながめてこの気持ちを大切に思い出す。

　片思いであっても確かに幸せだったのだと、今のこの日々の記憶に胸を温めながら……。

「……どうです？」

　どきどきしながら、軽く首を動かして榊の顔を見る。

　榊は目を細めて微笑ほほえんでいた。

「変な顔だが、なんか妙みように可愛いな」

「でしょう？　『あっ』て身を乗り出した感じがすっごくよかったんです」

　子供の母親がすぐ側にいなかったら、きっと「ぼく、大丈夫だいじようぶ？」と三人で駆かけ寄って行ったんじゃないだろうか？

　そんな感じがして、凄すごく微笑ましい。

「さっき俺を撮っただろう？　それも見せて」

　早く、と急せかされた明良は、ぴっぴっと画像を入れ替かえた。

「ここからですね。……感想は？」

「うん。いい」

　ぴっぴっと何枚か撮った榊の写真を見せると、榊が嬉うれしそうな声で応こたえた。

「自画自賛だ」

「違ちがう。俺がイケメンなのは事実だからそんなの今さらだ。確かめたかったのは、明良の目線で見た俺がどんな風なのかってことだ」

「俺の目線？」

「そう。いつも自分で思うよりずっと柔らかい表情で写ってる。けっこうホッとしてるよ」

（なんで？）

　どうしてそこでホッとするんだろう？

　明良がくきっと首を傾かしげていると、榊の手がそうっと明良の肩かたに触ふれた。

「そろそろ家に帰ろう」

「はい」

　深く頷うなずいて、ふたりで駐車場ちゆうしやじように向けて歩き出す。

「今日は買い物は？」

「ないです。一昨日おととい仕込んだ鰆さわらの西京漬づけがそろそろ食べ頃ごろなんで」

「西京漬けか、酒のつまみにいいんだよなぁ」

　ぼそっと思わず口に出した後で、榊がしまったと言わんばかりに口を押さえる。

　その仕草が子供みたいで、明良はちょっと笑ってしまった。

「飲んでもいいですよ」

「おっ、ホントか？」

「はい。でも、酔よっぱらわない程度に……。そうだな、日本酒一合まで」

「せめて二合」

「え～、大丈夫ですか？」

「大丈夫だ。一升しようだって飲めるんだから」

「飲めるのと、酔わないのは違いますよ」

　ちろっと横目で見ると、榊は肩をすくめた。

「普段ふだんは一升飲んだってさして酔わないんだ。ザルだから」

「だったら、なんであの夜は酔ってたんですか？」

「さて、なんでだろうねぇ」

　榊はため息混じりにそう言うと、ちょっと歩調を速めて先に行く。

　車が見えるところまで来たから、先に行ってあらかじめ明良のためにドアを開けてくれようとしているのだ。

　なんとも完璧かんぺきなエスコートぶりだ。

（あの格好でやられると、なんか妙に照れるな）

　花嫁はなよめを待つ花婿はなむこか、客を案内している高級ホストかって感じだ。

　明良は首に下げたままだったカメラを持ちあげ立ち止まると、助手席のドアを開けて待つ榊の姿に向けてぱちり。

　素敵すてきな被写体ひしやたいが側にいるとどうしたって撮とらずにいられない。

　毎日大忙おおいそがしなのだ。




「今日はずっとその格好で仕事してたんですか？　朝は普通ふつうのスーツだったような気がするんですけど」

　屋敷やしきに向かう車の中で運転席の榊に聞いてみた。

「パーティーに出席したから、途中とちゆうで着替きがえた」

「あ、だったらお酒飲んでるんじゃないですか？」

「大丈夫だ。明良を乗せるのに飲酒運転するわけにはいかないだろう。──それに、はじめの挨拶あいさつだけしてとっとと抜ぬけてきたし」

「抜けてきた？」

「ああ。あんまり明良を待たせるわけにいかないからな」

「……え？　俺？」

（そんなんでいいのかな？）

　ただ食事を作るだけのバイトをしている居候いそうろうのために仕事の場から抜け出すなんて……。

　気になって、大丈夫なのかと聞いたら、平気だとあっさり。

「ああいうパーティーは俺の名前で花を贈おくるだけでも大丈夫なぐらいだ」

「それならいいですけど……」

（あれ、でも……）

　よくよく思い返してみると、明良が住み込んで夕食を作るようになってからというもの、榊は毎日夕方には家に帰ってきていた。

　普通のサラリーマンでさえ接待営業とかあるのに、あれだけの大企業だいきぎようのトップに一ヶ月以上も夜の接待の誘さそいがないとは思えない。

　やっぱり気になって聞いてみたら、断ってるからとあっさり。

「断ってるって、なんでですか？」

「料亭りようていで酒を飲むより、明良との夕食のほうが楽しいから」

　断り切れない誘いには代理人をやってるから問題ない、と榊が言う。

（俺のほうが……楽しいだって）

　天にも昇のぼる心地ここちとはこのことだ。

　すっかり嬉しくなった明良は、こっそり微笑む。

　どっきどっきと異常に脈打つ鼓動こどうが榊に聞こえないかと心配なほどだ。

　やがて屋敷に着き、駐車場に車を収めた榊はエンジンを止とめた。

「はい、到着とうちやく」

　早く夕食にしよう、と言いながら車を降りかけ、ふと助手席の明良に顔を近づけてくる。

「な、なんですか？」

「熱でもあるのか？」

「はい？」

「顔、赤いぞ」

　大丈夫かと聞かれて、明良は慌あわてて両手で頰ほおを押さえた。

（しまった）

　皮膚ひふが強くなって日焼けでは赤くならなくなっても、上気すればやっぱり頰は赤らむのだ。

　どうしようと悩なやんだ明良は、ついうっかり「きっとさっき、公園で夕焼けに晒さらされたからです」と間抜まぬけな言い訳をした。

「夕焼け？」

　さすがに榊はきょとんとした顔をしている。

「はい。子供の頃ころ、祖母に言われたんです。おまえの髪かみや頰が赤いのは夕焼け色に染まったせいだって……。ばあちゃんの言いつけを守らず、いつまでも外で遊んでるのが悪いって」

「それ、信じた？」

「……はい。まだ子供だったし……。これ以上夕焼けに焼けて赤くならないようにって、日傘ひがさを持って遊んでました」

　そこまでしても、その頃は外で遊びたかったのだ。

　その後、それを祖母に目撃もくげきされて大笑いされたが……。

「今も信じてる？」

「…………信じてません」

　渋々しぶしぶながら応えた途端とたん、榊がげらげらと大爆笑だいばくしようした。

（やっぱり笑われた）

　なんでよりによって、こんな間抜けな言い訳を口に出してしまったのか……。

　笑い終えた榊は、明良の顔を見て「さっきよりもっと赤くなってる」と微笑ほほえむ。

「で、熱は？」

「ないです」

　これ以上赤くなった顔を見られないよう、明良はプイッと顔をそらした。

「じゃあ、どうして赤くなってるんだ？」

「つ、追及しないでください」

「そう言われてもね。ほら、もしも病気だったら心配だし」

　やけに楽しそうな声が耳元に聞こえる。

（……うわっ）

　微かすかな吐息といきを首筋に感じて、明良は真っ赤になったまま思わず硬直こうちよくした。

「に、二合でもいいですよ」

「え？」

「お酒。二合飲んでもいいですから、早く車から降りてください」

　手の平で手触てざわりのいい白いスーツをぎゅうっと押すと、榊の身体からだは意外なくらい簡単に押し戻もどされてくれた。

　そして、そのまま運転席から降りていく。

（よかった）

　安心してホッとしたのもつかの間、助手席のドアが外から開けられる。

「どうぞ」

「……どうも」

　なるべく顔が見えないように俯うつむいて降りると、榊が小さく笑った気配がした。

　上目遣うわめづかいにそうっと顔を見ると視線が合う。

「明良は本当に可愛かわいいなぁ」

　目尻めじりを完全に下げている榊の頰は微かに赤かった。

（さっき大笑いしたからかな）

　それとも、他ほかに理由があるのだろうか？

「可愛いから、今日のところは一合で我慢がまんしておくよ」

「……わかりました」

　これは駆かけ引きに勝利したのか、それとも敗北したのか。

　からかわれているだけのような気もするから微妙びみようなところだ。

（でも、なんかこれ楽しい）

　明良は俯いたままで小さく笑った。







　屋敷に戻ると、これ以上赤い顔を見られないようにダッシュでキッチンに直行した。

　すっかり定着した白の割烹着かつぽうぎを身につけて、米を研といで炊飯器すいはんきにセット。

（西京焼きをお酒のつまみにするなら、ご飯は炊たき込みとかにしたほうがよかったかな）

　こういうとき、きっとぬか床どこがあると便利だ。

　佐和さんのノートにも、榊がぬか漬づけでご飯を食べるのが好きだと書いてあったし……。

　それがわかってるのに今までぬか床にチャレンジしなかったのは、ぬか床は毎日世話をする必要のあるものだからだ。

　いつまでここでこうしていられるかわからないのにと思うと、もったいなくてなかなか踏ふん切ぎりがつかなくて……。

（もういいや。明日の帰りに買ってこよう）

　たとえ短い間だったとしても、それで榊が喜んでくれるのならいい。

　無駄むだになんかならない。

　とりあえず、なにかもう一品、ご飯のおかずになりそうなものを作ろうか。

　なにか簡単なものはないかなと救いを求めて佐和さんのノートを取り出そうとしたとき、ジーンズのポケットに入れていた携帯けいたいがブブブと震ふるえた。

（……誰だれだろ？）

　新しいアドレスに追加したメンバーではないようで、表示されているのは番号だけで名前は出ていない。

「はい」

『明良、俺だ』

　携帯を通じて聞こえてきたのは、既すでに懐なつかしい感覚になっていた兄、旭の声。

「兄ちゃん、久しぶり！」

　懐かしさに声を弾はずませたものの、すぐに兄に報告しなきゃいけないヘマや悪さの数々があったことを思い出した明良は、「あ、あの……」と切羽詰せつぱつまった声で呟つぶやき、口ごもった。

『おい、明良。おまえ大丈夫だいじようぶなのか？　なにか困ったことが起きたんだろ？　怒おこらないから、兄ちゃんに正直に言いな』

　携帯の向こうの旭は、明良よりもっと切羽詰まったような声を出していた。

「だ、大丈夫だよ。ちょっと……俺のヘマでアレだけど……」

　と、そこまで言いかけたとき、明良は思わずくきっと首を傾かしげた。

（なんで兄ちゃん、こんなに焦あせってるんだろう？）

　旭は明良が引っ越こしたことも火事にあって焼け出されたことも知らない。

　連絡れんらくがないのは元気な証拠しようこと思ってくれているはずなのに……。

「あの……兄ちゃん、なにか知ってるの？」

『知らない。なにもわからないから、こうして連絡したんだ』

　旭の心配そうな声に、明良はなんだか胸がどきどきしてきた。

「ど、どういうこと？」

『どういうことって……。カードの件だよ。キャッシュカードとクレジットカード。キャッシュカードのほうは通帳全額下ろしてあるし、クレジットも限度額ぎりぎりまで使ってある。いったいこんな大金、なにに使ったんだ？』

　長期間留守にするから旭は郵便の転送を依頼いらいしていた。届いたクレジット会社の明細書を見て仰天ぎようてんし、もしかしてと通帳の残額を確認かくにんしたら端数はすうを除いて全額引き出されていた。

　旭のそんな説明を聞くうちに、明良は蒼白そうはくになった。

（──俺、カードの使用停止してない）

　財布さいふは火事で燃えたと思っていたから、大丈夫だとすっかり安心していた。

　でも、そうだ。

　カメラは盗ぬすまれたのだから、財布だって盗まれた可能性があるに決まってる。

　しかも明良は、兄から預かったキャッシュカードの暗証番号を、忘れないようにとこっそり兄の名刺めいしに小さくメモして財布に入れておいた。

　財布を落としたり盗まれたりすることなんて絶対にないと思っていたし、メモがばれるはずもないと甘く考えて……。

『あの通帳の金は、ばあちゃんがおまえのために貯ためた金だ。おまえが必要だと思って使ったのならなにも言わないが、どうして使ったのかぐらいは教えてくれ。……もしかして、兄ちゃんが側にいてやれなかったせいで、なにか困ったことでもあったのか』

　携帯から、旭の酷ひどく辛つらそうな声が聞こえてくる。

　ちゃんとした理由もなく明良がこんな大金を使うわけがないと信じてくれているからだ。

　なにか、よっぽどの理由があって追い詰つめられた挙げ句にお金を下ろしたに違ちがいない。自分が側にいれば、そこまで追い詰められずにすんだのではないか？

　旭の声には、そんな風に自分を責める響ひびきさえ感じられた。

「兄ちゃん……違うよ」

　そうじゃない、と明良は蒼白になったままで首を横に振ふる。

　火事にあった直後になんとかして旭に連絡を取っていれば、自然にカードを再発行する流れになって財布が盗まれていた事実がもっと早くに判明していたはずだ。

　もしかしたら、被害額ひがいがくだってもっと抑おさえられていたかもしれない。

　劇団の関係者に旭の兄弟だと認めてもらえなかったら嫌いやだと怖おじ気づいて、逃にげ出したりしなければよかった。

　それ以前に、マンションを引っ越そうと思った時点でやっぱり兄に相談すべきだったのだ。

　──大丈夫、前向きに考えて、ちゃんと自分で計画してるから。

　そんな風に勝手にひとりで納得なつとくして突つっ走ぱしった結果がこれ。

　事態が悪いほうにばかりに転がってしまった。

（ばあちゃんのお金）

　兄の進学費用は、父親が残した保険金で賄まかなった。

　祖母が残したお金は、明良の進学費用のためにと何年もの間しっかり倹約けんやくして貯めてくれたものだ。

　明良はそれを知っていたから、預けられたその大金を大切に使わなきゃと思っていた。

　少なくとも、自分のヘマを修正するために使っていいようなお金じゃない。

　それは祖母が、金銭的な問題が明良が将来を決める上での足枷あしかせにならないようにと考えてくれていた証あかし。

　その優やさしい気持ちが、誰とも知れぬ相手にすべて盗まれてしまった。

（俺が馬鹿ばかだったから……）

　ひとり暮らしをはじめたからといって完全に自立したわけじゃない。

　身内に頼たよらなければ生活できない学生なのに、ひとりで生きている気分になっていた。

　その結果、未熟な判断しかできずに、こんな失敗をやらかして……。

「ごめ……なさ……」

　足の力が抜ぬけて、明良はその場にぺたんと座り込んだ。

　視界が滲にじんで、ぼたぼたと涙なみだが溢あふれてくる。

（兄ちゃん、ごめん。ばあちゃん……ごめんなさい）

　ちゃんと説明してから謝らなきゃと思っているのに、口をついて出るのは『ごめんなさい』という言葉だけ。

『明良？……明良、どうした？』

　ごめんなさいと言いながらしゃくりあげて泣いている明良に、大丈夫か？　どこか痛いのか？　と携帯の向こうの旭がオロオロと心配そうな声をかけてくれる。

　その心配そうな声に、逆に胸の痛みが増してさらに涙を煽あおる。

　もう声も出せなくなってただ泣いていると、そうっと肩かたに手を置かれた。

　顔を上げると、和服に着替きがえて戻もどってきた榊が、酷く心配そうな顔で見つめていた。

「どうした？」

「兄ちゃんから……で…わで……ばあちゃんの…おかね……」

　しゃくりあげるせいでうまく話ができない。

　それでも榊には不思議と通じたようだった。

「わかった。俺がちゃんと説明してやるから……」

　大丈夫だからそんなに泣くな、と明良を立ち上がらせて、椅子いすに座らせてくれる。

　榊は明良の手から携帯を取り上げると、キッチンからいったん出て行ってしまった。

（自分でちゃんと説明もできないなんて……）

　そんな自分があまりにも情けなくて、明良はテーブルに突っ伏ぷして泣いた。

　泣くことしかできない自分がまた情けなくて、さらに泣く。

（こんな失敗、もう二度とするもんか）

　情けなくて悔くやしくて、次から次へと涙が溢れて止まらなかった。




　随分ずいぶんと時間が経たってやっと涙も収まった頃ころ、榊が戻ってきた気配がした。

　榊はコトリとテーブルに携帯けいたいを置くと、明良から離はなれていく。

　やがて水音がして、榊が戻ってきた。

「明良、ほら」

　そうっと肩に手を置かれて顔を上げると、濡ぬれたタオルを渡わたされた。

「せっかくの可愛かわいい顔が涙でグシャグシャだ」

　それで拭ふけ、と言われて、明良は思わず笑ってしまった。

「榊さん、これ……ふきんだよ」

　キッチン内の配置で榊にわかるのは酒と酒器の在り処かだけなのだ。

「え、そうなのか？」

「でもいい。これ、業者さんが洗濯せんたくしてくれたばかりのだし……」

　オロオロしてタオルを探さがしに行こうとする榊を止めて、貰もらったタオルに顔を埋うずめる。

　冷たい感触かんしよくが、泣きはらした目にとても気持ちよかった。

「お兄さんには、俺から全部話しておいた」

　榊が明良の隣となりに座った。

「びっくりしてたでしょう？」

「しょげてたよ。仕事に夢中になって明良への連絡を怠おこたってた自分が悪いって……。で、怒られた」

「榊さんが？」

　びっくりしてタオルから顔を上げると、「当然だな」と榊が苦笑くしようしていた。

　弟が世話になったのはありがたいが、どうして保護者である自分に連絡れんらくするように強く助言してくれなかったのかと旭は怒おこったらしい。

　怒られるのを恐おそれた明良が怖じ気づいていたとしても、そこは大人であるあなたが常識的に判断して行動すべきだったのではないかと……。

「もっともな話だ。わかってはいたんだが、明良を手放したくなかったから、つい……な」

「そんな風に言ってもらえると、料理を作ってた甲斐かいもあります」

　微笑ほほえむ明良に、榊がちょっと困った風に笑い返した。

「とりあえず、お兄さんには平謝りしておいたよ。……それとな、犯人を捕つかまえる目処めどが立ってるってことも伝えておいた」

「え？　もう？」

「ああ。カードを不正使用したのは、あのライカを盗んだ奴やつと同一人物だろう。カメラ屋の店主が売りに来た奴の顔を覚えていた」

「そっか。そっちを調べてくれてたんですね。ありがとうございます」

　もしかしたら、祖母のお金の一部でも取り戻せるかもしれない。

　そんな期待に嬉うれしくなった明良は、なんて頼りになるんだろうと榊を見つめた。

　だが榊は酷く浮うかない顔をしている。

「どうかしたんですか？」

「うん。はっきりしてから言うつもりだったんだが……。──実は、あのライカをショップに売りつけた奴な、ケントだったんだ」

「え？　ケントって……あの逃げてった？」

「ああ、店主に写真を確認かくにんしてもらったから間違まちがいない。それでな、たぶんあのアパートに放火したのもあいつだ。どう考えてもタイミングがよすぎるからな。泥棒どろぼうの痕跡こんせきを消すための放火だったんだと思う」

「マンション時代の隣人りんじんって話は？」

「そっちはシロだった」

　シュウ達から報告があった後、火事があった前後数日間の元隣人の行動調査をその道の調査員に依頼いらいしたら、火事の当日にはアパートに行っていないことがわかったのだ。

　だがその隣人も、同僚どうりようの女性がセクハラを受けたと会社に訴うつたえたことで、地方の営業所に飛ばされてしまったのだとか。

「もう戻ってこられなさそうだから、あいつのことは心配ない」

　安心しろと言われて、明良は頷うなずいた。

「ありがとうございます。──で、あの……ケントは今どこにいるんですか？」

「関西のほうのホストクラブで働いているって確かな情報があった。いま向こうに調査員が向かっているところだから、たぶん数日中にはこっちに連れ戻せる。……戻ってきたら、まず最初に明良に謝らせるよ」

「謝らせるだけ？」

「もちろん、盗とった金も返却へんきやくさせる。……それに、警察にも出頭させるつもりだ。さすがに盗難とうなんに放火じゃ、もう見逃みのがせないからな」

「ジューススタンドの被害ひがいのほうはどうするんですか？」

「それはもういいんだ。たいした金額じゃないしな」

　確か前にも同じことを聞いて、同じ返事をもらった。

　あのときは気になりつつも聞き流してしまったが、今回はどうしても黙だまっていられない。

「それじゃあ、シュウやユータが可哀かわい想そうです」

　明良は手で弄いじっていた濡れタオルに視線を落とした。

「間違って拉致らちされたとき、あのふたり、お金のことは全然言ってなかった。怒ってたのは、自分達も騙だまされていたことと、ケントが榊さんから受けた恩を裏切ったことだけで……」

　榊のポケットマネーで損失金を補充ほじゆうされたとしても、きっとふたりは喜ばない。むしろ、気づかなかった責任を取って自分達の給料から補充すると言い出しそうだ。

　そんな想像を口にすると、榊は「確かに言われた」と呟つぶやいた。

「その必要はないと言っても聞かないから、仕方ないからショップ以外での労働で返してもらうことにしたが」

　その労働というのが、明良の元隣人の調査や毎日の送迎そうげいだった。

「それであんなに嬉しそうだったんですね」

　榊の頼たのみ事に嬉々ききとして頷いていたふたりの顔を思い出して、明良はやっぱり可哀想だと思った。

「あのふたり、榊さんが傷ついたことを気にしてるんです」

「俺が？」

「ケントに裏切られて、どう思いました？」

「どうって……。そりゃあ自分の力不足を実感して情けなくなったさ」

「怒らなかったんですか？」

「そうだな。俺がもっとうまくやれていたら、あいつも仕入れ金を盗ぬすむだなんて真似まねはしなかったかもしれないし」

（榊さんって優やさしいだけじゃなくて、甘い人なんだ）

　大企業だいきぎようのトップとして立っている以上、誰だれにでも甘いわけじゃないだろう。

　たぶん身内と認めた存在に対してだけ甘い。

　明良に対してそうだったように、シュウ達三人に対してもまるで保護者のようになにくれとなく手を貸してあげていたのだ。

　シュウやユータはその優しさにただ甘えず応こたえようと頑張がんばっているけど、ケントは違ちがう。

　榊の優しさに感謝もせずにただ甘えてばかり、こっそり仕入れ金を盗んでは、うまく立ち回っているつもりになってたんじゃないだろうか。

「俺は、ケントがどんな奴なのか知りません。でも嫌きらいです。泥棒されたせいもあるけど、それだけじゃなく、俺が大好きな人達を──榊さんやシュウやユータを裏切って傷つけたことが許せないから……。だから嫌いです」

　許せない、と明良は呟く。

「シュウやユータも俺と同じだと思います。ふたりにとって大事な人を、榊さんを傷つけたケントを許せないと思います。……肝心かんじんの榊さんが、ケントの裏切りをなかったことにしようとしても、絶対にふたりは忘れたりしないです」

　これは、盗ったお金の大小の問題じゃない。

　その行為こういのせいで傷ついた心が問題なのだ。

「それに俺、今回のことは榊さんのせいじゃないと思います」

　ケントが道を踏ふみ外したのは、ケント自身の心の甘さの問題だと明良は思う。

　ケントと同じ扱あつかいを受けていた他ほかのふたりは、ちゃんと頑張っているのだから……。

「榊さんが自分を責めたりしたら、今も頑張ってるあのふたりが可哀想です」

　明良がそう言うと、榊は小さく笑った。

「欲張よくばったら駄目だめってことか……。そうだな。シュウやユータはちゃんと楽しそうにやれてるんだもんな。──明良は、俺も警察に被害届を出すべきだと思うか？」

「けじめは必要なんじゃないかと思うんです。警察沙汰ざたにするとかしないとかじゃなくて、ケント自身が自分が罪を犯おかしたことを認めなきゃいけないと思うし……」

　明良は、子供の頃ころに、祖母の目の前で道路に飛び出して車に轢ひかれかかった話を榊にした。

　祖母の強烈きようれつな拳骨げんこつをくらって大きなたんこぶができたことも。

「それ以来、道路への飛び出しはしたことないです。拳骨がすっごく痛かったし、それにあの瞬間しゆんかんの祖母の蒼白そうはくな顔が忘れられなかったから……」

　急ブレーキをかけて停車した自動車の前で尻餅しりもちをついた明良に、駆かけ寄ってきた祖母の顔。

　その蒼白な顔が、自分がとんでもなく馬鹿ばかな真似をしたのだと教えてくれた。

　今回の一件もそうだ。

　小さなヘマを取り戻もどすために兄に相談もせずにひとりで勝手にやったことが、祖母のお金を盗られるという一大事にまで発展した。

　大丈夫だいじようぶなのかと聞く、あの心配そうな兄の声は、きっとずっと忘れられないだろう。

「ケントも知らなきゃいけないと思います。自分がやったことがどんなに悪いことで、どんなに周囲の人達を傷つけたか……」

　シュウとユータが間違って明良を拉致して行くのを、ケントは隣となりの部屋で聞いていた。

　人違ひとちがいがばれるのは時間の問題だと逃にげ出す際に、開いたままの隣の部屋に侵入しんにゆうして金目の物を持ちだし、証拠隠滅しようこいんめつのために放火までした。

　放火したアパートには、他にも数人の住人がいることを知っていながら……。

　放火したのが事実だとしたら、ケントは自分の周囲の人が傷つくことをなんとも思わない種類の人間なのかもしれない。

　もしそういう人間だったのなら、やっぱり刑事罰けいじばつは必要なんじゃないかと思う。

　手段さえ選ばなければ、楽にお金が手に入る手段がいくらでもあるのだと思わせないためにも……。

「そうだな。……とりあえず、シュウ達の意見も聞いてみるか」

「それ、いいですね。榊さんがひとりで決めるより、三人で相談して決めたら、きっとシュウ達も納得なつとくできてすっきりすると思います」

「──わかった」

　深く頷いた榊は、明良を見て優しく微笑ほほえんだ。

「ありがとう。はっきり言ってくれて助かるよ。お陰かげで今回も間違まちがえずに済みそうだ」

「役に立てたんなら、凄すごく嬉うれしいです」

　改めてお礼を言われると、偉えらそうに説教臭くさいことを言った自分が急に恥はずかしくなった。

　もじもじしながらタオルに視線を落とすと、榊の手がそうっと鼻の頭をつつく。

「ここ、赤くなってる」

「あ、さっき泣いたから」

　明良は慌あわてて濡ぬれタオルを鼻に当てた。

「こっちも赤いぞ」

　つんと目尻めじりをつつかれて、今度はタオルで目元を覆おおう。

「ここも赤いな」

　今度は頰ほおに、ちゅっと……。

（うわっ）

　びっくりした明良は、タオルを顔から外してまんまるの目で榊の顔を見た。

「今度は顔全部が赤いな」

　そんな明良を、榊はやけに楽しげに眺ながめている。

「さ、榊さん」

「ん？」

「今、なにしました？」

「ほっぺにキス。──今回は間違ってないだろう？」

「間違い？」

「ああ。前回はえらい間違いをして怯おびえさせたが……。もう大丈夫なんだよな？」

（どういうこと？）

　意味がわからず、明良はくきっと首を傾かしげた。

「間違いって、相手を間違えたって意味じゃなかったんですか？」

「この超ちようストライクな好みの顔を、誰と間違えるって言うんだ？」

「それは俺も知りたかったんですけど……」

　いったい誰と間違えたのか、知りたいけど知りたくない。

　そんな複雑な気持ちを抱かかえていたのに……。

「間違える相手なんかいない。明良の気持ちを読み違えたことを、間違ったって言ったんだ」

「俺の気持ち？」

「そう。まさか嫌いやがっているとは思わなかったから」

「思わなかったって……。だって俺、嫌だって言いましたよね？　抵抗ていこうもしましたよね？」

　明良が問い詰つめると、榊は「演技だと思ったんだよ」と気まずそうに言った。

「本気で嫌がられるなんて今までなかったから、気づくのが遅おくれたんだ」

　ステイタスが高いだけあって、榊は今までその手の相手に不自由しなかった。

　探さずとも向こうから相手してくれとあの手この手で誘さそってくる。

　そういうのの相手に慣れていたから、自分が手を出そうとした相手が正真正銘しようしんしようめいの初心うぶな子だと気づくのが遅れてしまった。

「あそこが縮こまってたから、さすがに本気で嫌がってるってわかった」

「……ひどい」

　じいっと睨にらむと、悪かったと榊は頭を下げた。

「本気で反省してる。悪かったと思ってる。だから、あの後は怖こわがらせないよう、なるべく触さわらずにいたんだ」

「料理中に背中に張りついてたのは、それでですか」

「料理してる手元を見るのが好きなのは事実だ。……あと、ちょっとずつ距離きよりを詰めれば怖がらなくなるんじゃないかと思って」

　うまくいっただろう？　と自信たっぷりに聞かれて、ちょっとずつじゃなかったと思いながらも明良は渋々しぶしぶ頷うなずいた。

「確かに警戒けいかいしなくなったけど……。……でも、慣らされたからじゃないですからね！　榊さんの人柄ひとがらとか色々知ったから、それで信用する気になっただけです」

「そうか。嬉しいよ」

　榊が目尻を思いっきり下げた。

　でれっでれに崩くずれた顔まで格好よく見えてしまうのは、美意識の問題じゃなく明良自身の気持ちの問題だろう。

「俺もそうだよ。その顔が超ストライクすぎてうっかり手を出しかけたが、今じゃすっかり明良自身に参ってる。明良を手放したくなかったのは、料理が美味うまいせいだけじゃない。自分ではわからない俺の欠けた部分を気づかせてくれるし、俺が大切にしている人達を一緒いつしよに気遣きづかってくれる。優やさしいだけじゃなくて凜りんとしてて……。俺はもう、本当に明良に夢中なんだ」

（……むちゅう）

　向けられた熱烈ねつれつな言葉の威力いりよくに、明良はカカーッと首まで真っ赤になった。

「ずっと抱だきたいと、どうにかしてでも手に入れたいと思っていた。でも怖がらせたくはなかったから自制して我慢がまんしていた。明良の撮とる写真の中の俺が柔やわらかく写ってるのを見てホッとしたのは、そういう自分勝手な欲望よくぼうを俺が抱えていることに、まだ明良が気づかずにいるって確認かくにんできたからだ」

（だ、抱きたいって……）

　恋こいをしている相手にそんなことを言われて冷静でいられるわけがない。

　顔が火照ほてるし、頭もくらくらする。

　明良は我慢できずに濡れタオルを顔に押しつけ、テーブルにバタッと突つっ伏ぷした。

「明良？」

「ちょっ……と待ってください」

　せめて、すさまじい勢いで脈打っている心臓が落ち着くまでは……。

　そう思っていたのに、突っ伏す明良の首筋になにか柔らかなものが触ふれる。

「な、なにしてるんですか？」

　突っ伏したままで聞くと、「ここも赤くなってるから、キスを」と榊がぬけぬけと言う。

「なんで赤いとキスするんですか」

「だって明良は、俺を意識しているから赤くなってるんだろう？」

　図星を指されて、明良は渋々しぶしぶ顔を上げた。

「顔も真っ赤だ。その目が赤いのが俺のせいじゃないのが残念だな」

　次の機会には絶対に俺がその目を赤くしてみせると榊が宣言したが、残念ながら明良には意味がわからなかった。

「あの……榊さん？」

　真っ赤になったまま上目遣うわめづかいに見上げると、榊は「その目つき可愛かわいいなぁ。……なに？」とにこにこしながら応こたえた。

「夢中だとか抱きたいとかって……それって、あの……俺のことが好きだってふうに理解してもいいんですか？」

　こっちが本気だからこそ、ちゃんと相手の気持ちを知っておきたかった。

　ただ顔と性格が好みだからって理由で遊び相手にされるのなら、それはそれで覚悟かくごがいることだから……。

　だが、そういう心配は無用だった。

「もちろん。心から愛してる。その姿も仕草も性格も、なにもかもすべてが愛いとしいよ」

（う、嬉しすぎて死にそう）

　完全なる全肯定こうていにくらくらしている明良の肩かたを、いつにない乱暴さで榊が摑つかむ。

「明良は？　信頼しんらいしてくれただけじゃないんだろう？　赤くなったのは、俺を意識したからだと思ってもいいんだよな？」

　つかまれた肩を前後に揺ゆさぶられて、くらくらしていた頭がまるで頷うなずいたかのように都合よく上下に動いた。

「よし。だったら、もういいな」

　榊はガタンと椅子いすを蹴倒けたおして立ち上がると、いきなり明良を肩の上に担かつぎ上げた。

「……え？」

　いきなりの暴挙に明良が呆然ぼうぜんとしている間にキッチンから出て、長い廊下ろうかを大きな歩幅ほはばでずんずん進む。

　やがて、勢いよく明良の部屋の障子を開けた榊は、中を見て舌打ちした。

「布団ふとんは？」

「畳たたんで押し入れの中です」

　敷しきっぱなしなんてだらしないことをしたら、あの世で祖母がきっと怒おこる。

「仕方ない。俺の部屋に行くか」

　榊は襖ふすまを閉めると、またずんずんと廊下を歩き出した。

　随分ずいぶんと強引ごういんな成りゆきに、明良はまだ呆然としたままだが、どうやら榊はやる気満々。

　ついさっきまでの紳士しんしぶりが噓うそのようだ。

　でも、そういえばそうだった。

　最初にあったときはいきなり抱だっこしようとしてきたし、襲おそわれかかったときもいきなり強引に迫せまってきた。

　さっきまでのあの紳士ぶりは明良を怖がらせないようにと我慢してくれていただけで、こっちが本当の榊なのだ。

　ずっと我慢してくれていた分、一刻も早く抱きたいと思ってくれてるせいもあるんだろうけど……。

（……俺、まだ告白してないんだけどなぁ）

　でも、まあいいか。

　その手の言葉を囁ささやくタイミングはすぐにでも訪おとずれそうだから……。

　明良は榊の肩の上で小さく唇くちびるをほころばせる。

（榊さんの部屋ってどこだろう？）

　榊はずんずんと進み、角を曲がった。

　曲がってすぐのお風呂場ふろばを通り過ぎ、中庭を挟はさんだちょうど玄関げんかんの対極に当たるところまでくると、他ほかとは明らかに趣おもむきの違ちがう、豪華ごうかな装飾そうしよくが施ほどこされた観音開きの大きなドアを押し開ける。

（……ここ？）

　興味津々きようみしんしんの明良は榊の肩の上で軽く首を捻ひねってドアの向こうを見た。

　が、予想に反してドアの向こうは硝子ガラス張りの通路になっていて、まだ先がある。

　首を伸のばしてさらにその向こうを見た明良は、「もう一軒いつけん、家がある」と思わず呟つぶやいた。

「ああ、こっちが本邸ほんていだから」

　榊が通路を進みながら当然のような調子で言った。

　普段ふだん明良がいる部分は、実は客人や使用人の宿泊しゆくはくや宴会えんかいを開くために用意されたスペースなのだ。

（それで回廊かいろうみたいになってたんだ）

　あまり飾かざり気のない大小様々の和室が廊下に沿ってずらっと並んでいる奇妙きみような造りも、使用目的を聞くと納得なつとくできた。

「親父おやじ達が本邸にいて、使用人も山ほど暮らしてた頃ころは、向こうは前庭と呼ばれてた」

　両親が海外に移住した後、使用人達に囲まれた生活にうんざりしていた榊は、たくさんいた使用人達に他の仕事を斡旋あつせんして余所よそに移ってもらい、ひとりで暮らすようになっていた。

　しかも明良が居候いそうろうするまでは、榊も前庭のほうで生活していたのだ。

　だが人の気配がしては明良が安心して休めないのではないかと考え、今は一時的に本邸で寝起ねおきしているのだと……。

「本邸のほうの風呂ふろより向こうの風呂のが狭せまくて落ち着くし、食事に行くにも楽だしな」

　担がれたままで本邸内に入った明良は、その豪華さに目を大きく見開いた。

（向こうと全然違う）

　天井てんじようの塗ぬりも扉とびらの細工も、建物のランク自体が素人しろうと目めで見てもひとめで上だとわかる。

　決して華美かびではないが上質な物だけで構築された、雲上人の住み処かだ。

（向こうが屋敷やしきなら、こっちは御殿ごてんだ）

　榊の部屋がどこかわからないなんて思ってたけど、まさかもうひとつの建物自体の存在を知らずにいたなんて……。

　自分は本当に榊の一面しか知らないんだと、明良は実感していた。

　明良が想像もつかないような広い世界で生きている榊は、それでも自分を選んでくれた。

　優しい視線を向けるたったひとりの相手として……。

　それがとても嬉うれしい。







　本邸の奥にずんずん運ばれて、榊のものらしき寝室しんしつの大きなベッドにばふっと下ろされた。

「お洒落しやれな部屋」

　照明も調度も、なにもかもが物珍ものめずらしい。

　ベッドの上に起き上がってきょろきょろと部屋の中を見回していた明良を、榊はちょいっと一押しして倒たおした。

「あとでいくらでも見せてやるから、今は俺だけ見てろ」

　ちゅっと軽くキスされて、愛おしげに瞳ひとみを覗のぞき込まれた明良は嬉しくなって微笑ほほえんだ。

「ああ、可愛いなぁ。なんで明良はこんなに綺麗きれいで可愛いんだ？」

　そんなこと聞かれてもわからない。

　明良自身は、自分を綺麗だとも可愛いとも思っていないのだから……。

（でも、榊さんの目にはホントに可愛く映ってるんだ）

　ゆっくりと近づいてくる愛おしげに細められた榊の目には噓はない。

　嬉しくて明良は、自分から軽く首を伸ばして自ら榊の唇を受け入れた。

「……ん」

　押し当てられる柔やわらかな感触かんしよくに、自然に唇がほころぶ。

　うっすらと開いたその唇を、榊は舌先でくすぐり、深く口づけてきた。

「ふっ……んん……」

　深く合わさった唇から侵入しんにゆうしてきた榊の舌先が、歯列をなぞり、上あごをくすぐる。

　むず痒がゆいようなくすぐったさと同時に、ぞくっと身体からだの芯しんに甘い痺しびれが走って、明良は思わず榊の肩にしがみつく。

　その反応に気をよくしたのか、榊はさらに口腔こうこう内を探さぐり続け、やがて舌を絡からめてきた。

（うわっ）

　ぬるり、と絡んでくる熱く柔らかな舌。

　はじめての感触に驚おどろいた身体がビクッと震ふるえたが、甘く吸われると頭の芯がぼうっとなってきて身体の力もふにゃんと抜ぬけた。

　やがて唇が離はなれると、長く甘いキスに翻弄ほんろうされ、すっかり上気した明良の頰ほおを榊は指先でくすぐった。

「赤くなっちゃって、可愛いな」

　こういうキスははじめてだろう？　と聞かれて、ぼうっとしたままこっくり頷く。

　榊の指が、カットソーの前ボタンをひとつひとつ外していく。

「もちろん、この肌はだにこうして触ふれられるのもはじめてだよな」

　するっと首筋から胸へと指先でそうっと触さわられて、明良はむず痒い甘い感触に身震みぶるいした。

「は……じめてじゃないです」

　明良の言葉に眉まゆをひそめた榊が、「いつ？　誰だれに？」と焦あせったように聞いてくる。

「最初に会った日に、榊さんが触ったじゃないですか」

「ああ、なんだ。あれのことか……」

　榊は露骨ろこつにホッとした顔をした。

「あれはノーカウントだ。今回がはじめてってことにしとけ。──ここを、こうして触られるのもな」

「……ふっ」

　そうっと、羽根のように右の乳首ちくびを指先でくすぐられて、むず痒いような焦じれったい疼うずきにぴくっと震えた。

「気持ちいいか？」

　聞かれて、素直すなおに頷うなずく。

　だったら……と、榊は明良の左の乳首にキスして、きつく吸い上げた。

「んん」

　吸われた途端とたん、ツキンと甘やかな痛みが走る。舌先で嬲なぶられると、じわじわと痺れるような甘さが広がる。

　その間も榊の指先は右の乳首をそうっと撫なで続けていて、明良はふたつの違う感覚に混乱した。

「やだ……！　どっちか片方にしてください」

　思わず右の乳首に触れる榊の指をキュッと握にぎって止めると、榊が顔を上げた。

「また可愛かわいいことを言うなぁ。じゃあ、どっちがいいんだ？」

「榊さんの……いいほうで」

「無理だ。どっちもこんなに膨ふくらんで色づいて美味うまそうなのに、どっちなんて選べないな」

（美味そうって……）

　照れくさいやら嬉しいやらで、明良はぼうっとなる。

「ああ、でも、今はここが一番美味そうだな」

　そしてまた深いキス。

　さっきのキスでこれがどんなに気持ちいいか知ってしまった明良は、自ら舌を差し出して、とろけるように甘いキスに酔よった。







（この子は、どうしてこんなに可愛いかな）

　夢中になってキスを貪むさぼっている明良の柔らかな髪かみを、榊は愛いとおしげに撫でた。

　すっかり上気した明良の髪や肌からは、なにか柔らかな香かおりがする。

　以前、榊がお日様の香りと称しようしたその香りは、たぶん体臭たいしゆうの一種なのだろう。

　なぜか幸せな気分になる不思議な香りだ。

（フェロモンって奴やつかもな）

　自分だけに有効な香りであって欲しいと榊は思う。

　この可愛い存在を誰にも渡わたしたくはないから……。

「……ん……」

　最初は戸惑とまどいがちにキスに応じていた明良だが、二度目には驚くほど積極的になっていた。

　与あたえられる行為こういを素直に受け止め、感じて、そして喜んでくれている証拠しようこだろう。

　ふっくらとした小さな唇くちびるがキスに濡ぬれ、淡あわく色づいていく。

　それを見るために榊が唇を離すと、もっとと言わんばかりに小さな唇の間からピンク色の舌が覗いて榊を誘さそう。

（これは、たまらないな）

　初心うぶな痴態ちたいは、それだけで媚薬びやくのようだ。

　榊は誘いに乗って、再び深く唇を合わせる。

　角度を変え、何度かキスを続けている間に明良から一枚ずつ服をはぎ取っていく。

　中途半端ちゆうとはんぱに腕うでに引っかかっていたカットソーを放り投げ、肌を傷つけるといけないからネックレスやブレスレットも外し、膝丈ひざたけのチノパンをするっと脱ぬがせる。

　最後の一枚に親指を引っかけたとき、それまでキスでとろけていたはずの明良が急に正気に戻もどって「だめ」と言い出した。

「困ったな。この期ごに及およんでなにが駄目だめなんだ？」

　力で押さえ込めば、いくらでも言うことを聞かせることができる。

　だが、明良と出会ったあの夜、間違まちがって手を出しかけたときのあの怯おびえた顔を見るのは、もう二度とごめんだ。

　忍耐にんたい力を総動員して優やさしく微笑みかけると、

「灯あかり、消してください」

　明良は恥はずかしそうに真っ赤になった。

　榊は間髪かんはつ入れずに「それは駄目」と却下きやつかした。

「そんなことしたら、明良の可愛い顔が見えなくなるじゃないか。それに、前回は残念ながら見損みそこねたものも見えなくなるし」

　そう言うと、ぼわあっと首筋まで赤くなる。

「恥ずかしいから、見なくていいです」

「恥ずかしいって、どうして？　お互たがい同じ身体の作りなんだから、恥ずかしいことなんかないだろう？　あ、もしかして……」

　──まだ剝むけてないのか？

　耳元でそろっと囁ささやくと、さらに真っ赤になって無言のままジタバタと暴れた。

（なんでこんなに可愛い反応をするんだか……）

　ぽくぽくと肩かたを叩たたいてくる力の抜けた両の拳こぶしを、榊はにやにやしながら摑つかんで止めた。

　ジタバタ暴れる足を身体で押さえ込み、再び深く口づけると抵抗ていこうが徐々じよじよに止やんでくる。

「嫌いやがってるのに無理矢理むりやりやったら、やっぱり俺を嫌きらいになるか？」

　完全に止まったところで唇を離して問いかけると、明良はふにゃっと泣きそうな顔になった。

　摑んでいた明良の右の拳を引き寄せ、ちゅっとキスすると握り拳がゆっくりほどけていく。

「もう……嫌いになんか…なれません」

「そうか。よかった」

　榊は心から安堵あんどした。

　開いた明良の手の平に唇をつけてから、よく見ないとわからないぐらいに薄うすくそばかすが残る目元にキス。

　閉じた瞼まぶたにも……。

「嫌われなくても、無理矢理なことはしたくないな。──どうしても俺に見られるのは嫌か？」

　聞くと、明良はゆっくりと目を開けた。

　瞳孔どうこうがはっきり見える綺麗きれいな金茶色の瞳ひとみが、不安げにチラチラと揺ゆれている。

「俺は、この宝石みたいな目にずっと見られていたいけどな。ファインダー越ごしに見られるのも悪くない。……明良の視界を俺が独占どくせんしている感じがして嬉うれしい」

　そう告げると、明良はキュッと唇を嚙かんで目を伏ふせた。

「……我慢がまんします」

　蚊かの鳴くような、小さくて震える声で言う。

「困ったな」

　我慢させてことに及ぶようでは、心情的には無理矢理と同じだ。

「そんなに嫌か？」

「嫌だなんて……。そうじゃなくて、恥ずかしいのを我慢するって言ってるんです。……その……は、恥ずかしいけど、俺も榊さんに見られてるの……好きですから」

（──参った。なんでこんなに可愛いんだろう）

　同じ感想しか浮うかばないのは、目の前にいるこの愛しい存在にすっかり酔っぱらって愚鈍ぐどんになってるからか……。

　榊が見守っている中、明良の目がまたゆっくり開いていく。

　恥ずかしそうに瞬またたく金茶色の宝石は、榊の心に消えない残像を残した。







「なんだ。綺麗なものじゃないか」

　最後の一枚をはぎ取った瞬間しゆんかん、榊がちょっとガッカリしたように言った。

「しかも、すっかり反応して……。縮こまってたあの夜とは大違おおちがいだな」

　よかった、とそこをそろりと撫で上げられて、明良はぞくぞくっと身を震ふるわせる。

（恥ずかしいからって、ちゃんと言ったのに……）

　未成熟な身体からだだなんて一言だって言って無い。

　ただ純粋じゆんすいにじっくり見られるのが恥ずかしかっただけだ。

（それに、嫌なわけない）

　榊の優しい視線が向かう先に、ずっといられればいいと思っていた。

　だからこそ榊も同じように思ってくれていることが嬉しくて、恥ずかしさ故ゆえのためらいにも踏ふん切ぎりがついたのだ。

（でも……やっぱり恥ずかしい）

　優しい目に見られるのは好きでも、熱っぽい視線を向けられるのはどうしたって恥ずかしい。

　襲おそわれかかったあの夜は、ただただ楽しそうに見下ろしていただけの視線が、今日はちょっと違ちがう。

　色気のある、熱を帯びたような目つきで明良の身体のすべてを愛おしそうに見つめてくる。

　榊の視線を向けられたところが、その熱っぽい視線でじんじんするみたいだ。

「……ん……」

　肌はだに吸いついたように離はなれない榊の手が、あますところなく全身を優しく愛撫あいぶしていく。

　愛おしげに肌に口づけ、淡い跡あとを残していく唇。

　恥ずかしさに強こわばっていた身体が、その手のもたらす心地ここち好よさに、ふうわりと柔やわらかくほぐれていく。

「榊さん、なんか……ふわふわする」

　全身が甘い心地好さに酔っている。

　嬉しそうに顔を寄せてきた榊の首にしがみつくと、「緊張きんちようがほどけてよかった」と、唇を甘く吸われた。

「キスしすぎて唇がちょっと腫はれちゃったか……。熟うれてて美味うまそうな感じだ」

　榊は本当に美味そうに明良の唇を舐なめると、軽く身体を離して明良の身体を見下ろした。

「明良のここも、薄桃色うすももいろに膨ふくらんで美味おいしそうだな」

　反応している明良のそれを、榊は指先でつうっとなぞった。

　蜜みつまで溢あふれてる、と愛いとおしそうに見つめながら迷わずそこに顔を近づけていく。

「あ……待って……」

　唇くちびるで触ふれられる、と思った瞬間、ぞくっと腰こしのあたりに覚えのある甘く重い痺しびれを感じた。

「んっ！」

　熱く濡ぬれたその唇の感触かんしよくに包まれるのを感じると同時に、明良は堪こらえきれずに放ってしまっていた。

「……あ……ごめん……なさい」

　解放感の喜びより、早すぎる解放への恥ずかしさのほうが勝った。

　未熟すぎる自分が恥ずかしくて、明良は榊の視線から逃のがれるように横向きになる。

「どうして謝るんだ？」

　明良の放ったものをあまさず吞のみ込んだ榊は、笑えみを浮かべた唇の端はしから零こぼれるものを指でぬぐい取った。

　こちらに背中を向けたまま、解放の余韻よいんと恥ずかしさから小刻みに震えている明良の身体を、背中越しにそうっと抱だきしめる。

「こんなに素直すなおに反応してもらえて、嬉しいだけなのに……」

「本当に？」

　おそるおそる顔だけを榊のほうに向けると、「もちろん」と本当に嬉しそうに微笑ほほえむ。

（よかった）

　その眼差まなざしの熱っぽさが変わらぬままなのを確認かくにんして、明良はホッとした。

　そして榊の身体の熱い部分が、太股ふとももに当たっていることに気づく。

（榊さんのも反応してる）

　自分故にそうなっているのだと思うと、かあっと頭に血が上って頭がくらくらしてきた。

（そっか、本当にこんなに嬉しいんだ）

　素直に欲望よくぼうを感じてもらえることって……。

「あ……俺も……榊さんにしてあげたいです」

　自分故にそうなっているのならば、その熱を自分がなんとかしてあげたかった。

　それに、熱く脈打つものをもっと感じてみたい。

　そんな欲求よつきゆうに唆そそのかされるままに明良は起き上がろうとしたが、榊の手がそれを止めた。

「いいから、そのままじっとしてて」

「え？」

　榊は不思議そうな顔をした明良が見ている前で、自分の指を自分でこれみよがしにねっとり舐める。

　つるっと明良のお尻しりを手の平で撫なでてから、その指を後ろにつぷっと差し入れてきた。

「──ふわっ」

「少しだけ我慢な」

　びっくりして反射的に逃にげようとする明良の身体を引き寄せて抱き起こすと、榊は膝ひざの上に横抱よこだきにした。

　そこに差し入れた指は抜ぬこうともせず動かしもせず、じっとしたままだ。

「さ、榊さん？」

　お尻の違和感いわかんに明良が泣きそうな顔で見上げると、榊は「怖こわがる顔も可愛かわいいから困るんだよなぁ」と目尻めじりを下げる。

「こうやって指を入れてしばらくじっとしているだけで、無理に動かさなくても徐々じよじよに柔らかくなってくるから……。そうやって柔らかくしてから気持ちいいところを探してやるよ」

「き、気持ちいいところ？」

「そう。……あ、もしかして、男同士がどうやって愛し合うか知らないとか？」

「それは知ってます。祖母が教えてくれたから」

「え、お祖母ばあさんが？」

　ギョッとする榊に、明良は頷うなずいてみせた。

　ふたりでテレビの時代劇を見ているとき、その登場人物である小姓こしようの様々な役割を祖母が教えてくれたのだ。

　男色に関する知識はそのときに聞いたと告げると、「明良のお祖母さんは、恐おそろしく奥が深いな」と榊が複雑そうな顔をした。

　だが知っているのは概要がいようだけで、当然手順までは知らない。

　そこが柔らかくなるなんて言われても、なにがどうなるのかさっぱりだ。

　入れられた指の違和感が気になって、ついもぞもぞ動いてしまう。

「自分で気持ちいいとこ探してるのか？」

　からかうようにそう言った榊が、くっと長い指を動かし、内壁ないへきをえぐるように擦こすった。

「たぶん、ここら辺かな」

「あっ──」

　指の腹で押された部分から、じんわりと今まで知らなかった甘い感覚が広がっていく。

　明良は思わず、榊の腕うでにしがみついた。

「お、あたりだったか」

　じゃあ、もう少し……と榊がまた指を動かす。

「あ、あ……駄目だめ、……どうしよ……」

　そこから広がる甘さが腰にまで広がっていって、覚えのある甘く重い感覚が明良のそれを再び目覚めさせていく。

　一気に膨れあがってぴくぴくと震えはじめたそれを、コントロールすることなんてできそうになかった。

「もう……やだ」

　いきなり反応しはじめた自分が恥はずかしくて、明良はそれを両手で隠かくそうとした。

　が、隠そうとして触れた手の感触がかえって刺激しげきになる。

　一気に迫せり上がってくる強烈きようれつに甘い感覚は、恥ずかしさよりもずっと勝った。

「んん……ふ……」

　明良は、堪えきれずに両手でそれを擦り上げる。

　それにあわせて、中に入ったままの榊の指の感覚を求めて勝手に身体も揺ゆれる。

「まったく、素直で可愛いな」

　愛おしげに囁ささやく榊の声が、ダイレクトに甘く腰に響ひびく。

　ぞくぞくっと迫り上がってくる喜びに、手の中のものがぴくっと熱く震ふるえる。

「──あ……んんっ」

　自慰じいではとうてい得られない甘い喜びに、すっかり明良は夢中になった。

「榊さん……もっと、キスして……」

　榊の唇がくれる甘さも欲しくなって、自ら唇を寄せていく。

「……最強だな」

　明良の唇に触れた榊の唇がそんな言葉を囁いた。

　と、ひょいっと抱かかえ上げられて、ベッドに背中から落とされた。

「……え？」

　榊は、なにが起こったかわかっていない様子の明良のそれから濡れそぼる雫しずくを指でこそげ取り、乱暴に後ろに塗ぬり込めグイッと二本もの指を入れてきた。

「あっ……ああっ……」

　榊の指が、熱くなりかかっていた明良の中を広げようとして動く。

　なんとか指が楽に動くようになると、また一本指を増やして……。

　さっきまでとはまったく違う性急な動きは、快感と圧迫感あつぱくかんとを同時にもたらした。

　ない交ぜになったふたつの感覚に、明良はただ翻弄ほんろうされる。

「ん……や……なんか、熱い……」

　それでも、圧迫感と混じり合った快感は、確実に明良の熱を上げていく。

　明良の身体からだは、榊の要求に応じて素直に開いていった。

　吞み込んだ指に吸いつき、押し広げられて柔やわらかくほぐれて……。

「もう、限界だ」

　切羽詰せつぱつまったような榊の声が聞こえた。

　と、指が引き抜かれ、乱暴に膝裏を抱え上げられた。

　そして、ほぐれたそこになにか熱い塊かたまりを押し当てられる。

「え、あ……ちょっ……」

　それがなんなのか確認する間もなく、ぐっと熱い塊が身体の中に押し入ってきた。

「────や……ああっ！」

　一気に押し広げられる衝撃しようげきに、明良はたまらずのけぞって悲鳴をあげた。

　指とは比べものにならない圧迫感。

　脈打つ熱いものが押し込まれるのと同時に、目からはぼろぼろと涙なみだが溢あふれる。

　抱だかれることに抵抗ていこうはないけど、未知の行為こういに対する怯おびえはどうしたってある。

　優やさしく触れてくれていた榊が、どうしていきなり乱暴になったのかもわからない。

（もしかして、俺……またなんかヘマした？）

　自分は、なにかまたとんでもない失敗をしてしまったんだろうか？

　榊を怒おこらせるような真似まねをなにかしてしまった？

　性急に進められる行為に、心が追いついて来ない。

　馴染なじむ間もなく、乱暴に何度か突つき上げられて、がくがくと身体が揺れる。

「……ううっ……ふ……」

　不安になった明良は、思わずしゃくりあげた。

「……明良？」

　乱暴に振ふる舞まっていた榊は、明良の涙を見て、狼狽うろたえたように腰こしを引こうとした。

「やっ！　だめ」

　明良は、ぼろぼろ泣きながら榊にしがみついて止めた。

「そうっと抜くから、大丈夫だいじようぶだ」

「いやだ！　このまま……」

　離はなれてかないで！　としがみつくと、涙で滲にじむ視界の中で榊が困った顔をした。

「だが、痛いんだろう？──なにをやってるんだ俺は……。こんな風に泣かせたかったわけじゃないのに……」

　──また間違まちがった。

　悔くやむように呟つぶやく声が、性急な行為に怯えていた心に染しみ入ってきた。

（……そっか。俺がヘマしたわけじゃなかったんだ）

　安堵あんどした明良は、怯えて歪ゆがんでいた唇くちびるをほころばせた。

「平気。……ちょっとびっくりしただけ」

「噓うそをつくな」

「噓じゃない……です」

　埋うめ込まれた榊の熱。

　この熱を自分がなんとかしてあげたいと、脈打つものをもっと感じたいと思った。

　だから、ちょっと急ぎすぎたけど、確かに榊は間違ってない。

「榊さんを気持ちよくしてあげたいから……。だから、このまま榊さんが望むように抱いてください。……俺、はじめてだから、どうしていいかわからないし……」

　少し戸惑とまどったような顔の榊に両手を差し伸のべると、その身体が明良の腕の中に下りてきた。

　明良は顎あごを上げて、榊の唇に自分の唇を押しつける。

　瞳ひとみを閉じて自ら深く唇を合わせ、さっき榊がそうしてくれたように、舌先で榊の口腔こうこう内を探さぐり舌を絡からめ合わせて甘く吸う。

（気持ちよくなってくれてるかな？）

　ゆっくり目を開けて榊を見ると、榊は泣き笑いのような複雑そうな顔をしていた。

「本当に……間違ってないのか？」

　明良は深く頷いた。

「だって俺、榊さんのことすっごく愛してますから……」

　ちょっとタイミングのずれた告白に、榊は嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれた。




　望むようにしていいと言ったのに、その後の榊は優しかった。

　無理に動かそうとはせず、たくさんキスをしてくれて、その手の平で愛いとおしそうに優しく肌はだを撫なでてくれる。

「明良は、どこもかしこも全部綺麗きれいで可愛かわいいなぁ。たまらないよ。俺は本当に夢中なんだ」

　甘いキスと優しい愛撫あいぶ、繰くり返される囁きに明良はとろんと酔よった。

　愛してる、とかすれた声で耳元で囁かれると、性急な挿入そうにゆうのせいで消えかけていた甘い感覚が、じんわりと身体の芯しんに甦よみがえってくる。

　身体の深いところから甘い疼うずきが湧わき上がってきて、腰のあたりがじんと甘重く痺しびれた。

「……ん……」

　甘い疼きにじっとしていられなくなって、明良はもぞもぞと軽く身体を動かす。

「また気持ちよくなってきた？」

　聞かれて、素直すなおに頷うなずくと、榊はホッとしたように微笑んだ。

「だったら、今度は優しくするから……」

　労いたわるようにゆっくりと動き出す。

「ん……あ……んん……」

　熱く脈打つものが、ゆっくりと何度も何度も内壁ないへきを擦こすり上げていく。

　奥深くまで潜もぐり込んだそれに何度もじっくりと揺すり上げられると、甘重い痺れに疼いた腰がたまらずに勝手に揺れる。

　そこからじわじわとはじめての感覚が身体からだ中に広がっていく。

「あ……榊さん、……これ……なあに？……なんか、もう……身体…痺れて、わけわかんなくなる」

　甘い息と共にそんな言葉が勝手に唇から零こぼれる。

　助けて、と痺れる腕うでを伸ばして榊にしがみついた途端とたん、榊は「駄目だめだ」と苦しそうに呟くと、また乱暴に動きはじめた。

　どうやらまた理性をふっとばしてしまったらしい。

　でも、今度は怖こわくはなかった。

　榊が自分を欲しがってそうなっていることが、もうちゃんとわかっているから……。

「あっ……ああ……んっ…ああ」

　疼くようだった甘さが、榊が激しく動く度たびに今まで感じたことのない深い喜びへと変化していく。

　榊の熱く脈打つ欲望よくぼうをこの身で受けていることを、自分の身体が喜んでいるのがわかった。

　もっともっと感じさせてと、内壁が勝手に収縮して内側で脈打つものを締しめつける。

　それに応こたえるように、榊も動きをいっそう激しくさせていった。

「……可愛いな。……たまらないよ」

　明良、と夢中になりすぎてうわずった声が耳に届き、熱く激しい息が首筋を痺れさせる。

（よかった）

　榊の欲望をちゃんと受け止めて、喜ばせてあげられてる。

　夢中になってもらえているのが嬉しい。

「榊さん……もっと、…あ……んあ……っ……」

　もっと望むようにこの身体で喜んで……。

　甘く痺れる心と身体。

　愛して愛される、はじめてのこの深い喜び。

　この幸せがずっと続くことを願いながら、榊が与あたえてくれる甘やかな幸福感に、明良は夢中になって酔いしれた。
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「今日の朝飯は赤飯だ」

　明良がちょっとふらつく足でキッチンに行くと、先に来ていたシュウがいきなり言った。

　ユータはにこにこしながら五段重ねの重箱をテーブルに並べている。

「俺らの奢おごり。仕出し屋さんに頼たのんで尾頭おかしらつきの鯛たいが入ったご馳走ちそうも作ってもらったし、たくさん食べて体力つけてね」

　おめでとーっと拍手はくしゆまでされて、立っていられなくなった明良はふらふらと椅子いすに座った。

　榊とはじめて寝ねた翌朝、あまりにも刺激しげきが強すぎたせいか明良は熱を出してしまった。

　そのまま丸一日榊の部屋のベッドで休んで、今朝は熱も下がったから隣となりで眠ねむる榊を起こさないよう、そうっと抜ぬけ出して朝食を作りに来たのだが。

「……なんで知ってるんだよ」

「昨日の榊さんを見れば、やっとできあがったんだなって一発でわかるって」

「やっと？　ってことは前から知ってた？」

「当たり前だろ。初対面の日にいきなりお持ち帰りしたぐらいだし」

「アッキーを見た瞬間しゆんかん、すっげー食いついてたしな」

　ふたりは目を見交みかわすと、くくっと嫌いやな感じの含ふくみ笑いをした。

（そういえばこの笑い方、前にも見たな）

　確かあれは、この家に来て最初の朝だった。

「なかなか進展しないから、俺達もけっこうやきもきしてたんだよ」

「理不尽りふじんな八つ当たりもされたしな」

　肩かたをすくめるシュウの言葉に、明良はあれがそうだったのかと思い当たる節がある。

　シュウと一緒いつしよに箸はしを買って帰った日、遅おそかったなと榊がシュウだけに絡んだこと。

「八つ当たりされて腹立たなかった？」

「別に……。あんな風に余裕よゆうのない榊さんなんて、そうそう見られないから面白おもしろかったさ」

（余裕のない榊さん？）

　それなら昨夜ゆうべも見た。

『熱が下がったばかりだし、今晩はちょっとキスして撫でるだけだから……な？』

　とおそるおそる触さわってきた榊が、触ってるうちにどんどん熱くなってきて、やがて前の晩と同じように振ふる舞まってしまったところを……。

　きっとこれからも、シュウ達よりはずっと多く見られる機会があるに違ちがいない。

（あんな榊さんが見れるのは、きっと俺だけだ）

　ちょっとした優越ゆうえつ感に、明良は機嫌きげんをよくして微笑んだ。







　数日後、榊の手の者に連れ戻もどされたケントが警察に自首した。

　自首する前、ケントは明良に頭を下げた。

　申し訳ありませんでしたっ！　と叫さけぶように言う声には誠実さの欠片かけらもなく、榊の命令だから仕方がないと思っているのが丸わかり。

　謝られたせいで逆に不愉快ふゆかいになるとは思ってもみなかった。

　自首する経緯けいいについても色々あったらしい。

　もうしません見逃みのがしてくださいと涙なみだを流して謝るケントに、榊が今回のことは絶対に見逃せないと厳しく言った途端、涙をけろりと引っ込め、だったら自首すると自分から言い出して、『そのほうが罪が軽くなるからな』と、ぬけぬけと呟つぶやいたりしたとか……。

　今までやったことはすべて自分で白状するとケントは言い残していったようだが、シュウ達はたぶんジューススタンドの件は言わないんじゃないかと疑っているようだ。

　榊はその疑いを否定も肯定こうていもしなかった。

　ただ、ケントが自分で言わないようならば、自分で被害ひがい届を出すつもりだとは言っていた。

　以前より甘さが消えたのは、連れ戻されてからのケントの態度の悪さと、連れ戻された時点で手に入れた金の半分以上を遊びで使っていたことが大きい。

　ケントがやらかしたことに対する損害賠償ばいしように関しても手は貸さないと断言していた。

　ただ、ケントの放火で被害に遭あった人々への援助えんじよはこっそりするつもりでいるようだ。

　半分以下に減った祖母のお金に関してだけは自分が補塡ほてんするからと榊は言ってくれたが明良は断っていた。

　そこまで甘やかされてしまっては、むしろ自分のためにならないと思ったからだ。

　自分のヘマを忘れないためにも、きっとこの失敗の痛みは必要だ。

　ただ明良自身も放火で被害に遭った人々の一員なので、そういう意味ではありがたく援助してもらっているつもりではいる。







「兄が来たら、俺もこっちの部屋で兄と一緒に寝ますからね」

　明良がそう言うと、榊が「俺は？」と機嫌の悪そうな声で聞いてきた。

「まさか三人で川の字で寝るわけにはいかないし、本邸ほんていに戻ってひとりで寝てください」

　前庭のほうがキッチンに近くて明良も楽だろうと、最近は明良が使っている部屋の隣にふたつ布団ふとんを並べて敷しいて榊もこっちで寝起ねおきするようになっていた。

　だがもちろん、兄が来ている間はそれは駄目。

　その間、榊には屋敷やしきの主としての威厳いげんを保っていて欲しいと思っているのだが……。

（ちょっと不安）

　いつもみたいに料理中べったりくっついてきたり、ちょっとしたことで目尻めじりを下げて「可愛かわいいなぁ」などと呟いて、でれっとしなきゃいいけどと願うばかりだ。

「久しぶりだし、兄弟水入らずの夜を過ごしてみたいんです」

　ふんふんと鼻歌を歌いながら、明良は兄のために客用布団にカバーをつける。

　明日の土曜日、やっと仕事に一段落つけた兄が沖縄から直接ここを訪ねてくるのだ。

　明良は楽しみで仕方がなくて、兄が好きな料理の下ごしらえ等の準備に余念がない。

　榊の機嫌が悪い原因は、その兄の訪問にある。

　いまだに兄が、明良がこの屋敷に世話になっていることを許していないからだ。

　きっと明日も確実にその話が出るに違いない。

　兄弟で何度も電話で話し合ったが、話し合いは平行線を辿たどったまま。

　とりあえずすぐに東京にある自分のマンションに移動しろと兄は言い、明良はかつて兄が明良との同居を拒こばむための説得に使った理由を盾たてに拒み続けている。

　バイト先とはいえ、他人の家。居候いそうろうまでするのは変だし図々ずうずうしいと兄は嫌そうな声で言うが、明良は榊があの火事で焼け出された被害者ひがいしやに援助している話を出して、自分もその好意に甘えさせてもらってるんだと言い張っている。

　通いでバイトするより楽だし、榊の家はとても広い屋敷だから自分ひとりが居候してもなんの問題もないとも……。

　そんな説得に納得なつとくしてくれてない旭が、保護者としてなんらかの強硬きようこう手段に出る可能性があるんじゃないかと榊は恐おそれているようだ。

（もう、余計な心配しちゃって……。俺がどっか行くわけないのに）

　万が一、連れ戻されることになっても、何度でもここに戻ってくる。

　何度反対されたって、その都度説得するための努力も惜おしまないつもりだ。

　自分が一番望んだ場所、榊に愛される場所を手に入れたのだから、旭がなにを言おうとここから離はなれるつもりはない。

　だからこそ、兄にはこの家でおさんどんのバイトとしてちゃんと働いて役に立っている姿を見てもらいたかった。

　決して迷惑めいわくをかけているわけじゃなく、ちゃんと必要とされて役に立っているとわかれば、きっと兄も納得してくれる。

　伸のび伸びと楽しく暮らしていることを、きっと喜んでくれるはずだと信じてる。

　だって自分達は誰だれもが認める仲良し兄弟で、兄の旭は明良が幸せに暮らすことを誰よりも願ってくれているはずだから……。

　それに、ここに住むことを兄に認めてもらえないままだと、明良自身も少々収まりが悪い。

　それでは、以前あのボロアパートに引っ越こしたときと同じになってしまうからだ。

　自分ひとりの考えで行動した結果のヘマをどうにかするために、またひとりで勝手に考えた引っ越しを決行して、泥棒どろぼうやら火事に遭あうというヘマをやらかした。

　自分勝手な真似まねをしたせいだと後悔こうかいすることにならないためにも、今回は保護者である兄の許可がどうしても欲しい。

　たとえ事後承諾しようだくであっても、ここなら大丈夫だいじようぶだと保護者である兄に認めてもらいたいのだ。

　諸々もろもろのヘマに懲こりている明良にとって、これは大事な儀式ぎしきみたいなものだった。

　ちなみに、榊と恋愛れんあい関係になっていることは兄には内緒ないしよだ。

（兄ちゃんに内緒にしても、ばあちゃんだって怒おこらないだろうし……）

　祖母は、『恋こいばっかりは思案の外だ。誰に断ることもない。好きにやりなさい。ただし自己責任だからね』と明良に言っていた。

　かつて明良の両親は、親の反対を押し切って勝手に国際結婚けつこんをし、そして数年後、こども達のためにも別れるなと親が反対したにもかかわらず勝手に別れた。

　明良の性格がその父親に似ていると常々言っていた祖母は、意見すれば絶対に反発して逆に悪い結果になると、どうやら警戒けいかいしていたようなのだ。

　明良としては、そんな祖母の言葉に都合良く甘えさせてもらって、自己責任ってことで黙秘もくひを貫つらぬき通すつもりだ。

　この恋でなにか取り返しのつかないヘマをして辛つらい思いをすることがあったとしても、誰かに泣きついたりしない。

　大切なこの場所を守るために、ちゃんとひとりで踏ふん張ってみる。

　俺が目を離したりしなければ……等と、大好きな兄にまた辛い思いをさせないためにも、ここで幸せに暮らし続けて行くための努力を惜しまないつもりだ。

　今回の兄の訪問はその第一歩。

　ここで暮らすことを兄に認めてもらうというハードルを、なんとしてでも越こえたい。

　だが、肝心かんじんの家主が機嫌が悪いままで兄に対応してしまったら、なにもかもパアだ。

（そろそろ機嫌きげん直してもらわなきゃ）

　どうしたらいいかな？　と、くきっと首を傾かしげながら、少し離れたところで不機嫌そうにしている榊をじいっと見つめたら、その視線に気づいた榊が条件反射のように相好を崩くずした。

「ん、どうした？　考えを改めたか？」

「もう、改めたりしませんよ。一晩だけのことなんだから、我慢がまんしてください」

　明良がきっぱり断ると、榊はまた機嫌の悪そうな顔に戻った。

「俺は一晩でも明良が他ほかの男と寝ねるなんて嫌いやだ」

「……だって、兄ですよ？」

「兄でも男だ」

　きっぱりと言い返される。

（大人げないなぁ）

　子供じみたわけのわからなさに、明良はちょっと呆あきれた。

　恋人同士になってからというもの、榊はよくこういう子供じみたことを言う。

　シュウやユータでさえ被害に遭うほどだ。でも……。

（こういうのって、独占欲どくせんよくとか嫉妬しつととかだよな）

　自分は特別な存在なんだと言い切る榊が、自分相手にその手の感情を見せてくれるのはやっぱり嬉うれしい。

「我慢してください。一晩だけなんだから……」

　明良は言いきかせるようにして、さっきと同じ言葉を繰くり返した。

「どうしても？」

「どうしてもです」

　用意し終えた寝具しんぐを部屋の隅すみに畳たたんでから、榊の背中を押しながら一緒いつしよに廊下ろうかに出る。

「ひとつ提案……って言うか、お願いがあるんですけど」

「なんだ？」

「俺、ベッドが欲しいんです」

　唐突とうとつなおねだりに、榊は「ん？」と振ふり向いて明良を見た。

「榊さんの部屋のベッド、布団より寝ね心地ごこちよかったから……。いま俺達が寝室しんしつにしてる部屋にあったらすっごく嬉しいなって思って」

　──こっちは一晩だけじゃなく、ずっとのことだし……。

　ちょっと甘えた声でそうつけ加えると、榊はとても嬉しそうに目尻を下げた。

（よし。うまくいった）

　機嫌回復作戦は大成功。

　この調子で明日も乗り切ろう。

　きっと大丈夫、なにもかもうまくいくはずだ。

　明良は前向きに明るく考えながら、よし、と密ひそかに気合いを入れた。
















兄、来る













　年季の入った長い土塀どべいに沿って延々と歩き、やっと門に辿たどり着く。

　インターフォンを押すと、『兄ちゃん、いらっしゃい』と弟、明良あきらの嬉うれしそうな声が聞こえてくる。

　こっちで門のロックを外すから入って来てと明良に指示されるまま、旭あさひは敷地しきちの中に足を踏ふみ入れた。

（本当にでかいんだな）

　ちょっと見たことがないぐらい高級そうな日本家屋の佇たたずまいに、さすがに啞然あぜんとする。

　土塀の長さからなんとなく予想はできていたが、実際に見るとまた格別だ。

　明良の話では、この建物の中にはなんと大きな中庭があって、さらにその奥にはもっと豪華ごうかな建物があるのだという。

　確かにこれだけ巨大きよだいな屋敷やしきなら、明良ひとりぐらいが居候いそうろうしたところで邪魔じやまにはなるまい。

　が、それでも旭は、明良が他人の屋敷に居候することには反対だった。

　身内の贔屓ひいき目めなしに可愛かわいい弟の身が、いろんな意味で心配だからだ。

　心配だったからこそ、劇団や芸能関係者が頻繁ひんぱんに出入りする自分の部屋での同居を避さけたし、親友にも紹介しようかいしなかった。

　決して悪い奴やつらではないのだが、自分の美意識と欲求よつきゆうに素直すなおな彼らがいろんな意味で明良を放っておかないのは目に見えていたからだ。

　田舎いなかで気心の知れた近隣きんりんの人々に見守られて育ってきた単純で素直な明良が、彼らの巧妙こうみような口車に乗せられるまま、うっかり芸能関係に足を踏み入れるようなことも避けたかった。

　明良自身がカメラマンになるという夢を持っている間は、余計な雑音が入らない状態で夢を追わせてやりたかったのだ。

　学校に通うようになった明良は毎日が楽しいと言っていたし、ひとりで決めてきたカメラマンの事務所でのバイトもやり甲斐がいがあると言っていたから安心していたのだが……。

（まさか噓うそだったとは……）

　楽しい毎日を送ってなどいなかった。むしろトラブル満載まんさいだったのだと知って大ショックを受け、ひとりにしておくんじゃなかったと死ぬほど後悔こうかいしたのはつい先日のこと。

　今はそのトラブルもそれなりに解決して、毎日とっても楽しく過ごしてると明良は言い張るが、それだって本当かどうかわかったものじゃない。

　だから旭は、今回の大仕事でまとまったギャラも入ることだし、仕事場と住居とを分けてプライベートをしっかり確保した上で明良と一緒いつしよに暮らそうと考えていた。

　近くにいれば噓を見抜みぬくこともできるし、トラブルにもすぐ対処してあげられるだろう。

「兄ちゃん、ひさしぶりっ！」

　長い石畳いしだたみの通路の向こうの玄関げんかんから、笑顔えがおの明良が猛もうダッシュで駆かけ寄ってくる。

「よう、元気か」

「元気だよ！」

　ドーンとぶつかってきた身体からだを胸で受け止め、脇わきに手を入れて抱だき上げて軽く振ふり回してやると、明良は楽しそうに声を上げて笑った。

　子供の頃ころから、手やら足やらを摑つかまれてブンブン振り回される遊びが大好きだったのだ。

　あり得ないほどに大うけしてケラケラ笑うのに機嫌きげんをよくし、ついうっかりやりすぎて手を滑すべらせて明良を遠くに吹ふっ飛ばしてしまっては、その度たびに祖母からこっぴどく怒おこられたが……。

　地面に下ろしてやると、明良はまた玄関へ駆け戻もどって行く。

　戻って行った先には、旭より少々年かさらしき男の姿があった。

「兄ちゃん、こちらが家主の榊真治さかきしんじさん。──榊さん、兄の旭です」

「電話ではどうも……。藤野ふじの旭です。弟がいつもお世話になって感謝しています」

　失礼のない程度に頭を下げ顔を上げると、榊はなにやら呆あきれたように旭を見上げていた。

「大きいな。明良からは母親似の美形だと聞いていたから、もうちょっと違ちがう感じの人物を想像してたんだが……」

　どうイメージが違うのかは聞かぬが花だろう。

　旭自身は、二メートル近いこの高身長を授さずけてくれた母方の遺伝子に感謝すらしている。

　この高身長は、役者になれと勧すすめる人々から逃にげるいい言い訳になる。

　なにしろ、こう大きくては共演者の首に負担ふたんがかかって仕方ないし、女優達の顔が綺麗きれいに見える角度を維持いじさせることもできないから。

　よろしく、と気さくに差し出された榊の手を、旭は握にぎり返した。

「なるほど。本当に明良とは全然似てない」

　旭の顔をまじまじと見て榊が感想を述べるのを聞いて、旭はしめたと内心でほくそ笑んだ。

　明良は、自分で言うのは平気らしいが、自分達兄弟の顔が似ていないことを人から指摘してきされるのは大っ嫌きらいで、それを言った相手とは口を利きかなくなったり避けることもあるのだ。

（この隙すきに機嫌を取れば、連れて帰れるかもしれない）

　幸先さいさきのいいスタートを切れたと旭は思っていた。




　──が、いつも明良達が食事を摂とっているという広いキッチンで、明良の手料理を肴さかなにした宴会えんかいがはじまると、旭は自分の考えが甘かったことに気づかされた。

　似ていないと指摘されても、明良は榊に対してちっとも機嫌を損そこねていないようなのだ。

　明良が作る朝食をいつも食べているというファニーフェイスの青年もひとり同席していて、彼もまた同じ発言をしたのだが、明良はやっぱりご機嫌なままだった。

　どうやら、旭が考えていたよりずっと、明良は彼らに親しんでいるようだ。

「本当は、向こうの広い和室で宴席を開きたかったんだが……」

　明良がこっちがいいってきかないものだから、仕方なくキッチンでの宴席になったのだと、榊が無礼を謝罪する。

「だって俺、いつもどんなとこで料理作ったり食べたりしてるか、ちゃんと兄ちゃんに見てもらいたかったんだ」

　怒ってないよね？　と上目遣うわめづかいに心配そうな顔をされて、旭は苦笑くしようしながら頷うなずいた。

　このキッチンだって充分じゆうぶんすぎるほど広いし、ホームパーティーを開く分にはなんら問題がない造りになっている。謝る必要がいったいどこにあるのか、さっぱりわからないぐらいだ。

　これ食べて、と明良が勧める手料理を美味うまいと食べ、榊に勧められるままに杯さかずきを重ねる。

　明良を連れ帰る話をする雰囲気ふんいきにならないことに焦あせりを感じながら、旭はもうひとつ気づいてしまったことがあった。

（明良が、俺のほうを見ない）

　単純で素直な明良は、自分が好きだったり、興味を持ったりしたものをじっと見る癖くせがある。

　かつてこういうシーンでは、明良の視線は常に旭のものだった。

　大きなまんまるの目を見開いて、ぷっくりした小さな唇くちびるをほころばせて、じいっと見上げてくる弟がいつも可愛くて仕方なかったのに……。

　それなのに今、明良の視線が向かう先に自分はいない。

　その視線を独占どくせんしているのは、ここの主である榊真治。

　そして、その榊の視線もまた頻繁に明良へと向かっていて……。

　残念ながら旭は、見交みかわすふたりの視線の甘さの意味に気づかずにいられるほど世間知らずではなかったし、そんな朴念仁ぼくねんじんでもなかった。

　むしろ、その手の勘かんのよさには定評がある。

（それで、ここから離はなれたがらないのか……）

　やはり明良をひとりにしておくんじゃなかったと後悔のため息がこぼれたが、後の祭りだ。

　どこまでの関係なのかはわからないが、甘い視線を交わすふたりが、もはや親しいだけの間柄あいだがらではないのは明らかだった。

（反対……すべきなんだろうか？）

　世間的にはあまり認められてはいない関係だが、旭の知り合いにもこの種の関係の人々はかなりいた。歳を経へてなお、普通ふつうの夫婦ふうふ同様に寄り添そって生きている人々も知っている。

　心情的には反対したいところなのだが、そういう人々を身近に知っているだけに頭ごなしに反対しづらいものもある。

　旭は、ため息と共に杯を傾かたむけた。

　そんな兄の気持ちも知らず、明良はじいっと榊に視線を向けて会話を楽しんでいる。

　その表情には、無邪気むじやきだった可愛いだけの子供の頃とは違う、大人びた艶つやが垣間見かいまみえた。

（これは、もう手遅ておくれだ）

　明良の性格はよく知っている。

　反対すれば、むしろ逆効果。

　反発して完全に離れていきかねない。

　それに、明良がこんなに幸せそうなのに反対なんかできるはずがない。

（なにも言わずに黙認もくにんしたら、さすがにばあちゃんに叱しかられるかな）

　生前の祖母からは、『おまえは明良に甘すぎるね』としょっちゅう説教されたものだ。

　明良もまた、自分が兄に愛されていることを知っているから昔から甘えるのが上手だった。

　今回だって、こうして幸せそうに笑ってればきっとなんとかなると予想していたに違いない。

　榊に対しても、そうやって上手に甘えているのだろうか？

　こんな屋敷やしきに住む大金持ち相手への甘え……と想像すると、脚本きやくほん家故ゆえの思考力で少々下世話な方向に想像が広がっていってしまう。

　贅沢ぜいたくな暮らしを満喫まんきつする、下品なほどに華美かびな未来の明良像。

（……それはないか）

　旭は苦笑しながら、その想像を自分の脳裏のうりから追い出した。

　なにしろ明良は、享楽きようらく的だった母親を知っている旭とは違い、あの恐おそろしくも慈愛じあい味溢あふれる祖母に一から育てられたのだ。

　甘え上手であっても、引くべき一線はきちんと引ける子だ。

　この先どうなるかはわからないが、とりあえずいつでも明良が帰ってこられる場所を作っておいて見守るしかない。

　旭は、明良を連れ戻すのを断念した。

　ただし、これは一時的な判断だ。

（ちょっとでも変なそぶりがあったら、絶対連れ戻す）

　なにか悩なやんでいたり悲しそうな様子があったら、そこにつけ込んでやる。

　強引ごういんに連れ戻すのは無理でも、弱っているときにかけられる優やさしい言葉には誰だれだって弱いものだから……。

「今日はここに泊とめていただけるんでしたよね？」

　榊に聞いたつもりだったのだが、明良が「俺と一緒いつしよの部屋で寝ねよう」と嬉うれしそうにテーブルに身を乗り出してきた。

「いいね。──こう広い屋敷だと、風呂ふろもさぞかし立派なんだろう？」

「うん。檜ひのき造りの大きくてすっごく気持ちいいお風呂だよ」

「楽しみだな」

　風呂もふたりで一緒に入るか？　と聞くと、明良は「うん」と嬉しそうに目を輝かがやかせた。

　その脇では、榊が露骨ろこつに眉まゆをひそめている。

　その表情で、旭は自分の想像が真実だと確信した。

（ま、これぐらいの嫌いやがらせはさせてもらわないと……）

　可愛かわいい弟を一時的にとはいえ預けてやるのだから……。

「明良と一緒に風呂に入るなんて、ばあちゃんと一緒の温泉旅行以来だな」

　傷心の兄は、不機嫌ふきげんそうな家主に酌しやくをさせるべく、にっこりと嫌味な笑えみを浮うかべて堂々と杯を差し出した。










花嫁はなよめにはお触さわり厳禁げんきん！
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